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要旨
大学等（国公私立大学（短期大学を除く）及び大学共同利用機関をいう。以下同じ。）の研究活動の振興
に係る科学技術・学術政策に必要な基礎資料を得るため、大学等に関する既存の調査を踏まえ、若手教
員（37歳以下）数、若手女性教員数、外国人教員数、研究費の状況等について、2006年から毎年調査を
行っている。
2010年は第5回目となる調査を2010年7～9月に行い、インターネットにより約94％の大学から回答を
得て、今回その調査結果を取りまとめた。
2009年5月1日現在の若手教員割合は国公私立大学平均で20．9％であり、この割合は4年前の調査開
始以降減少傾向にある。一方、若手教員中の女性教員割合は28．6％でここ4年間毎年上昇している。
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inthe Universities
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ABSTRACT
Thissurveyhasbeenconductedannuallysince2006withtheaimofprovidingbasicinfbrmationforpolicy
discussion regarding the promotion of research activities at universities（national，Public，and private
universitiesexcludingjuniorcol1eges；andinter－universityresearchinstitutioncorporation）．Thesurvey丘）CuSeS
Onthenumberofyoungteachers（under37yearsold），thenumberofyoungfbmaleteachers，thenumberof
fbrelgnteaChers，andtheconditionofresearchfunds．
The2010surveyWaSCarriedouth’OmJulytoSeptemberin2010viainternet．Theresponserateisabout
94％．
Theratioofyoungteachersinallteachersforwholeuniversitiesis20．9％in2010，andtheratioshowsa
decreaslngtrendsincethebeginnlngOfthesurveyatfburyearsbefbre．Ontheotherhand，theproportionof
fbmaleteachersintheyoungteacheris28．6％in2010andithasbeenrislngfbr丘）uryearS．
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概　　要
1調査日的
大学等（国公私立大学（短期大学を除く）及び大学共同利用機関をいう。以下同じ。）の研究活動の振興
に係る科学技術・学術政策に必要な基礎資料を得るため、大学等に関する既存の調査を踏まえ、若手教
員（37歳以下）数、若手女性教員数、外国人教員数、研究費の状況等について、2006年から毎年調査を
行っている。
今回、2010年7～9月にかけて実施した第5回調査の結果をまとめた。
2　調査対象機関
調査対象機関は、2010年4月に設置されている全ての大学等
（国公私立大学764大学、大学共同利用機関法人4機構）
3　調査結果のまとめ
（1）星圭教皇
大望堅塁主監星型劃金」互塞坦‰壬」遡坦亘＿生払隆盛生垣巨虹＿＿
2009年5月1日現在における教員に占める若手教員（37歳以下）の割合は、国立大学20．3％（前
年度20．6％）、公立大学18．2％（同19．3％）、私立大学21．7％（同21．9％）である。
国公私立大学全体の教員に占める若手教員の割合は20．9％（同21．2％）と前年度に比べて減少し
ており、4年前の割合（21．7％）に比べても減少している。（図一概要1）
なお、教員数、若手教員数の4年間の推移をみると、国立大学及び公立大学では教員が増加する
中で若手教員は年々減少を続け、私立大学では教員、若手教員とも増加している。
図一概要1
若 手 教 員 割 合 の 推 移
（若 手 教 員 37歳 以 下 の 教 員 ）
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（注）1．割合は、本調査に回答があった教員数及び若手教員数に基づく。
2．私立大学については、全数回答ではないため参考値である。
（2）董王室堕教具
本学の着手教員に占める女性剋合旦」．±！；0・0て、￥l塑1生以降増加堰包＿
2009年5月1日現在における若手教員に占める女性割合は、国立大学18．7％（前年度18．2％）、
公立大学35．7％（同35．8％）、私立大学33．9％（同34．0％）である。
国公私立大学全体の若手教員に占める女性割合は28．6％（同28．5％）と前年度とほぼ同様であ
る。
国公私立大学全体では、若手教員割合がここ4年間で21．7％から20．9％と減少する中、若手教員
中の女性割合は25．2％から28．6％と増加している。
若手教員に占める女性割合は、公立大学35．7％、私立大学33．9％でともに3割を超えているのに
対して、国立大学では18．7％とかなり低い。（図一概要2）
図一概要2
若 手 教 員 の 女 性 割 合 の 推 移
（若手教 員 ：37歳以下の 教員 ）
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（注）1．割合は、本調査に回答があった教員数及び若手教員数に基づく。
2．私立大学については、全数回答ではないため参考値である。
ド年卓越した教員の確保に関する取組み事馳⊥址Ⅱ＿年度；
いくつかの大学では、卓越した教員を確保するため、年俸制の導入、優れた業績に対する給
与や手当への反映、優れた研究業績に対する研究費への反映、事務スタッフや研究支援者の充
実、新採教員へのスタートアップ資金の提供、施設・設備の充実、サバティカル制度の導入、
テニュアトラック制度の導入、若手研究者支援、女性研究者支援、産休・育休・介護休業に対
する支援、特任教員制度の導入、選択定年制・定年延長制の導入などが行われている。
（以上）
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1調査日的
大学等（国公私立大学（短期大学を除く）及び大学共同利用機関をいう。以下同じ。）の研究活動の振興
に係る科学技術・学術政策に必要な基礎資料を得るため、大学等に関する既存の調査を踏まえ、若手教
員数、若手女性教員数、外国人教員数、研究費の状況等について、2006年から毎年調査を行っている
（本調査で若手教員とは調査時点で37歳以下の教員をいう。）。
2010年は第5回目となる調査を2010年7～9月に行い、今回、その調査結果を取りまとめた。
なお、国立大学及び大学共同利用機関については、回答内容の公表を前提に調査を行ったので、各機
関の回答を公表している。
2　調査対象機関
調査対象機関は、2010年4月に設置されている全ての国公私立大学及び大学共同利用機関（機構）で
ある。
調査対象機関、回答数、回答率・把握率は図表1のとおりである。
また、昨年度調査と今回調査の大学数の増減内訳は図表2のとおりである。
図表1調査対象機関、回答数、回答率・把握率
（1）大学本部に対して行った調査
区　　　　 分 調 査 大 学 数 回 答 大 学 数 回 答 率
国 立 大 学
（86） （86） （ 10 0．0％ ）
86　　 大 学 8 6　　 大 学 100 ．0％
公 立 大 学
（76） （76） （ 100 ．0％ ）
78　　 大 学 78　　 大 学 100 ．0％
私 立 大 学
（598） （562） （ 94．0％ ）
600　　 大 学 553　　 大 学 92．2％
合 計
（760） （724） （ 95．3％ ）
764　　 大 学 717　　 大学 93．8％
注1．上段（）書きは前回調査の数値
注2．調査対象は、2010年4月に設置されている全ての国公私立大学。
注3　調査項目のうち、いずれか1つでも回答があった大学を「回答大学」とした。
注4　前回調査と今回調査の調査大学数の増減内訳は下記に掲載。
（2）大学の学部・研究科・附置研究所・センター等に対して行った調査
区　　　　 分 部 局 数 回答 部 局 数 把 握 率
国 立 大 学
（1，030） （1，006） （ 97．7％ ）
1，0 30　 部 局 987　　 部 局 95．8％
公 立 大 学
（184） （168） （ 91．3％ ）
193　　 部 局 190　　 部 局 98 ．4％
私 立 大 学
（1，845） （1，7 15） （ 93 ．0％ ）
1，90 1　 部 局 1，74 5　 部 局91．8％
合 計
（3，059） （2，889） （ 94 ．4％ ）
3，124　 部 局 2，92 2　 部 局93．5％
注1上段（）書きは前回調査の数値
注2．部局数は、平成22年「科学技術研究調査報告」（総務省統計局）の調査数
注3．調査項目のうち、いずれか1つでも回答があった大学を「回答部局」とした。
（3）大学共同利用機関法人（機構）に対して行った調査
区　　　　 分 調査数 回答数 回答 率
大学 共同 利用機関法 人 （4） （4） （100 ．0％ ）
（機構 ） 4　　 機構 4　　 機構 100 ．0％
注1．上段（）書きは前回調査の数値
注2　調査対象は、2010年4月に設置されている全ての大学共同利用機関。
図表2　前年度調査と今回調査の大学の増減内訳
公立大学
2009年4月公立大学法人高知工科大学に設置者変更が行われたことによる増 1大学増 高知工科大学
（前回調査では、教員数調査時点の2008年5月1日現在の私立大学で集計）
2010年4月関学による増 1大学増 新見公立大学
計 2大学増
私立大学
2010年4月関学による増 4大学増 東北文教大学
日本保健医療大学
ヤマザキ学園大学
横浜美術大学
2009年度より募集停止となったことによる減 △1大学 LCA大学院大学
2009年4月公立大学法人高知工科大学に設置者変更が行われたことによる減 △1大学 高知工科大学
（前回調査では、教員数調査時点の2008年5月1日現在の私立大学で集計）
計 2大学増
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3　調査項目
本調査では調査開始当初から、調査対象機関である大学等への過度の負担を避けるため、既存の統計調
査のために各大学等が作成しているデータの回答を求めることを基本とした。
調査項目は5年間を通して行っているものと、一部の年のみ実施したものがあり、その一覧は図表3に掲載
した。今回の調査項目は以下のとおりである。
（1）文部科学省「学校基本調査」と同様の調査項目（2009年5月1日現在）
（力　教員数
②　大学院在学者数
③　外国人留学生数
（注）大学共同利用機関は「学校基本調査」の調査対象機関ではないため、上記①～③については調査を
行っていない。
（2）総務省統計局「科学技術研究調査」と同様の調査項目（2010年3月31日現在）
①　研究関係従事者数
（訝　内部使用研究費
③　外部からの受入研究費
（3）本調査独自の調査項目
①　若手教員数（37歳以下の教員）
②　若手女性教員数（37歳以下の女性教員）
2009年5月1日現在
2009年5月1日現在
③　卓越した教員等の確保に関する取組み（自由記述）　　　　2010年度の取組み
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図表3　調査項目一覧
「大学等における科学技術・学術活動実態調査」調査項目一覧
調
査
の
対
象
調査 内容
の概要
整
理
番
日下
調査項 目 参考とした調査の名称
第1回 第2回 第3回 第4 回 第5回
平成18
年度
平成19
年度
平成20
年度
平成2 1
年度
平成22
年度
2006 200 7 20 08 2009 2010
N IS TE P調査資料番号
130 149 167 181
大
学
の
本
部
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
教員数 1教員数 （本務者） 学校基本調査 ○ ○ ○ ○ ○
2教員（本務者）の職名別男女内訳 学校基本調査 ○ ○ ○ ○ ※1
若手教員・
若手研究者
3若手教員数（37歳以下） ○ ○ ○ ○ ○
4若手教員数（37歳以下・女性） ○ ○ ○ ○ ○
5若手研究者の自立支援のための取組み（自由記述） ○ ○ ○
女性教員 6
女性教員の割合や採用の数値 目標の設定の有無 ○ ○ ○ ○
7女性教員の活躍促進のための取組み（自由記述） ○ ○ ○
外国人教員
8外国人教員数 学校基本調査 ○ ○ ○ ○ ○
9外国人教員の活躍促進のための行動計画の策定の有無 ○ ○ ○ ○
10外国人教員の割合や採用の数値目標の設定の有無 ○ ○
11外国人教員の受入れ拡大のための取組み（自由記述） ○ ○
教員流動性
12教員の職階別自校出身者数（3年毎の調査） 学校教員統計調査 △ △
13人材の流動性に関する新たな取組み（自由記述） ○
14 定年後の教員の能力活用のための取組み（自由記述） ○ ○ ○
15 テニュアトラック制度の内容（自由記述） ○ ○
16 若手教員・研究者の流動性を拡大する取組み （自由記述） ○ ○
17 人材の流動性拡大のための取組み ○
教員確保 18卓越した教員等の確保に関する新たな取組み（自由記述） ○ ○
不正行為
19研究上の不正行為への対応に関する方針、基準、規則 （規程）等 ○ ○ ○
20研究上の不正行為に関する不正告発対応窓口の設置の有無 ○ ○ ○
21研究費の適切な管理に関する方針、基準、規則（規程）等の有無 ○ ○
22研究費に関する不正告発対応窓口の設置の有無 ○ ○
理解増進 23科学技術理解増進活動に関する組織的な取組み（自由記述） ○ ○
大学院生・
外国人留学
生
24大学院在学者数 △ △ △
25大学院入学者数 △ △
26優れた大学院学生獲得のための新たな取組み （自由記述） △ △
27 外国人留学生数 △ △ △
大
学
の
部
局
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
学問区分 1研究内容の学問別区分 科学技術研究調査 ○ ○ ○ ○ ○
研究関係従
業者数
2研究本務者数 科学技術研究調査 ○ ○ ○ ○
3研究本務者数のうち教員数 科学技術研究調査 ○ ○ ○ ○
4研究本務者のうち大学院博士課程の在籍者数 科学技術研究調査 ○ ○ ○
5研究本務者のうち医局員・その他の研究員数 科学技術研究調査 ○ ○ ○
6研究者のうち兼務者 （学外からの研究者）数 科学技術研究調査 ○ ○ ○
7研究補助者数 科学技術研究調査 ○ ○ ○ ○ ○
8技能者数 科学技術研究調査 ○ ○ ○ ○ ○
9研究事務その他の関係者数 科学技術研究調査 ○ ○ ○ ○ ○
10研究本務者の専門別内訳 科学技術研究調査 ○ ○ ○ ○
研究者流動
性
11採用・転入研究者数 科学技術研究調査 ○ ○ ○ ○
12転出研究者数 科学技術研究調査 ○ ○ ○ ○
研究費 13内部使用研究費 科学技術研究調査 ○ ○ ○ ○ ○
14外部からの受入研究費 科学技術研究調査 ○ ○ ○ ○ ○
注）　　○印‥・調査有り（大学及び大学共同利用機関）
△印・‥調査有り（大学のみ）
空欄・＝調査無し
※1　日・大学共同利用機関のみ調査（大学は学校基本調査のデータを使用）
「研究費」欄の調査時点は下記のとおりで、2008331（2007年度）のデータは収集していない。
第1回調査（平成18（2006）年度実施分）日・データは、2005331（2004年度）現在。
第2回調査（平成19（2007）年度実施分）‥・データは、2006331（2005年度）現在。
第3回調査（平成20（2008）年度実施分）＝・データは、2007331（2006年度）現在。
第4回調査（平成21（2009）年度実施分）‥・データは、2009331（2008年度）現在。
第5回調査（平成22（2010）年度実施分）＝・データは、2010331（2009年度）現在。
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4　調査結果
4－1　国公私立大学の教員と若手教員
4－1－1　教員数と若手教員数・若手教員割合
2005年以降の4年間で大学数は、国立大学1．1％減、公立大学7．0％増、私立大学7．6％増加し、教
員数は国立大学0．5％、公立大学8．5％、私立大学は10．1％それぞれ増加している（学校基本調査調べ）。
本調査では、2005年から2009年まで毎年、若手教員（37歳以下）数について調査を行い、国立大学
100％、公立大学100％、私立大学89～94％の大学から回答を得た。以下は、この回答に基づく集計結果
である。
2009年5月1日現在における教員に占める若手教員（37歳以下）の割合は、国立大学20．3％（前年度
20．6％）、公立大学18．2％（同19．3％）、私立大学21．7％（同21．9％）である。
国公私立大学全体の教員に占める若手教員の割合は20．9％（同21．2％）と前年度に比べて減少しており、
4年前の割合（21．7％）に比べても減少している。（図表4）
なお、教員数、若手教員数の4年間の推移をみると、国立大学及び公立大学では教員が増加する中で若
手教員は年々減少を続け、私立大学では教員、若手教員とも増加している。（図表5）
4年間の若手教員割合について国公私立大学の変化に着目すると、2005年5月1日時点では国公私立
大学ともほぼ同様の割合であったが、私立大学がほぼ横ばいの推移であるのに対し、国立大学と公立大学で
は年々減少し、特に公立大学は5年間で22．1％から18．2％と約4ポイント下がっている。（図表6～7）
2005年5月1日現在の教員数と若手教員数をそれぞれ100とし2009年5月1日現在の指数で比較す
ると、国立大学では教員数が101、若手教員数は92となる。また公立大学では教員数が109であるのに対し
て若手教員数は90と大きく減少していることがわかる。
私立大学では教員数が111であるのに対して若手教員数は113であり、教員数以上に若手教員数の伸び
が大きい。（図表8）
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図表4　大学数、教員数、若手教員数
区 分 調 査 時 点 回 答 大 学 数
教 員 数
（本 務 者 ）
A
若 手 教 員 （3 7 歳 以 下 ）
人 数
B
割 合
C ＝B ／A
国 立 大 学
2 0 0 5 ．5 ．1 8 6 6 0 ，9 1 1 1 3 ，5 3 3 2 2 ．2 ％
2 0 0 6 ．5 ．1 8 7 6 0 ，6 9 9 1 3 ，1 5 2 2 1．7％
2 0 0 7 ．5 ．1 8 6 6 0 ，8 5 0 1 3 ，2 3 4 2 1 ．7％
2 0 0 8 ．5 ．1 8 6 6 1 ，0 2 3 1 2 ，5 5 5 2 0 ．6 ％
2 0 0 9 ．5 ．1 8 6 6 1 ，3 3 1 1 2 ，4 4 4 2 0 ．3％
公 立 大 学
2 0 0 5 ．5 ．1 7 3 1 1 ，4 6 5 2 ．5 3 0 2 2 ．1％
2 0 0 6 ．5 ．1 7 6 1 1 ，6 6 1 2 ．50 4 2 1．5 ％
2 0 0 7 ．5 ．1 75 1 1，6 6 6 2 ，3 8 7 2 0 ．5 ％
2 0 0 8 ．5 ．1 7 4 1 1 ，7 5 6 2 ，2 7 0 1 9 ．3 ％
2 0 0 9 ．5 ．1 7 7 1 2 ，4 9 0 2 ，2 7 2 1 8 ．2 ％
私 立 大 学
2 0 0 5 ．5 ．1 5 1 1 8 5 ，1 9 7 1 8 ，0 9 0 2 1 ．2 ％
2 0 0 6 ．5 ．1 5 1 9 8 6 ，4 9 6 1 8 ，2 0 8 2 1．1％
2 0 0 7 ．5 ．1 5 4 6 9 0 ．2 6 9 1 9 ，5 9 8 2 1 ．7％
2 0 0 8 ．5 ．1 5 5 4 9 3 ，0 9 3 2 0 ，4 0 1 2 1 ．9 ％
2 0 0 9 ．5 ．1 5 5 2 9 4 ，5 7 1 2 0 ，5 3 1 2 1．7％
平 均
2 0 0 5 ．5 ．1 6 7 0 1 5 7 ，5 7 3 3 4 ．15 3 2 1 ．7％
2 0 0 6 ．5 ．1 6 8 2 1 5 8 ，8 5 6 3 3 ，8 6 4 2 1．3％
2 0 0 7 ．5 ．1 7 0 7 1 6 2 ，7 8 5 3 5 ，2 1 9 2 1 ．6 ％
2 0 0 8 ．5 、1 7 1 4 1 6 5 ，8 7 2 3 5 ，2 2 6 2 1 ．2 ％
2 0 0 9 ．5 ．1 7 15 1 6 8 ，3 9 2 3 5 ，2 4 7 2 0 ．9 ％
図表5　教員数と若手教員数の推移（人数）
（注）教員数及び若手教員数は、本調査に回答があった人数の集計。
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（図表5①）
（注）教員数及び若手教員数は、本調査に回答があった人数の集計。
bO L100　’
50．00〇　・一　一一　　　一
40，000　W
18′090　　18，208　　19・598　　　20′401　　20′531
20′000＋　　1　　こここ
11）・000　・
0　‾｛‾一一一‾一一一‾一一‾一一‾
200551　　　　　200651　　　　　200751　　　　　200851　　　　　200951
叫一全教員
叫一若手教員（37歳以下）
（注）1．教員数及び若手教員数は、本調査に回答があった人数の集計。
2．私立大学については、全数回答ではないため参考値である。
（図表5②）
……伸い＿．（図表5③）
（注）1．教員数及び若手教員数は、本調査に回答があった人数の集計。
2．私立大学については、全数回答ではないため参考値である。
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図表6　国公私立大学における若手教員と若手教員以外の割合の推移
（注）1．割合は、本調査に回答があった教員数及び若手教員数に基づく。
2．私立大学については、全数回答ではないため参考値である。
図表7　国公私立大学の若手教員割合の推移
若 手 教 員 割 合 の 推 移
（若 手 教 員 ：37歳 以 下 の 教 員 ）
23 0兆
22．0％
21．0％
20．0％
19 0％
18．0％
17．0％
16．0％
22．2％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 21．7％
一◆一国立大学
サ 公立大学
壷 私立大学
→ ← 全大学
22．1町慶一 、し　　　 2 1 7％　　　　 2 1．7％　　　　　 2 1 9％　　　　　 2 1．7％
2－・7％　　　　　 2 1 0　　 一 一　　　 21．2％
21．2％　　　　　 21・3 0　　　　　　 21・6％　　　　　　　　　　　　 20 ．9％
21・1％　　　 20 5％　　　 20・6％　　 孟 ％
19．3％
18 ，2％
2005．5．1　　　　　 2006．5．1　　　　　 2007．5．1　　　　　 2008．5．1　　　　　 2009．5．1
（注）1．割合は、本調査に回答があった教員数及び若手教員数に基づく。
2．私立大学については、全数回答ではないため参考値である。
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図表8　教員数と若手教員数の推移（2005年を100とした場合）
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（図表8①）
（図表8（訪）
（図表8（診）
（注）1．教員数及び若手教員数は、本調査に回答があった人数の集計。
2．私立大学については、全数回答ではないため参考値である。
（図表8④）
4－1－2　若手教員割合の平均値と中央値
4－1－1で述べたように国公私立大学別の若手教員割合は私立大学が21．7％と最も高いが、中央値で
は私立大学が13．9％であり国公私立大学の中では最も低い。（図表9）
私立大学では、全大学552大学のうち附属病院を有する44大学では若手教員割合が33．1％と高く、
これ以外の508大学の平均は15．2％である。（図表10，図表11）
私立大学では附属病院を有する大学の若手教員割合が高いことが特徴であり、国立大学の場合も同
様の傾向がみられるものの（図表18参照）、私立大学ほど顕著ではない。国公私立大学の若手教員割
合を比較する場合はこのような特徴にも留意が必要である。
また、若手教員割合に着目すると40％以上の大学は私立大学のみである。（図表12）
図表9　若手教員の平均値と中央値
若 手 教 員 割 合 の 平 均 値 と中 央 値　　　　　　　　　　　　 200 9．5．1現 在
平 均 値 （重 み 付 き ） 単 純 平 均 値 中 央 値
国 立 大 学　 N ＝8 6 20．3 ％ 17．9％ 18．3％
公 立 大 学　 N ＝77 18．2％ 19 ．2％ 19 ．2％
私 立 大 学 N ＝552 21．7 ％ 15．7％ 13 ．9％
（注1）平均値（重み付き）は、「全若手教員数」／「全教員数」の値である。
（注2）単純平均値は、「各大学の平均値」／「大学数」の値である。
（注3）私立大学については、全数回答ではないため参考値である。
図表10
附属病院有無別の教員・若手教員の状況（私立大学） 2009．5．1現在
大 学 教 員 若 手 教 員
大 学 数 構 成 比 人 数 （人 ） 構 成 比 1大 学 当 り
の 人 数
人 数 （人 ） 構 成 比 1大 学 当 り
の 人 数
教 員 に 占
め る 割 合
a b C d e＝C／a f g h＝f／a t
附 属 病 院 有 り の 大 学 4 4 8 ．0 ％ 3 4 ．4 6 9 3 6 ．4 ％7 8 3 1 1 ，4 1 4 5 5 ．6 ％2 5 9 3 3 ．1 ％
附 属 病 院 無 し の 大 学 5 0 8 9 2 ．0 ％ 6 0 ，10 2 6 3 ．6 ％1 1 8 9 ，1 1 7 4 4 ．4 ％ 1 8 1 5 ．2 ％
計 5 5 2 1 0 0 ．0 ％ 9 4 ，5 7 1 1 0 0 ．0 ％1 7 1 2 0 ，5 3 1 1 0 0 ．0 ％3 7 2 1 ．7 ％
（注）本調査で回答を得た大学の集計値。回答大学552大学、全教員数94万71人、うち若手教員数20，531人。
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図表11私立大学の若手教員の構成（附属病院の有無別）
図表12　若手教員割合別の大学数
若手教員割合別の大学数
160
140
120
大学数　 100
80
50
40
20
0
▲
／ ＼
／　 ＼
／　　 ＼
／　　　　 ＼
！　　　　　 ＼
腿 臥　－ム　＼
穆脚＝一が がn 『恥■軸鞠呵m蟻こうト蟻
5％未満5％～10％－15％′－20％～25％～t－30％・｝35％～40％～45％′－50％～55％～
胃車トー・私立大学N＝55245114145103 50 351815 8 2 2 2疇1■一公立大学N＝774 5 11 24 15 9 7 20 0 0 0－■■一国立大学　N＝851 1113 25 26 90 1 0 0 0 0
（注）私立大学については、全数回答ではないため参考値である。
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4－2　国立大学の教員と若手教員
4－2－1　教員数と若手教員数・若手教員割合
国立大学の2004年から2009年の4年間の教員の増減と、若手教員の増減について分析を行ったと
ころ、教員数が増加した大学は31大学、減少した大学は54大学、若手教員が増加した大学は25大
学、増減なしが1大学、減少した大学は59大学で、国立大学の約7割の大学で若手教員が減少して
いる。（図表13）
（注）2005年5月現在の国立大学数は86大学であるが、2007年10月に統合した大阪大学と大阪外国語大学のデータを1
大学として比較するため2005年5月データは両大学の合計値を大阪大学の数値とし85大学として整理した。2009年5月
現在の国立大学数は86大学であるが、2005年10月に設置された筑波技術大学の2005年5月現在のデータが無いため2009
年5月のデータから同大学の数値を除き85大学として整理した。
図表13　教員・若手教員の4年間の増減比較
（国立大学85大学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2005息1と2009且1の比較
若手教員
増 減
25大学 （増減なし1大学） 59大学
全教員
増
東北大学 北海道大学
山形大学 北見工業大学
東京医科歯科大学 岩手大学
東京農工大学 群馬大学
富山大学
京都大学
東京套術大学
長岡技術科学大学
信州大学 京都工芸繊維大学
浜松医科大学 神戸大学
31大学 名古屋大学 鳥取大学
香川大学滋賀医科大学
京都教育大学 愛媛大学
大阪大学 長崎大学
島根大学 鹿児島大学
広島大学 政策研究大学院大学
福岡教育大学
総合研究大学院大学（若手増減なし）
（計16大学）
北陸先端科学技術大学院大学
（計15大学）
滅
北海道教育大学 室蘭工業大学　　　　　　　　　 山梨大学
帯広畜産大学 小樽商科大学　　　　　　　　　 岐阜大学
筑波大学 旭川医科大学　　　　　　　　　 愛知教育大学
埼玉大学 弘前大学　　　　　　　　　　　 名古屋工業大学
上越教育大学 宮城教育大学　　　　　　　　　 豊橋技術科学大学
静岡大学 秋田大学　　　　　　　　　　　 滋賀大学
三重大学 福島大学　　　　　　　　　　　 大阪教育大学
奈良教育大学 茨城大学　　　　　　　　　　　 兵庫教育大学
宮崎大学 宇都宮大学　　　　　　　　　　 奈良女子大学
鹿屋体育大学
（計10大学）
千葉大学　　　　　　　　　　　 和歌山大学
54大学 東京大学　　　　　　　　　　　 岡山大学
東京外国語大学　　　　　　　　 山口大学
東京学芸大学　　　　　　　　　 徳島大学
東京工業大学　　　　　　　　　 鳴門教育大学
東京海洋大学　　　　　　　　　 高知大学
お茶の水女子大学　　　　　　　 九州大学
電気通信大学　　　　　　　　　 九州工業大学
一橋大学　　　　　　　　　　　 佐賀大学
横浜国立大学　　　　　　　　　 熊本大学
新潟大学　　　　　　　　　　　 大分大学
金沢大学　　　　　　　　　　　 琉球大学
福井大学　　　　　　　　　　　 奈良先端科学技術大学院大学
（計44大学）
（注り　大阪大学に大阪外国語大学の教員数を含む。
（注2）筑波技術大学は2005年10月設置のため掲載していない。
（注3）総合研究大学院大学の若手教員は増減なしであるが、整理上「増」の欄に掲載した。
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また、教員と若手教員について、4年間でそれぞれ3％以上増加した大学、3％以上減少した大学、
及び増減が少ない大学について比較すると、教員数が3％以上増加した大学は20大学、3％以上減
少した大学は26大学、若手教員が3％以上増加した大学は23大学、3％以上減少した大学は57大
学である。（図表14）
図表14　教員・若手教員の4年間の増減比較（3％以上増加、増減3％未満、3％以上減少で区分）
（国立大学85大学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2005．5．1と2009且1の比較
若手教員
増加が大きい 増減が小さい 減少が大きい
（3％以上増加） （増減3％未満） （△3％以上）
23 大学 5 大学 57 大学
全教員
増加が大きい
東北大学 長崎大学 北海道大学
長岡技術科学大学 総合研究大学院大学
（計2大学）
群馬大学
浜松医科大学 富山大学
名古屋大学 京都大学
滋賀医科大学 神戸大学
（3％以上増加）
20 大学
京都教育大学 鳥取大学
大阪大学 香川大学
島根大学 政策研究大学院大学
広島大学 北陸先端科学技術大学院大学
（計9大学） （計9大学）
増減が小さい
帯広畜産大学 筑波大学 小樽商科大学　　　　　　 岐阜大学
山形大学 徳島大学
（計2大学）
旭川医科大学　　　　　　 豊橋技術科学大学
埼玉大学 北見工業大学　　　　　　 京都工芸繊維大学
東京医科歯科大学 弘前大学　　　　　　　　 和歌山大学
東京農工大学 岩手大学　　　　　　　　 山口大学
東京垂術大学 秋田大学　　　　　　　　 愛媛大学
（増減3％未満）
39 大学
上越教育大学 千葉大学　　　　　　　　 高知大学
信州大学 東京外国語大学　　　　　 佐賀大学
静岡大学 東京海洋大学　　　　　　 熊本大学
三重大学 横浜周立大学　　　　　　 大分大学
福岡教育大学
（計日大学）
金沢大学　　　　　　　　 鹿児島大学
福井大学　　　　　　　　 琉球大学
山梨大学　　　　　　　　 奈良先端科学技術大学院大学
（計26大学）
減少が大きい
北海道教育大学 宮崎大学
（1大学）
室蘭工業大学　　　　　　 新潟大学
奈良教育大学 宮城教育大学　　　　　　 愛知教育大学
鹿屋体育大学
（3大学）
福島大学　　　　　　　　 名古屋工業大学
茨城大学　　　　　　　　 滋賀大学
宇都宮大学　　　　　　　 大阪教育大学
東京大学　　　　　　　　 兵庫教育大学
（△3％以上）
2 6 大学
東京学芸大学　　　　　　 奈良女子大学
東京工業大学　　　　　　 岡山大学
お茶の水女子大学　　　　 鳴門教育大学
電気通信大学　　　　　　 九州大学
一橋大学　　　　　　　　 九州工業大学
（計22大学）
（注1）大阪大学に大阪外国語大学の教員数を含む。
（注2）筑波技術大学は2005年10月設置のため掲載していない。
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4－2－2　若手教員割合の高い大学
2009年5月1日現在で若手教員の割合が最も高いのは奈良先端科学技術大学院大学（38．6％）、次
いで北陸先端科学技術大学院大学（28．2％）、東北大学（27．6％）である。
3番目の東北大学ほか10番目までには大阪大学、東京工業大学、東京大学、名古屋大学など大規模
な大学も多く含まれている。（図表15）
図表15　若手教員割合の高い大学
☆若手教 員割合順　　　　　　　　　　　　　　　 2009 年 5月 1 日現 在
番号 大学名
教 員数
（本務者）
教員数
（37歳 以下）
若手教 員
割合
1奈良先端科学技術大学院大学 220 85 38．6％
2北陸先端科学技術大学院大学 163 46 28．2％
3東北大学 2．849 785 27．6％
4大阪大学 2．970 813 27．4％
5東京 工業大学 1．097 299 27．3％
6長岡技術科学大学 235 64 27．2％
7滋賀医科大学 311 82 26．4％
8東京大学 3．843 1000 26．0％
9徳島大学 893 227 25．4％
10名古屋大学 1．942 488 25．1％
4胃2－3　大学規模・文理系別にみた若手教員割合
国立大学を特色別に8つのグループ（大規模大学、理工系大学、文科系大学、医科系大学、教育系
大学、大学院大学、中規模大学（医科系あり）、中規模大学（医科系なし））に分類してその傾向をみ
ると、教員に占める若手教員割合が最も高いのは大学院大学（31．1％）で、教員の約3人に1人が若手
教員である。次いで医科系大学（24．0％）、理工系大学（20．5％）で割合が高い。（図表16～18）。
最も低いのは教育系大学（10．2％）で、若手教員は教員約10人に1人の割合である。この数値は国立
大学の平均値（20．3％）の1／2程度である。理工系大学と文科系大学の比較では、理工系大学が国立大学
の平均値（20．3％）に近いのに対して文科系大学（12．6％）はその6割程度となっている。（図表18）
2005年から2009年までの推移をみると、若手教員割合が増加しているのは医科系大学のみであり
他のグループでは減少している。また、大学院大学や理工系大学で減少の割合が大きい。（図表19）
図表16　国立大学グループ一覧
グループ名 グループの特色 大学数
A 【大規模大学】 学生収容定員1万人以上、学部等数概ね10学部以上の国立大学法人（学群、学類 13制などの場合は、学生収容定員のみ）
B 【理工系大学】
医科系学部を有さず、学生収容定員に占める理工系学生数が文科系学生数の概 13ね2倍を上回る国立大学法人
C 【文科系大学】 医科系学部を有さず、学生収容定員に占める文科系学生数が理科系学生数の概 7ね2倍を上回る国立大学法人
D 【医科系大学】 医科系学部のみで構成される国立大学法人 4
E 【教育系大学】 教育系学部のみで構成される国立大学法人 11
F 【大学院大学】 大学院のみで構成される国立大学法人 4
G 【中規模大学 （医科系あり）】 医科系学部その他の学部で構成され、A・－Fのいずれにも属さない国立大学法人 25
H 【中規模大学 （医科系なし）】 医科系学部を有さず、A～Fのいずれにも属さない国立大学法人 9
計 86
（注）【】書きのグループ名は、今回集計用に便宜上付した名称である。
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図表17　国立大学グループ別大学名
【大規模大学】
ゲ
ル
プ
大 学
番 号 大 学 名
A 1北 海 道 大 学
A 10東 北 大 学
A 16筑 波 大 学
A 2 1千 葉 大 学
A 22東 京 大 学
A 34新 潟 大 学
A 45 名 古 屋 大 学
A 52京 都 大 学
A 5 5大 阪 大 学
A 58神 戸 大 学
A 64岡 山 大 学
A 65広 島 大 学
A 73九 州 大 学
小 計 1 3 大 学
【理 工 系 大 学 】
B 3 室 蘭 工 業 大 学
B 5 帯 広 畜 産 大 学
B 7 北 見 工 業 大 学
B 26 東 京 農 工 大 学
B 28東 京 工 業 大 学
B 29東 京 海 洋 大 学
B 3 1電 気 通 信 大 学
B 35長 岡 技 術 科 学 大 学
B 47名 古 屋 工 業 大 学
B 48豊 橋 技 術 科 学 大 学
B 54京 都 工 芸 繊 維 大 学
B 74九 州 工 業 大 学
B 8 1鹿 屋 体 育 大 学
小 計 1 3 大 学
【文科 系大学 】
C 4 小樽 商科 大学
C 14福 島大学
C 17筑 波技術 大学
C 24東 京外 国語大学
C 27東 京蓉術 大学
C 32一橋 大学
C 50滋 賀大学
小計 7大 学
【医科系大学】
ゲ
ル
プ
大学
番号 大学名
D 6旭川 医科大学
D 23東京 医科歯科 大学
D 44浜松 医科大 学
D 51滋 賀医科大 学
小 計 4 大学
【教育 系大学 】
E 2北海 道教育 大学
E 11宮城 教育大 学
E 25東京学 芸大学
E 36上越教 育大学
E 46愛知教 育大学
E 53京都教 育大学
E 56大阪教 育大学
E 57兵庫教 育大学
E 59奈 良教 育大学
E 68鳴門教 育大学
E 72福岡教 育大学
小計 11大 学
【大学院 大学 】
F 83政策研 究大学 院大学
F 84総合研 究大学 院大学
F 85北陸 先端科学 技術
大学 院大学
F 86奈 良先端科学 技術
大学 院大学
小計 4 大学
（出典）「国立大学法人等の平成21事業年度決算等」（平成22年7月12日文部科学省）の分類例
グループ名称は上記を参考に科学技術政策研究所で付与。
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【中規模大学（医科系あり）】
グ
ル
プ
大 学
番 号 大 学 名
G 8 弘 前 大 学
G 12秋 田 大 学
G 13山 形 大 学
G 19群 馬 大 学
G 37富 山 大 学
G 38金 沢 大 学
G 39福 井 大 学
G 40 山 梨 大 学
G 4 1信 州 大 学
G 42 岐 阜 大 学
G 49 三 重 大 学
G 62鳥 取 大 学
G 63島 根 大 学
G 66山 口 大 学
G 67徳 島 大 学
G 69香 川 大 学
G 70愛 媛 大 学
G 71高 知 大 学
G 75佐 賀 大 学
G 76長 崎 大 学
G 77熊 本 大 学
G 78大 分 大 学
G 79宮 崎 大 学
G 8 0鹿 児 島 大 学
G 82琉 球 大 学
小 計 2 5 大 学
【中親 柱大学 （医科 系なし）】
H 9岩 手大学
H 15茨城 大学
H 18宇都 宮大 学
H 20埼 玉大学
H 30お茶 の水女子 大学
H 33横 浜国立 大学
H 43静 岡大学
H 60奈 良女子 大学
H 6 1和 歌 山大 学
小計 9 大 学
合計　　　　86大学
図表18　グループ別の教員数と若手教員割合（2009年5月1日現在）
増爛績平均教員数（左目盛）
－◆一教員に占める若手教
員割合（右目盛）
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図表19　グループ別若手教員割合の変化（2005年と2009年の比較）
＿　　‥　　、　　＿〃．ド　＿　　　　　　　　＿
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4－3　国公私立大学の若手教員に占める女性割合
2009年5月1日現在における若手教員に占める女性割合は、国立大学18．7％（前年度18．2％）、公
立大学35．7％（同35．8％）、私立大学33．9％（同34．0％）である。
国公私立大学全体の若手教員に占める女性割合は28．6％（同28．5％）と前年度とほぼ同様である。
国公私立大学全体では、若手教員割合がここ4年間で21．7％から20．9％と減少する中、若手教員中の女
性割合は25．2％から28．6％と増加している。
若手教員に占める女性割合は、公立大学35．7％、私立大学33．9％でともに3割を超えているのに対して、
国立大学では18．7％とかなり低い。（図表20～22）
図表20　若手教員の男女別教員数
区 分 調 査 時 点 回 答 大 学 数
教 員 数
（本 務 者 ）
A　 （人 ）
教 員 の うち 若 手教 員 （3 7 歳 以下 ）
（本 務 者 ）
B　 （人 ）
女性 男 性
人 数
c　 （人 ）
割 合
D こC ／B
人 数
E　 （人 ）
割合
F ＝E ／B
国 立 大 学
2 00 5 ．5．1 8 6 6 0 ．9 1 1 13 ．5 3 3 2 ．17 8 16 ．1 ％ 11 ．3 5 5 83 ．9％
2 00 6 ．5．1 8 7 6 0 ．6 9 9 13 ．15 2 2 ．26 0 1 7 ．2 ％ 10 ．8 9 2 82 ．8％
2 00 7 ．5．1 8 6 6 0 ．8 5 0 13 ．2 3 4 2 ，36 2 17 ．8 ，も 10 ．8 7 2 82 ，2％
2 0 08 ．5，1 8 6 6 1．0 2 3 12 ，55 5 2 ．28 6 18 ．2 96 10 ．2 6 9 8 1＿8％
2 0 09 5 1 8 6 6 1，3 3 1 12 ，4 4 4 2 ．32 3 18 ．7 ％ 10 ．12 1 8 1．3％
公 立 大 学
2 0 05 ．5 1 7 3 1 1，4 6 5 2 ．53 0 85 4 3 3 ．8 ％ 1．6 7 6 66 ．2％
2 0 06 ．5．1 7 6 1 1，6 6 1 2 ，50 4 8 18 3 2 ．7 ，も 1．6 8 6 67 ．3％
2 00 7 ．5．1 7 5 1 1，6 6 6 2 ．3 8 7 80 1 3 3 ．6 ％ 1．5 8 6 66 ，4％
2 0 08 ．5．1 74 1 1．7 5 6 2 ．2 7 0 8 13 3 5 ．8 ％ 1．4 5 7 64 ．2％
2 0 09 ．5 1 7 7 12 ，4 9 0 2 ，27 2 8 12 3 5 ．7 ％ 1，4 6 0 64 ．3％
私 立 大 学
2 0 05 ．5 ．1 5 11 8 5 ．19 7 18 ，09 0 5 ，5 7 1 3 0 鍋 12 ．5 19 6 9 2％
2 0 06 ．説1 5 1 9 8 6 ．4 9 6 18 ，20 8 5 ，72 7 3 1 5 ヽ 12 ，48 1 68 5％
2 0 0 7 5 ，1 5 4 6 9 0 ．2 6 9 19 ，59 8 6 ，4 17 3 2 7 ％ 13 ，18 1 6 7 3％
2 0 08 ．5 ．1 5 5 4 9 3 ．0 9 3 2 0 ，40 1 6 ，93 9 3 4 ．0 ％ 13 ，46 2 6 6 0％
2 0 09 ．5 ．1 5 5 2 9 4 ，5 7 1 2 0 ，53 1 6 ．95 0 3 3 ．9 ％ 13 ．58 1 6 6．1 ％
合 計
2 0 0 5．5 1 6 7 0 15 7 ．5 7 3 3 4 ．15 38 ，60 3 2 5 ．2 ％ 25 ．5 50 74 ．8 ％
2 0 06 ．5 ．1 6 8 2 15 8 ，8 5 6 3 3 ，86 48 ．80 5 2 6 ．0 ％ 25 ，0 59 7 4．0 ％
2 0 0 7．5 ．1 7 0 7 16 2 ，78 5 3 5 ，2 19．58 0 27 ．2 ％ 25 ，6 39 7 2．8 ％
2 0 0 8．5 ．1 7 14 16 5 ，87 2 3 5 ，22 610 ．0 38 28 ，5 ％ 25 ，1 88 7 1 5 ヽ
2 0 0 9．5 ．1 7 15 16 8 ，39 2 3 5 ，24 710 ．08 5 2 8 6 ％ 2 5，1 62 7 1．4 ％
（注1）教員数（本務者）は、「平成21年度学校基本調査」のために各大学が作成したデータに基づく。
（注2）公立大学、私立大学及び合計値については、全数回答でないため参考値である。
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図表21若手教員の男女割合の推移
（注）1．割合は、本調査に回答があった教員数及び若手教員数に基づく。
2．私立大学については、全数回答ではないため参考値である。
図表22　若手教員の女性割合の推移
若 手 教 員 の 女 性 割 合 の 推 移
（若 手 教 員 ：37歳 以下 の教 員）
37．0％
32．0％
27．0％
22．0 ％
17．0 ，i
12．0％
35．8，‘
‾◆‾国立大学
33．8％　　　　　　　　　　　　 33．6％　　　　　　　　　　　　 事 3 5・7％
32．7％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ム3 3．9％
34．01も
3 2．7，も
30・8 ％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〉ノ2 8．6％ 一後一公立大学
28＿5％ －▲一私立大学
‾米‾平均2 7．2％
26 ．0，i
2 5．2，も
17．8，i　　　　　 18．21i
16．1％　　　　　 け 2％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 18・梢
2005且 1　　　　　 200 6，5．1　　　　　 20 07．5 ．1　　　　　 2008．5．1　　　　　 2009 ．5．1
（注）1．割合は、本調査に回答があった教員数及び若手教員数に基づく。
2．私立大学については、全数回答ではないため参考値である。
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4－4　国立大学の若手教員に占める女性割合
国立大学で若手教員に占める女性割合が高いのは、お茶の水女子大学、奈良女子大学や教育系大学
となっている。上位10位は何れも若手教員の絶対数が小さいが、例えば若手教員が100人以上の大
学では、香川大学（30．2％）、宮崎大学（29．5％）、佐賀大学（26．8％）で割合が高い。（図表23）
図表23　若手教員中の女性割合
☆若手教 員中の女性割合　　　　　　　　　　　　　　 2009年 5 月 1 日現 在
番号 大学名
教員数 教員数 若手女性教 若手教 員中
（本務者） （37歳以下） 員数 の女性割合
1お茶の水女子大学 220 25 21 84．0％
2奈良女子大学 214 23 14 60．9％
3東京外国語大学 245 16 8 50．0％
4鳴門教育大学 155 14 6 42．9％
5兵庫教育大学 158 12 5 41．7％
6大阪教育大学 279 24 9 37．5％
7奈 良教育大学 1日 11 4 36．4％
8滋賀 医科大学 311 82 29 35．4％
9一橋大学 407 58 20 34，5％
10東京委術大学 224 18 6 33．3％
年　月1日現在
若手教員に占める女性教員の割合を国立大学8グループで比較すると、教育系大学（30．0％）や文科系
大学（27．9％）、医科系大学（26．1％）で高くなっており、理工系大学（9．0％）や大学院大学（13．6％）、大規模
大学（15．7％）で低くなっている。
教員に占める若手教員の割合と、若手教員に占める女性教員の割合を比べると、大学院大学では、
若手教員の割合は高いがそのうちの女性が占める割合は低く、教育系や文科系大学では若手教員割合
が低いがそのうちの女性が占める割合が高い。（図表24）
4－5　国公私立大学における卓越した教員等の確保に関する新たな取組み
4－5－1　調査結果の整理
各大学における卓越した教員の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組みについて、調
査を行った。
今回の回答内容を「研究開発システムの改革の推進等による研究開発能力の強化及び研究開発等
の効率的推進等に関する法律（平成20年法律第63号）第24条第1項に規定する「内閣総理大臣
の定める基準」（2008年10月21日）」の2「卓越した研究者等の確保に関する事項」を参考に次の
i）～k）に整理した。（図表25）
なお、同法律第24条第5項において、「国立大学法人等は、研究者等の自主性の尊重その他の大
学等における研究の特性に配慮しつつ、必要に応じて、前各号の規定による研究開発法人の人材の
活用等に係る研究開発等の推進のための基盤の強化に準じ、その人材の活用等に係る研究開発等の
推進のための基盤の強化を図るよう努めるものする」とされている。
i）卓越した研究者等の給与について他の職員の給与水準に比較して必要な優遇措置を講ずる。
の　能力及び実績に応じた処遇を徹底するとともに、優れた研究開発等を行った研究者等に対す
る公正な評価を行い、その努力に積極的に報いるための措置。
嵐）事務スタッフ機能の充実、スタートアップ資金の提供、研究室等の施設・設備環境の整備な
ど卓越した研究者等が、国際的かつ競争的な環境の下で研究に専念できるような環境の整備。
の　その他卓越した研究者等の確保に関する事項
4－5－2　大学における具体的な取組み事例
卓越した教員を確保するための取り組みについて自由記述方式で質問したところ、国公私立大学から下
記の「国公私立大学における取組み事例」に示すような回答があった。
自由記述のうち主なものとしては、国立大学では卓越した特任教員を確保するための年俸制の導入、優
れた業績に対する給与や手当への反映、優れた研究業績に対する研究費への反映、事務スタッフや研究
支援者の充実、新規採用教員へのスタートアップ資金の提供、施設・設備の充実、サバティカル制度の導
入、テニュアトラック制度の導入、若手研究者支援、女性研究者支援、産休・育休・介護休業に対する支援、
特任教員制度の導入、選択定年制・定年延長制の導入などがある（図表25）。また、公立大学、私立大学
から、優れた研究を行う教員への学長配分研究費支給、優れた若手研究者の表彰、顕著な業績を有する
定年退職教員の特任教授制度での採用、年棒制の導入、事務体制を充実するなどの回答があった。
図表25　国立大学の取組み事例
卓越した教員の確保に関する取組み事例（国立大学）
卓 越 した 教 員 の 確 保 に 関す る
事 項
大 学 か ら回 答 が あ った取 組 み 書 例
左記の「取組例Jと同様の
取組みと思われ る直答が
あった大学の数
l ）給 与上 の優遇措 置 卓越 した特 任教 員を確 保するための 年俸制の導 入 7
極 めて高 い業績 を有 する者への 特別貢献手 当支 給 8
lり能 力及 び実績 に応じた処 遇と公
正 な評 価と、その努力 に積極 的に
報 いる措置
優 れた研究 に対する研 究資金 の導入 8
優 れた業績をあげた教 員を対象とした優秀教 員制度 の新設 1
川）研 究に専念できるような環 境整
備
事 務スタッフや研究 支援者 の充実 15
スター トアップ資 金の提 供 11
施設 ・設備 の充実 11
サバ ティカル制度 に基 づく研 修の実 施 5
lV ）その他
テニュアトラック制度の導 入 8
女性 教員 や若手教 員への 支援 18
産休 ・育休支 援 3
招へ い教 員制度 の導 入 6
選択 定年制 の導入 3
（注）右欄の回答大学数は、同様の取組みについて記述（自由記述）があった大学の集計。
（詳細は附属資料に掲載）
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国公私立大学における取組み事例
（1）国立大学
i）卓越した研究者等の給与について他の職員の給与水準に比較して必要な優遇措置を講ずる。
i）胃①　年棒制の導入
＞　外国から招へいする特任教員等優れた研究者を確保できるようにするための弾力的な人事給与制度の仕組みの構
築（例えば総長より高い年俸で雇用することも可能）
＞　卓越した特任教員を確保する目的で、学長が個別に年俸を決定することを可能とした。
＞　平成22年4月1目付けで、学長が特に必要と認めた教員及び研究員については年俸制が適用できることとした。こ
れにより、ある一定期間においてプロジェクト等を担当する教員・研究員が必要となった場合に、年間所得の面で一
般教員よりも優遇された条件で労働契約を結ぶことができるようになった。
＞　短期雇用については、平成22年3月よりプロジェクト型事業として認められた経費により雇用される者について、これ
までの給与決定方法によらず職務給として、給与の設定が行える年俸制による給与支給を可能とし、卓越した教員
等の確保のための一助として制度化を実施した。
i）－②　優れた業績に対する給与や手当への反映
＞　教授のうち、その専門分野において極めて高い業績を有し、かつ先導的な役割を担う者を特別貢献教授とし、特別
貢献手当を支給することにより、当該教授を支援することを検討している。（平成23年4月実施予定）
＞　教育職員の評価制度導入について、平成19年度第1次試行（平成20年2月実施）、平成20年度第2次試行（平
成20年11月実施）を行い、平成22年1月（対象期間　平成22年1月1日～平成22年9月30日）から本格実
施し、平成22年10月に評価を行い、処遇への反映（勤勉手当：平成22年12月期）を行う予定である。
＞　給与に関する優遇措置として、表彰等教育・研究における実績を提出願い、研究業績の評価を行い、勤勉手当の優
秀者の選考資料としている。
＞　給与に関する優遇措置の一環として、教育・研究・社会活動等の実績調査書を提出願い、昇給候補者の選考資料と
している。
＞　独創的又は先駆的な研究課題に取組み、極めて優れた研究成果をもたらしたと学長が認める研究について月額6
万円（原則として3年間）を研究推進特別手当として支給。
P　インセンティブの付与をより明確にすることにより、教育研究の活性化を図るため、大学教員の勤勉手当における勤
務成績優秀者について学長が直接選考する枠を設けた。
＞　専任教員の勤務評価に基づき、期末勤勉手当へ反映・基盤的な教育研究活動を担保するための経費の措置
の　能力及び実績に応じた処遇を徹底するとともに、優れた研究開発等を行った研究者等に対す
る公正な評価を行い、その努力に積極的に報いるための措置。
の　－①　優れた研究業績に対する研究費への反映
＞　学内独自の競争的資金制度を設け、優れた研究に対して、研究資金を提供している。
＞　次世代を開拓するテーマについて優れたものに若手教員研究奨励賞として研究賞を配分している。
＞　教員研究費については、一律に配分するのではなく、研究計画書を提出させる制度にシフトし、競争的な教員研究
費の配分を行っている。
＞　各研究者の年間の研究業績を評価し、最優秀の50歳以下の教職員1名へ研究費として50万円を授与。また芸術
文化、社会貢献、国際貢献の分野で顕著な業績を挙げた50歳以下の教職員1名へ、研究費として50万円授与して
いる。
＞　「世界最高水準の研究」を拠点形成研究Aとして、「世界最高水準を目指しうる研究」を拠点形成研究Bとして選定し、
人、資金、スペースの面から重点的に支援しており、拠点形成研究Aには1，000万円、拠点形成研究Bには500万
円を上限として研究費を配分している。
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の　一（診　教育・研究の優れた教員に対する表彰制度
＞　評価結果をもとに優れた実績を上げた若手教員を対象とした優秀教員表彰制度を新設し、平成22年2月に本学部
所属の准教授を表彰した。なお、優秀教員は特別昇給の候補者として推薦している。
＞　医学部における顕著な実績を挙げた教員（教授を除く）について「医学部長奨励賞」の要項を作成し、医学部教授会
にて医学部長奨励賞授与を行った。
＞　「本学医学部教員・学生等による優秀論文の選考基準」を作成し、優れたものを少数選定し、医学研究推進室掲示
板に掲示した。
＞　医学研究推進室長から推薦のあった欧文論文の中から優れたものを「優秀論文賞」として表彰する。また、その中か
ら最も優れた論文若干数を「最優秀論文賞」として表彰する医学部優秀論文表彰要項を制定した。
の　事務スタッフ機能の充実、スタートアップ資金の提供、研究室等の施設・設備環境の整備な
ど卓越上皇牡窒墨筆蚕⊥＿国匿堕旦三2逸生垣生還童旦王室狂宝に垂金宝きる＿去上皇環旦堅塁盤」
の　一①　事務スタッフ・研究支援者の充実
＞　「研究支援コーディネーター」を採用し、各種研究助成、外部資金の申請・獲得支援、政策及び研究動向調査（情報
収集・分析）、研究テーマ等の提言、学校・地域の課題解決につながる各種研究プロジェクトの企画、研究環境改善
に資する情報等を専門的に収集し、本学の研究を推進する。
＞　科研費獲得のため新規事務職員を補充し、研究計画調書の確認作業の強化を行う。
＞　「大学評価」「国際交流」の2分野について、それぞれ評価室長・学生課長を補佐しつつ特定業務に従事する事務職
員を公募し採用予定である。
＞　研究に関する支援を強化するため、事務体制を充実させた。
＞　平成22年度に事務機構再編を行い、学類事務体制については、学類長の下に「学類支援室」を置き学類長のサポ
ートを行うなど、学類運営のサポート体制の強化を図った。
＞　教員の外部資金獲得を補助するため、事務補佐員を2名採用した。
＞　施設運営の為に技術補佐員1名を採用した。
＞　メンター（学内のベテラン教員）、アドバイザー（学内外の関連領域の専門家）、顧問（関連領域の海外の専門家）に
よって多面的にYA教員を支援する。
＞　優れた研究成果を挙げている教員の研究を大学としてサポートするために、研究支援者（ボスドク）を雇用するため
の「研究支援経費」を創設しているが、22年度においては従来の4名から5名に増員を図った。
＞　医師の意見書や返書の下書き等ができるメディカルクラークを採用することで医師の業務負担軽減を図った。
＞　診療報酬請求業務の経験者採用（2名）を行い、医学部附属病院の医療事務業務の更なる充実を図った。
＞　広報、情報処理、外国語に精通した者を公募により事務職員として採用した。
＞　「科学・ものづくり」の特定分野に高い知識を持ち、精通した者を公募により研究員とした。
＞　事務部に国際・企画セクションを設置し、国際化の充実を行った。
＞　事務部に施設・安全衛生セクションを設置し、施設整備及び安全衛生の強化した。
＞　事務部に情報システム管理室を設置し、情報システム全般の強化を行った。
＞　平成19－21年度までとしていた子育て中の全学男女研究者に、研究支援員を配置する事業を平成22年度から引き
続き措置できるようにした。
＞　知財管理及び産学官連携を推進する全学的支援組織として連携創造本部を設置し、研究成果の社会還元を推進
している。今後の産学官連携活動の一層の戦略化・効率化による自立化促進を目指すため【平成22年度イノベー
ションシステム整備事業「大学等産学官連携自立化促進プログラム」（コーディネーター支援型）】に採択され、平成
22年4月から産学官連携コーディネーター1名を特命教授として採用した。また、後継者の人材育成として、コーディ
ネーター的業務を行う若手人材1名を特命教授として採用した。
＞　平成22年度より共同研究推進室及び研究支援係を設置し、教員研究支援に関する事務スタッフ機能の充実を図っ
ている。
＞　平成21年度に採択された教育研究高度化のための支援体制整備事業「JAIST／エクセレントコア（JAIST－EC）形成
支援プロジェクト」によって、研究員、RA等研究支援者の充実による研究支援体制の強化を重点的に進めた。
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の　－②　スタートアップ資金の提供
＞　スタートアップ資金として着任年度にYA准教授には500万円、YA助教には300万円を配分し、YA准教授には約
60m2（研究室、実験室）、YA助教には約40m2（研究室、実験室）のスペースを用意する。さらに、YA准教授には、
研究支援者1名を配置する。
＞　新採用教員に研究室整備のため研究費を補助している。
＞　部局内で研究費配分の公募を行い、若手教員を中心に、優れたプロジェクトに対して、スタートアップ資金の提供を
図っている。
＞　平成22年4月から、学長裁量経費を原資として、新規採用教員を対象としたスタートアップ支援事業を実施してい
る。
＞　学部長裁量経費で新規採用教員に対しスタートアップ経費を配分し研究支援を実施。
＞　学長裁量経費を財源として重点配分する研究開発支援制度を平成22年度から「研究活性化事業」として再構築し、
そのうち着任1年以内の教員の研究を支援する「スタートアップ経費」を新設した。
の　－③　施設・設備の充実、スペースの確保
＞　学校教育現場における臨床研究活動のさらなる推進のため、演習室6室を有する臨床研究棟を新設した。
＞　既存施設のうち、現在の機能に合わない施設に研究目的にあった機能を持たせた。
＞　研修医をはじめ、新人看護師等の研修、薬学実習、医学生、看護学生の実技練習や診断学実習等に活用するため
の研修・教育スペースとして医学部附属病院臨床教育研修センターを新築した。
＞　JST産学官連携共同研究拠点整備事業の採択により、研究分野を絞り、最新の施設・設備を設置した。
＞　研究施設の改修を行った。重点プロジェクトセンターを設置し、集中的に資金を投入している。
＞　外部資金獲得の多い教員には、十分な研究スペースを再配分した。
の　－④　サバティカル制度の導入
＞　サバティカル制度に基づく研修を導入し、教員の教育研究の資質向上の一端を担っている。
＞　教員の教育及び研究等の遂行に必要な知識及び能力の向上を計るため教育、公務及び社会連携活動にかかる職
務の全部または一部を一定期間免除し、自らの研究に専念させる制度「サバティカル研修」を本年度秋学期から実
施する。
＞　教員の専門分野に関する能力を向上させることを目的として、教員の職務の全部又は一部を一定期間免除し、自主
的に調査研究に専念するサバティカル制度を、本学に5年以上勤務している教員を対象として導入した。
＞　専任教員に対して、本学の業務を一定期間免除し、国内外において研究活動に専念させることによって、教員の研
究の質向上、活動の活性化を図ることを目的として、「サバティカル制度」を導入した。
の　－⑤　教育・管理業務の軽減
＞　大学院博士課程前期課程入学試験及び第3年次編入学試験において、平成24年度入学試験から一部の専攻・
学科を除きTOEFLを導入することとした。これにより、国際標準評価の導入と入試業務の軽減を図った。
由一皇聖但卓越上皇壁窒畳葦聖盤鐘庄園宜五重堕
k）－①テニュアトラック制度・若手研究者支援・女性研究者支援
＞　テニュア・トラック制を導入しており、最先端の科学・技術研究を自立的に遂行できる若手研究指導者を育成する体
制を確立することを目的としている。任期中又は任期終了までに、優れた業績を上げ適格と認められた場合は、群馬
大学の専任教員として新たに採用する。
＞　教員人事については、学長のリーダーシップの下、役員会において全学的・戦略的な観点から人員配置方針を決定
し、テニュアトラックによる若手教員の採用を原則とする制度を導入した。
＞　優れた若手研究者を育成することを目的としてテニュアトラック制度を導入し、全ての助教採用に適用することとした。
この制度では、任期は採用日から5年で、3年目に中間評価を、5年目にテニュア資格審査を受けて、研究業績等が
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極めて優秀であると認められれば、本学のテニュア（任期を定めない定年制の身分）が付与され、かつ准教授へ昇任
となることができる。
＞　科学技術振興調整費「若手研究者の自立的研究環境整備促進事業」（2010～2014年度）が採択された。本プログラ
ムでは、新たな国際的研究拠点の核となる若手研究リーダを育成することを目的として、学長の下にテニュアトラック
推進特区に指定する「先端ライフサイエンス拠点」を設置し、新領域を開拓するフロンティア・スピリッツを持つ意欲あ
る若手研究者を採用し（プログラム全体で7名の研究者を国際公募により採用する中で女性研究者1名以上、外国
人研究者1名以上の採用を目指す。）、医学、薬学、理学、工学系の教員の協力の下で、世界最先端の研究を推進
する。採用された若手研究者には本学年俸制に基づく給与を支給する。また、年度毎の研究費のほかにスタートアッ
プ設備備品購入経費を初年度、2年度目に支給し、自立して研究を行うことが出来るよう研究スペースを提供する。
なお、最終年度に厳格な審査で適格と認められた若手研究者は、専任教員として採用する。
＞　学位取得後の女性研究者を任期付きでウーマン・テニュア・トラック教員（WTT）として採用し、3年目に実績評価を行
いテニュア教員として常勤教員への採用の機会を付与することで、安定した採用枠とWTTシステムを設け、優秀な
女性研究者の確保に努めている。なお、本年4月にはWTTシステムによりテニュア教員として4名の助教を採用し
ている。
＞　一定の条件を満たす本学のボスドク研究員及び博士後期課程の大学院生に対して研究費を配分し、優秀な若手研
究者に自由な発想のもとに主体的に研究活動を行える機会を与え、将来を担う研究者へのキャリアアップ支援を行っ
ている。
＞　文部科学省の科学技術振興調整費「若手研究者の自立的研究環境整備促進事業」（2010年度から2014年度まで）
の支援を受けて、「若手先端科学研究者の研究環境改革」プログラムを実施、本プログラムにより「先端科学研究指
導者育成ユニット」を創設し、YA（YoungAmbitious）准教授、YA助教を国際公募し、卓越した教員の確保に取り組ん
でいる。
＞　特命助教、特任助教の採用。特に特命助教については、若手が独立して研究を実施するポストとして新設し、研究
科がサポートする体制を整えている。
＞　卓越した若手研究者に対する特別研究費を、部局長の判断で分配する計画を推進している。
＞　若手教員（助教・講師）の待遇を改善し教育研究活動の活性化を図るため、部局の実状に応じて上位職への昇任審
査を行うことができる特別措置を新たに策定した。
＞　女性研究者（教育者）採用加速システムによる助教の採用を実施し、研究費およびメンター経費を補助している。
＞　外国人、女性及び障害者等の多様な人材を積極的に活用・開発することにより、教育・研究の質を一層向上させるた
め、多様な人材活用推進本部及び男女共同参画推進オフィスを設置した。
＞　平成22年度科学技術振興調整費（女性研究者養成システム改革加速事業）にて、理工農系研究科における女性研
究者の積極採用を通じた教員確保に向けた以下を立案している。
・　常勤の女性研究者（教員）の積極的な採用計画を策定
・　採用された女性教員に対し、スタートアップ経費等を充当
・　女性研究者に対し、研究・ライフメンターの配置
・　在籍女性教員に、研究スキルアップ経費として旅費等を補助
・　女性のボスドクを育成研究員として雇用
・　事業計画が促進できるよう本事業内で、女性研究者（教員）を採用した研究科にて、5年任期年俸制助教に対
し、全学経費から補助
＞　任期付き助教に対して、教育環境の整備・充実を目的として、若手教員支援経費を支給する（採用後、3年間程
度）。
＞　女性未来育成センターを設置し、女性研究者活躍促進のための環境整備と意識改革、女性教員の積極的な拡大等、
女性研究者がその能力を最大限に発揮できるよう、全学的に女性研究者に対する支援を行う。
＞　科学技術振興調整費『女性研究者養成システム改革加速』事業「女性枠設定による教員採用・養成システム」により、
平成21年度から採用を行っている理工農分野に加え、平成22年度採用分からは、大学の自主経費により、理工農
以外の分野においても本システムでの採用を開始した。平成22年度は3名の採用を決定しており、今後も各年度2
～3名程度の採用を予定している。（理工農分野については、平成22年度採用分の全学審査を9月下旬に予定（平
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成21年度は10名採用））
本システムで採用された教員に対しては、スタートアップ初年度研究費（実験系150万円、非実験系100万円）や、
2～3年目の研究費について年間100万円を支援するほか、スキルアップセミナーを実施するなど、採用だけでなく支
援の面でも卓越した女性研究者の確保のための施策を行っている。
※本システムは、女性比率が低い理工農分野の部局に対し、各部局の人事ポイントを活用し毎年5名分の「女性枠
教員ポスト」を設定、女性限定の国際公募を行い、採用候補者の能力と部局の採用・養成計画を含めて全学審査を
実施し採用者を決定するもの（平成21年度より本稼働）。
＞　テニュアトラック教員にインセンティブとして毎年相当額の研究費を支給
＞　若手教員（若手研究（A）（B）の申請年齢制限以下）に対する支援の取り組みとしては、本年度「若手研究者支援制度
実施要項」を定め、科研費等の採択状況に応じて、総額3千万円の研究費を支援することとしている。
＞　教員の流動性の確保による活力ある教員組織を整備するため、全面的な任期制を適用する一方で、優秀な人材の
定着を図り、長期的な視点に立った教育研究に取り組む体制を整備するため、平成18年度に採択されたテニュア・ト
ラックの導入を支援する文部科学省「若手研究者の自立的研究環境整備促進プログラム」による科学技術振興調整
費「若手研究者の自立的研究環境整備促進」事業を推進しつつテニュア制の制度設計を行い、教授及び准教授に
テニュア・トラックを適用するテニュア制を導入した（平成21年10月から施行）
＞　重点戦略経費、支援財団の寄附金、競争的資金等を活用し、スタートアップ資金や若手研究者支援経費として、新
任教員や若手教員に対して、研究資金を機動的かつ柔軟に配分し、研究設備、研究補助員の充実を図った。
料）－②産休復帰支援、育児休業支援、介護休業支援
＞　産休等からの復帰後に研究費を配分し、不利益にならないように支援をしている。
＞　育児又は家族の介護を行う者にとって、職業生活と家庭生活との両立を図ることができるよう、
・育児休業の適用拡大
・子の看護休暇の拡充
・短時間勤務制度の継続と、裁量労働制適用者、短時間教育研究等職員への適用拡大
・育児のための所定外労働の制限
・時間外労働の制限
・介護休業の休業期間等の通知
・介護休暇　を創設した。
料）－③客員教員、招へい教員、特任教員制度の整備
＞　戦略的に研究科の学生を指導するた舶こ、客員教授の制度を整備した。
＞　外国の優秀な研究者を一定期間招碑し、教育研究に専念してもらうことによって、本学の教育研究活動の活性化に
資することを目的として、「招碑教員制度」を導入した。
＞　競争的資金の活用により、特任教員、ボスドクとして、優秀な人材を世界から招聴し、国際的な教育研究拠点形成に
向け研究体制の強化を進めた。
料）－④選択定年制、早期定年退職制、定年延長、再雇用制の導入
＞　教員の流動性を高めるとともに、教職員の人事の活性化とその退職後における人生設計の選択肢の多様化を図るた
め、退職手当の支給に関し、勧奨退職として取り扱うことを認める定年前の早期退職制度である「早期定年退職制
度」を正式に導入した。
＞　優れた研究業績を持つ定年退職教員（名誉教授）を学部の「特別研究員」として迎え、学部内の施設・設備を無償で
貸与し、科研費の研究や受託・共同研究を引き続いて行っていただき、他の現職教員の模範となっていただいてい
る。（ただし、無給。）
k）－⑤その他支援
＞　学長のリーダーシップのもと、重点課題へ教職員の配置ができるよう、「学長裁量経費人件費」を平成22年度予算よ
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り新設した。
＞　教員候補者採用人事について、平成21年度から、教員選考委員会の第一次審査終了後に、拡大選考委員会（教
員選考委員会に学部長、副学部長、評議員、各学科長、人事委員長、副人事委員長を加えて組織する。）を置き、
優秀な人材を確保するため、教員候補者の資格審査及び個別業績審査の最終審査をしたうえで決定している。
＞　工学研究科における研究活動をより活性化し、活動の水準を維持・発展させ、研究成果の量と質のより高い水準をめ
ざすことを目的としてプロジェクト研究センターを組織し、そこで採択された研究科の専任教員を代表者とする研究プ
ロジェクト、トップジャーナルへの論文掲載並びに大規模研究集会の開催に対する経費的支援を行っている。
＞　優秀な教員にプロジェクト研究を組織させて、学長裁量経費（競争I型）により、研究支援を行っている。
＞　医学博士の学位を有し、高度医療の指導業務を行い、病院に勤務する医師に月額5，000円を支給することとした。
＞　英語による学部・大学院プログラム設置に伴い、優秀な人材確保のため、国際公募を行うとともに、諸手当や労働条
件など新たな制度を整備中である。
＞　物質ー細胞統合システム拠点の研究者と学内他部局の研究者による共同研究を通じて学際融合研究を推進するた
めに研究費の支援を行った。
＞　教育・研究の評価とインセンティブの実現に向け、農学研究科自己点検・評価委員会において検討し、平成22年3
月にポイント制の導入を決定した。
＞　競争的資金や寄附金、病院収入など自己収入を財源とした新たな職種制度を導入した。
＞　平成19年度より、科研費の間接経費を「研究プロジェクト経費」として、申請に基づく審査を経て配分しているところで
あるが（ただし、次年度の科研費へ研究代表者として応募することが条件）、平成22年度より、科研費不採択者のうち
総合評価がAだった教員も申請することができるようにしたことで、不採択者教員の科研費申請に係るモチベーショ
ンの維持に貢献している。
＞　従来は、一部専任教員については他学部からの割愛により補てんしていたが、今年度から新たな産学官連携の在り
方や外部資金の獲得等、出口戦略までを見据え、より自律的かつ積極的な機構運営を実現するため、広く公募によ
る選考を原則化した。
＞　医学部では、「知的好奇心と精気に満ちた医学アカデミアで真理を探究する」、「臨床と基礎が一丸となって組織的に
トランスレーショナルリサーチを行う」、「学生が主体的かつ意欲的に参加して旗自性の高いリサーチマインドを磨く」こ
とを目的として、医学部の教育・研究活動拠点としての「先端医療学推進センター」を平成21年度9月に設置し、平
成22年度は、学長裁量経費から当該センターに係る研究推進費として5千万円を配分した。（3年間で1億5千万
配分予定。）
＞　科学研究費補助金申請・採択増の方針」を定め、科研費申請のうち、不採択になった研究課題で、科研費の審査評
点がA（採択課題に準ずる程度）に該当するものの中から、研究推進会議で選出し、若手教員以外の教員（若手研
究（A）（B）の申請年齢制限を越える年齢以上）には最大100万円、教員以外の応募資格を有する研究者には最大10
万円の研究費をインセンティブとして付与している。
＞　競争的資金を除いた受託研究及び共同研究の受入教員で、間接経費等の獲得額が多い教員に対しては、規定さ
れた額の「研究奨励費」をインセンティブとして付与している。
＞　本学の・各々の教授又は准教授と教育研究上連係協力のできる助教の配置
＞　既存の学問体系にとらわれない流動的な研究推進組織として、「研究ユニット」制度を設置しているが、平成21年度
に採択された教育研究高度化のための支援体制整備事業「JAIST／エクセレントコア（JAIST－EC）形成支援プロジェ
クト」によって、実績のある研究ユニットを重点的に支援した。
＞　「教員選考会議」を常設し、学長のリーダーシップの下、大学の将来を見据えた戦略的な教員人事を行う体制とした。
（2）公立大学
＞　優れた研究を行う教員に対し、教員研究費とは別に学長配分研究費を支給。
＞　次世代リーダー賞医学・保健看護学の進歩に寄与する顕著な研究を発表し、研究のリーダーとして将来の発展が期
待できる優れた若手研究者を過去5年間の実績により表彰する。
＞　若手研究奨励賞医学・保健看護学の各分野において、トップジャーナルに載る等優秀な研究成果を挙げた若手研
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究者を表彰する。
＞　平成23年4月開設に向けて学内保育室を整備中。
＞　大学内外に限定せず、定年等により退職した65歳以上の教員で、教育・研究分野において顕著な業績を有する有能
な教員を確保するため、特任教授制度を設け採用した。
＞　教員の採用は公募を原則とし、書類選考の後、大学の経費で面接に招碑している。
＞　面接のほか、学生を対象にデモ授業を実施し、教育力の高い教員を厳選している。
（3）私立大学
⊥⊥＿皇墜上皇壁宏墨筆塑造皇拉2と王位旦瞳星塑造皇丞堅庄避盤上工必要な歴遊星置互選生し」＿
＞　年俸契約による給与に関する優遇措置。
＞　年棒額は職位（教授・准教授・講師等）に応じて一職一年棒制であったが、平成22年度より一職複数年棒制に変更、
教員の研究教育等の業績をより一層反映しやすいシステムを取り入れ個々の教員が持つ意欲能力を最大限に引き
出し、外部環境に機動的に対応できる多様な人事制度の設計を行った。伴い同様の目的で従来から制度化してい
る「任期制」についてもその任期や再任システムにおける再任任期の見直しを行った。
＞　新任教員に対しては通常の研究費のほかに特別研究費を支給する制度がある。
＞　優れた研究開発等に対する積極的評価に伴う、早期昇格（昇任）。
直し道立監理塞塩に直立た塾道を盤直亘る上＿と魁三上＿＿塵並左壁塁選萱笠を亘三豊堕重量笠長逝亘
る公正な評価を行い、その努力に積極的に報いるための措置。
＞　学内の研究を評価し、すぐれた事例について配分に格差付けを行ない、科研費等外部資金獲得に通じる体制を整
備している。
＞　科学研究費補助金に不採択であったが、評価が「A」判定だった希望者に対して、次年度以降の採択に向けて研究
計画の一部を遂行し、研究状況を展開することを目的に研究費を交付している。
＞　若手の専任教員で、大学の進展に寄与する研究を行う者に対し、奨励金を授与している。
＞　優れた研究開発等を支援する為、研究奨励賞を立ち上げた。
＞　教員の自己アセスメントをベースにした新しい教員アセスメント制度を2008年度に導入、教育、研究、大学行政・社
会貢献の3分野について教員を評価し、表彰・特別表彰を受けた教員に対して、国内外での教育研究、出版助成、
学外研究制度への優先申請権などを付与している。
塾⊥革遼曇＿旦之三越匿旦墓室」旦旦二上ヱ之Z盗金型畳匪」壁墓室笠旦塾選＿二詮塵捏壁聖堂遡超
ど卓越した研究者等が、国際的かつ競争的な環境の下で研究に専念できるような環境の整備。
＞　研究開発等に関する事務処理の改善を図るために専任職員を採用した。
＞　研究及び科学研究費補助金申請のための事務体制の充実を図った。
＞　事務スタッフ機能の充実では、SD活動を活発に行っている。
＞　教育研究支援室の設置
＞　学科事務室に事務職員を配置し、教員の事務処理のサポート体制を構築している。
＞　各種研究プロジェクトを推進するため、ポストドクトラル研究員を積極的に採用している。
＞　ポストドクター（PD）研究員制度を導入した。この制度は、教員の調査研究・教育活動・業務全般等をサポートすると
同時に、次世代若手研究者育成にも貢献することで、卓越した教員等の確保や事務スタッフ機能の充実にも繋が
る。
＞　新任教員へ研究環境の整備といったスタートアップ支援として研究費を交付。
＞　スタートアップ資金について、私学助成金特別補助の申請順を優先的に与えるなどの便宜を図っている。
＞　新任教員に関して着任初年度については別途予算を講じている。
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＞　新任教員の着任時に、研究用の機器（パソコン・プリンタ）を研究科予算により購入している。
＞　学内研究助成金として、赴任後3年以内の初申請書に対して、一律10万円を加算し、配分している。
＞　新任者のインフラ整備資金として、特別研究費を1人当たり100千円を申請により支給する。
＞　大型設備費の新任教員に対する採択優先順位を高め、施設設備環境の整備をしているが、それをさらに強化するこ
とで、卓越した教員確保に努めたいと考えている。
＞　教育、研究、臨床において卓越した成果を示す教員に対しては、教育研究費や研究設備整備に対して援助を行っ
ている。
＞　新館建築をはじめとした施設設備の充実。
追＿＿塑位皇拉上皇堕窒畳笠旦確埋庄園±五重塁
＞　全職種で任期制を実施（助手～准教授は任期3年更新2回、教授は任期5年更新1回。教授については、期間中の
功績により、テニュア制へ移行可。
＞　「国際的研究者を育て得るメンター研究者養成」プログラムの実践に伴うテニュアトラック制度の確立。
＞　将来性のある若手研究者の研究に対する研究助成金を交付している。
＞　優れた研究業績をあげた若手教員に対しては、大学の定めた基準内で、年齢にかかわらず、研究指導の候補者とし
て、全学的な検討を行うようにしている。
＞　若手研究者助成の導入
＞　研究者人材データベース（科学技術振興機構）に求人会員登録し、必要に応じて募集している。
＞　物理学・化学・生命科学の各学科では、教員人事を完全な公募によっている。選考作業は大変であるが、幅広く卓
越した人材を確保するために、最善の方法であると判断している（数学科では、学問分野の専門性を考慮して、必ず
しも公募にはよらないが、複数の候補者の中から、慎重な選考を行っている）。
＞　優秀な教員確保のため、選考委員会を設置し、幅広い年齢層から、専門分野において極めて高い研究業績、教育
実績等から人選し、候補者に対しては公聴会を実施し、採用している。また研究業績の整備は、長期計画に基づき
ながらも柔軟に対処し、本学の内外拠点化整備を図っている。
＞　通年の海外研修制度を改革した。1半期（前期または後期）の取得でも可とした。2国内での研修も認めた。
＞　平成22年4月より、若手助教、レジデント、初期臨床研修医の給与引き上げを行った。
＞　特任教育職員規程を改正し、実務等で卓越した業績を持つ方を任期付きで採用できるようになった。
＞　教員人事の活性化を図るため、従来の任期1年の教員の他に新たに任期5年の教員を採用できるよう規程を改訂し
た。
＞　大型研究プロジェクトに関わる教授任用規程を平成21年2月に制定し、施行され、平成22年4月に教授1名を採用
した。
＞　科学研究費補助金に関して新規採択者に対し10万円を教育研究費に上乗せして支給する。
＞　科学研究費補助金に関して不採択であっても、審査結果がA判定の者に対し5万円を教育研究費に上乗せして支
給する。ただし再チャレンジを条件とする。
＞　科研費に応募し、採択されなかった研究に対し、本学研究所の審査により、特別に研究費を支給するC
＞　研究を活性化するための取組として、科研費等外部資金に申請または採択された教員に研究費を上乗せする制度
を導入し、新規に採用した教員には研究準備金を配分している。
＞　FD研修会、SD研修会による個人、組織としての機能強化を実施
＞　大学における教員職務の多様化に対応し、また、学内の教養教育、基礎教育、専門教育の一層効果的な実施に向
けて進めている教育改革と連動させて、全学教育として実施する教養教育と基礎教育／専門教育を中心とする学部
教育の両方を原則として全教員が主務あるいは副務としてさまざまな比率で担当できる制度を立ち上げ、この原則に
沿ったより弾力的な教員人事をめざすこととした。
＞　看護師を養成するための学外医療機関における臨床実習を、本学から出向する学内教員に協力して指導できる優
れた能力を有する医療人に臨床教授等の称号を贈る昨年立ち上げた制度の通用を、臨床検査技師、理学療法士、
作業療法士、臨床工学技士、管理栄養士を養成するための学外機関における臨床実習にも拡充した。
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＞　専門的な知識や技能を有するものを、特別任用研究員として教員等枠とは別に、給与等処遇を特別に設けて任用し
た。（文部科学省平成22年度地域産学官連携科学技術振興事業に伴う任用）
＞　教員採用に関して、最終面接時における交通費を研究科で定める規程の範囲内で支給している。
＞　教員毎に研究開発等に必要な研究経費を割り当て、支援している。
＞　教員評価制度を導入しており、研究開発等の成果に応じて処遇および研究助成費の配分を行い得る体制を設けて
いる。
＞　定年延長等
＞　終身教授制度の確立（ノーベル賞クラスの教員に対して、定年年齢を設けず研究に専念してもらう制度：平成22年
度2名）
＞　現行の契約教員規程から定年年齢（68才）を超えて採用できる特別契約教員規程を制定し、各学部学科での必要
な人材確保に努める。
＞　将来充実が見込まれる学科の専門教員についてはその分野で優れた実績ある大学・大学院（D）と提携し、優秀なオ
ーバードクター等を推薦してもらう。
＞　動物看護学に対して、関連したそれぞれの分野で卓越した教育研究業績や動物病院における豊富な実務経験を有
し、博士号や獣医師資格を有する教員を確保するよう努める。
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4－6　国公私立大学における研究費
4－6－1　内部使用研究費の内訳
研究費の調査結果については、科学技術研究調査に回答した部局の全てではなく、本調査に回答が
あった部局のみの集計であるため合計値という意味での正確性は低いが、グループごとの特徴につい
ては一定程度の傾向がみられることから、参考情報として図表を掲載した。
国立大学を大学規模や理工系、文科系など性格の違いにより8グループに分け、2004年度から2006
年度の平均額と2008年度から2009年度の平均額をみると、内部使用研究費に占める人件費の割合は、
文科系大学や教育系大学では約80％と高く、大規模大学、理工系大学では約50％、大学院大学では
36％程度と低くく、多くのグループで減少傾向にある。
他方、内部使用研究費に占める有形固定資産の割合は、大規模大学、理工系大学、大学院大学で高
く、文科系大学、教育系大学では低い。（図表26）
図表26　大学における内部使用研究費の内訳
大学における内部使用研究費の内訳
（年度）
国立　大規模大学　2004－2006
2008－2009
国立　理工系大学　2004－2006
2008－2009
国立　文科系大学　2004－2006
2008－2009
国立　医科系大学　2004－2005
2008－2009
国立　教育系大学　2004－2006
2008－2009
国立　大学院大学　2004－2005
2008－2009
国立　中規模大学　2004－2006
（医科系あり）2008－2009
国立　中規模大学　2004－2006
（医科系なし）2008－2009
国立大学全体　2004－2006
2008－2009
公立大学全体　2004－2006
2008－2009
私立大学全体　2004－2006
2008－2009
0％　　　　10％　　　　20％　　　　30％　　　40％　　　　50％　　　　60％　　　　70％　　　80％　　　　90％　　　100％
鞍人件費　　原材料費　●有形固定資産　リース料　醸その他
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（注1）科学技術研究調査のために各大学が作成したデータに基づく。
（注2）「その他」には、国定資産とならない少額の装置・備品、外部に委託した試験費、賃借料、光熱水道費、
通信費、研究のために要した旅費、印刷費などが含まれる。
（注3）データは、本調査で把握した部局のみの集計値であり、全数回答では無いため参考値である。
（2010年調査の部局の把握率は国立大学91％、公立大学99％、私立大学95％）
（注4）2004－2006は、2004年度実績額、2005年度実績額、2006年度実績額の3年間の平均値である。
2008－2009は、2008年度実績額、2009年度実績額の2年間の平均値である。
（注5）2004年度の大学院大学のデータは、一部修正後のデータ（2010年3月23日公表分）である。
（注6）国立大学のグループは「国立大学法人等の事業年度決算等」の分類を用いた。（詳細は本資料のP15参照）
グループ名 グル ープの特 色 大学 数
A 【大規模 大学】
学生収容定員1万人以上、学部等数概ね10学部以上の国立大学法人（学群、学類 13制などの場合は、学生収容定員のみ）
B 【理工 系大学】
医科系学部を有さず、学生収容定員に占める理工系学生数が文科系学生数の概 13ね2倍を上回る国立大学法人
C 【文科 系大学】
医科系学部を有さず、学生収容定員に占める文科系学生数が理科系学生数の概 7ね2倍を上回る国立大学法人
D 【医科 系大学】 医科系学部のみで構成される国立大学法人 4
E 【教育 系大学】 教育系学部のみで構成される国立大学法人 1 1
F 【大学院 大学】 大学院のみで構成される国立大学法人 4
G 【中規模 大学 （医科 系あり）】 医科系学部その他の学部で構成され、A ・－Fのいずれにも属さない国立大学法人 25
H 【中規模大 学 （医科 系なし）】 医科系学部を有さず、A ～Fのいずれにも属さない国立大学法人 9
計 86
（注）【】書きのグループ名は、今回集計用に便宜上付した名称である。
4－6－2　外部から受入れた研究費の内訳
同様に本調査に回答があった部局の集計では、国立大学が外部から受け入れた研究費のうち、国・
地方公共団体から受入れた割合は、国立大学及び公立大学で40～50％程度であるが、私立大学では約
70％を占める。
また、2004年度から2006年度の平均と、2008年度から2009年度の平均を比べると、国立大学の
大規模大学、理工系大学、文科系大学、大学院大学、中規模大学（医科系あり）で割合が下がってい
る。これらの大学では、特殊法人、独立行政法人からの受入れ割合が増加している。（図表27）
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図表27　大学における外部からの受入研究費の内訳
（注1）科学技術研究調査のために各大学が作成したデータに基づく。
く注2）国立大学が国から受け入れた運営費交付金及び施設整備費補助金は、「外部からの受入研究費」に含まないく自己資金扱い）。
（注3）私立学校振興助成法に基づく経常費補助金のうち、研究関係業務に使用されたとみなされる額を「外部からの受入れ研究費」に含む。
（注4）データは、本調査で把握した部局のみの集計値であり、全数回答では無いため参考値である。
（2010年調査の部局の把握率は国立大学91％、公立大学99％、私立大学95％）
（注5）2004－2006は、2004年度実績額、2005年度実績額、2006年度実績額の3年間の平均値である。
2008－2009は、2008年度実績額、2009年度実績額の2年間の平均値である。
（注6）2004年度の大学院大学のデータは、一部修正後のデータ（2010年3月23日公表分）である。
（注7）国立大学のグループは「国立大学法人等の事業年度決算等」の分類を用いた。（詳細は本資料のP15参照）
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4－7　大学共同利用機関（機構）の教員と若手教員
2010年3月31日現在の機構の教員数は1，339名で、うち若手教員（37歳以下）の数は235名17．6％
である。（図表28）
教員数と若手教員数の推移をみると2005年以降それぞれ減少している。2005年を100として2010年
の数値をみると、教員数が96に減少しているのに対して、若手教員数は67と大きく減少している。（図表
29～30）
若手教員割合を国立大学と比較すると、2005年度では大学共同利用機関23．3％、国立大学22．2％と
大学共同利用機関の方が上回っていたが、2006年度以降は大学共同利用機関の割合は国立大学を下
回っている。（図表31）
図表28　教員数と若手教員割合（大学共同利用機関法人）
2010年3月31日現在　（人）
番
l：］胃テ
法 人 名 教 員 数 （本
務 者 ）
A
若 手 教 員 数
（3 7歳 以 下 ）
B
若 手 教 員
割 合
C ＝B ／A
1 人 間 文 化 研 究 機 構
（193）
223
（14）
19
（7．3％）
8．5％
2 自然 科 学 研 究 機 構
（503）
49 1
（12 1）
102
（24．1％）
20 ．8％
3 高 エネル ギー 加 速 器 研 究 機 構
（393）
380
（84）
77
（21．4％）
20 ．3％
4 情 報 ・システム 研 究 機 構
（246）
245
（44）
3 7
（17．9％）
15．1％
合　　 計
（1，335）
1．339
（263）
2 35
（19．7％）
17．6％
（注）1．教員数は、平成22年総務省統計局科学技術研究調査のために各機関が作成したデータに基づく。
2．上段は2009年3月31日現在の人数。
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図表29　若手教員割合の推移（大学共同利用機関）
若 手 教 員 割 合 の 推 移 （大 学 共 同 利 用 機 関 ）
30 ．0％
25．0 ％
25 ．1％
23 ．3％
20 ．0％
20 ．9％ 19 ．7％
17．6 ％
15．0 ％
10．0 ％
5 ．0％
0 ．0％
2 005 ．3．3 1　　 200 6．3．3 1　　 200 7．3．31 200 9．3 ．31 20 10 ．3．3 1
・－ ・・若 手 教 員 割 合
図表30　教員数と若手教員数の推移（大学共同利用機関）
教 員 数 と若 手 教 員 数 の 推 移 （大 学 共 同 利 用 機 関 ）
（20 0 5 年 を 1 0 0 と した 場 合 ）
12 0
10 0
80
60
100　　　 9 9　　　 9 7　　　 95　　　 96
‾‾－．1 －1 1■t■－．－．－．－．－．－．■t■t■－1■t■t■●
9 1
8 1
75　　 67　 －… 教 員数
40
20
0
・－ 1・若 手教 員数
200 5．3 ．31　 20 06．3．3 1　 20 07 ．3．3 1　 200 9．3 ．31　 20 10．3 ．31
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図表31若手教員割合の推移（大学共同利用機関と国立大学）
25．0％
20．0％
15．0％
10．0％
5 ．0％
0 ．0％
200 5 2 006 2007 2008 2009
年 度 年 度 年 度 年 度 年 度
・・－ ・大 学 共 同 利 用 機 関 2 3．3％ 20 ．9％ 20．3％ 19 ．7％ 17 ．6％
・一・一 ・国 立 大 学 22 ．2％ 21 ．7％ 21．7％ 20 ．6％ 20．3％
・一一・大学共同利用機関
・－国立大学
（注）調査時点
大学共同利用機関は毎年度
の3月31日現在。
なお、2007年度（2008．3．31現
在）のデータが欠落している
ため2007年度は前後年度の
平均値で表示）
国立大学は毎年度の5月1日
現在。
4－8　大学共同利用機関（機構）の若手教員に占める女性割合
機構の若手教員に占める女性割合は、2010年3月31日現在（2009年度）7．7％で、前年度に比べて
減少している。（図表32）
図表32　若手女性教員数及び割合（大学共同利用機関法人）
2010年3月31日現在　（人）
番
l：コ丁ぎ
法 人 名 教 員 数
（本 務 者 ）
A
若手 教 員数
（37歳 以下 ）
B
若 手 女性 教 員
教 員 数
C
教 員 に占
める割 合
D ＝C ／A
若 手教 員
に 占める
割 合
E＝C ／B
1 人間 文化 研 究機 構
（193） （14） （4 ） （2 ．1％）（28．6％）
22 3 19 3 1．3 ％ 15．8％
2 自然 科 学 研 究機 構
（503） （12 1） （8） （1．6％） （6．6％）
49 1 102 7 1．4％ 6．9％
3 高 エネル ギ ー加 速 器 研 究 機 構
（393） （84） （7） （1．8％） （8 ．3％）
380 7 7 5 1．3％ 6．5％
4 情 報 ・シス テム 研 究機 構
（246） （44） （4） （1．6％） （9．1％）
24 5 3 7 3 1．2 ％ 8 ．1％
合　　 計
（1，3 35） （2 63） （23） （1．7％） （8．7％）
1，3 39 235 18 1．3 ％ 7 ．7％
（注）1．教員軌は、平成22年総務省統計局科学技術研究調査のために各機周が作成したデータに基づく。
2．上段は2009年3月31日現在の人数。
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4－9　大学共同利用機関（機構）における卓越した教員等の確保に関する新たな取組み
卓越した教員を確保するための取り組みについて自由記述方式で質問したところ、大学共同利用機
関から、下記のような回答があった。
＞　これまで教授・准教授の空きポストは同じ分野で同じ職（教授は教授、准教授は准教授）で直ちに後任公募
することを原則にしてきたが、今後は、教授職・准教授職にこだわらず、卓越した人材に対して適したポジ
ションと研究環境を与える観点から、欧米の研究動向や欧米で活躍している若手研究者を含めて、将来性あ
る研究分野と優れた人材について調査したうえで研究環境整備及び人事公募をすることにし、所長のもとで
調査を開始した。
＞　ゲストハウスの運用を開始し、外国人研究員等の長期滞在のための環境を整備した。
＞　平成22年度文部科学省科学技術振興調整費「生命科学の新分野創造若手育成プログラム」採択によるテニ
ュアトラック教員の公募及び採択・新たに研究室を立ち上げる教員に対して、スタートアップ経費を計上
する。
（以　上）
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10．職名別教員数
11．研究支援者数
12．卓越した教員等の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組み
13．内部使用研究費
14．外部受入研究費
1．教員数・若手教員数・若手女性教員数・外国人教員数
2009年5月1日現在　　　（人）
国 立 大 学 名
教 員 数
（本 務 者 ）
若 手 教 員 数
（3 7 歳 以 下 ）
若 手 教 員
割 合
若 手 女 性 教 員 割 合 外 国 人 教 員 割 合
教 員 数
教 員 に
占 め る 割 合
若 手 教 員 に
占 め る 割 合
教 員 数
教 員 に
占 め る 割 合
A B C こB ／A D E こD ／A F こD ／B G H こG ／A
1 北 海 道 大 学 2 ，2 5 9 3 9 7 1 7 鍋 5 6 2 5 ％ 日日 ＼ 6 4 2 8 qb
2 北 海 道 教 育 大 学 3 7 6 3 4 9 0 ％ 10 2 7 ％ 2 9 4 ％ 4 1 1 ㌧
3 室 蘭 工 業 大 学 1 9 1 2 6 1 3 6 ％ 1 0 5 ％ 3 8 ％ 7 3 7 ％
4 小 樽 商 科 大 学 1 30 2 2 1 6 9 ‰ 4 3 1％ 1 8 2 ％ 9 6 9 ％
5 帯 広 畜 産 大 学 1 3 6 2 1 1 5 4 ％ 4 2 9 ％ 1 9 0％ 5 3 7 ％
6 旭 川 医 科 大 学 2 8 2 6 7 2 3 8 9も 6 2 1％ 9 0 ％ 0 0 0 ％
7 北 見 工 業 大 学 1 5 6 1 4 9 0 ％ 0 0 0 ％ 0 0 ％ 0 0 0 ％
8 弘 前 大 学 6 8 4 14 1 2 0 6 ㌔ 3 3 4 肌 2 3 4 ％ 1 6 2 3 ％
9 岩 手 大 学 4 2 6 5 2 1 2 2 ％ 7 1 6 ％ 1 3 5 ％ 1 1 2 6 ％
1 0 東 北 大 学 2 ，8 4 9 7 8 5 2 7 6 ㌔ 10 7 3 肌 1 3 6 ％ 1 3 5 4 7 qb
1 1宮 城 教 育 大 学 1 2 4 9 7 3 ㌔ 1 0 8 ％ 日日八 1 0 8 ％
1 2秋 田 大 学 5 6 7 12 6 2 2 2 ％ 2 4 4 2 ％ 1 9 0 ％ 1 0 1 8 ％
1 3山 形 大 学 8 0 4 17 9 2 2 3 ％ 3 8 4 7 ㌔ 2 1 2 ％ 1 8 2 2 ％
1 4 福 島 大 学 2 4 6 3 2 1 3 0 ％ 5 2 0 ％ 1 5 鍋 8 3 3 ％
1 5茨 城 大 学 5 2 9 4 4 8 3 ％ 6 1 1％ 1 3 鍋 1 6 3 0 ％
1 6筑 波 大 学 1 ．6 7 6 2 6 7 1 5 9 ％ 4 9 2 9 ％ 1 8 4％ 6 3 3 8 ％
1 7筑 波 技 術 大 学 1 1 2 2 6 2 3 2 qb 7 6 3 ％ 2 6 9％ 3 2 7 ％
18宇 都 宮 大 学 3 5 9 5 7 1 5 9 00 12 3 鍋 2 1 1％ 1 2 3 3 ％
19 群 馬 大 学 7 7 2 1 5 7 2 0 3 ％ 3 4 4 4 ロも 2 1 7％ 8 1 0 ㌔
2 0埼 玉 大 学 4 7 6 7 6 1 6 0 ％ 12 2 5 ㌔ 1 5 8 ㌔ 20 4 2 ％
2 1千 葉 大 学 1 ，2 2 2 2 1 7 1 7 8 ㌔ 5 4 4 4 ％ 2 4 9 ％ 19 1 6 9。
2 2東 京 大 学 3 ．8 4 8 1 ，0 0 0 2 （i O Oも 1 4 5 3 汎 1 4 5㌔ 8 1 2 1 ㌔
2 3東 京 医 科 歯 科 大 学 6 7 9 16 3 2 4 0 ㌔ 4 2 6 2 ㌔ 2 5 8 ㌔ 8 1 2 ㌔
2 4東 京 外 国 語 大 学 2 4 5 1 6 6 5 ㌔ 8 3 鍋 5 0 0 qo 34 1 3 9 ％
2 5東 京 学 芸 大 学 3 4 4 2 4 7 0 qも 7 2 0 qb 2 9 2 ％ 6 1 7 ％
2 6東 京 農 工 大 学 4 2 9 8 6 2 0 0 ％ 14 3 3 ㌔ 1 6 3 ㌔ 13 3 0 ㌔
2 1 東 京 芸 術 大 学 2 2 4 1 8 8 0 ㌔ 6 2 7 ％ 3 3 3 ％ 6 2 7 ％
2 8東 京 工 業 大 学 1 ．0 9 7 2 9 9 2 7 3 ‰ 2 0 1 8 ㌔ 6 7％ 3 3 3 0 ％
2 9東 京 海 洋 大 学 2 5 5 2 7 1 0 6 ㌔ 4 1 6 ％ 1 4 8 qb 6 2 4 ％
3 0お 茶 の 水 女 子 大 学 2 2 0 2 5 1 1 4 ％ 2 1 9 5 ％ 8 4 0 ％ 5 2 3％
3 1 電 気 通 信 大 学 3 2 3 5 9 1 8 3 ％ 5 1 5 ％ 8 5 ％ 2 1 6 5％
3 2一 橋 大 学 4 0 7 5 8 14 3 ％ 2 0 4 鍋 34 5 ㌔ 14 3 卵D
3 3 横 浜 国 立 大 学 6 12 1 2 5 20 4 ％ 2 7 4 4 ％ 2 1 6 ％ 2 1 3 49も
3 4新 潟 大 学 1 ．1 0 8 1 7 6 1 5 9 ％ 4 6 4 2 ％ 2 6 1％ 18 1 6㌔
3 5長 岡 技 術 科 学 大 学 2 3 5 6 4 2 7 2 ％ 6 2 6 ％ 9 4 qb 9 3 8％
3 6上 越 教 育 大 学 1 5 9 1 8 1 1 3 ㌔ 5 3 1 ％ 2 7 的 2 1 3 ‰
3 7富 山 大 学 9 0 4 1 6 6 1 8 4 ㌔ 4 3 4 8 0も 2 5 9㌔ 28 3 1 ％
3 8金 沢 大 学 1 ．0 18 2 0 2 1 9 8 ワu 3 5 3 4 ㌔ 1 7 3 ㌔ 2 2 2 2 ％
3 9福 井 大 学 5 6 7 9 4 1 6 6 ㌔ 2 7 4 8 ㌔ 2 8 7％ 12 2 1 ％
4 0 山 梨 大 学 5 8 8 1 2 7 2 1 6 ロも 2 7 4 6 ㌔ 2 1 3 ㌔ 13 2 2㌔
4 1信 州 大 学 1 ，0 3 7 1 8 3 1 7 6 ㌔ 4 1 4 0 qも 2 2 4 ％ 3 1 3 0qも
4 2 岐 阜 大 学 7 5 5 1 3 2 1 7 5 qb 3 0 4 0 qb 2 2 7 ㌔ 12 1 6％
4 3静 岡 大 学 7 17 1 2 3 1 7 2 qo 2 2 3 1 0も 1 7 9 ㌔ 2 6 3 6％
4 4浜 松 医 科 大 学 3 13 6 8 2 1 7 ㌔ 2 2 7 0 ％ 3 2 中 ロ 4 1 30も
4 5名 古 屋 大 学 1 ，9 4 2 4 8 8 2 5 1 ㌔ 9 0 4 6 ％ 1 8 4 ％ 6 4 3 3％
4 6愛 知 教 育 大 学 2 5 9 3 1 1 2 0 no 8 3 1 ㌔ 2 5 8 年。 7 2 7 ㌔
4 7名 古 屋 工 業 大 学 3 5 5 7 5 2 1 1 ㌔ 6 1 7 ％ 8 0 ロu 1 1 3 1％
4 8 豊 橋 技 術 科 学 大 学 2 13 5 3 2 4 9 qb 4 1 9 ㌔ 7 5 ‰ 8 3 鍋
4 9三 重 大 学 7 4 3 1 6 1 2 1 7 ワb 3 1 4 2 ％ 1 9 3 ㌔ 9 1 2 ㌔
5 0 滋 賀 大 学 2 2 6 2 9 1 2 8 ％ 6 2 7 ㌔ 2 0 7 ％ 5 2 2 ㌔
5 1滋 賀 医 科 大 学 3 1 1 8 2 2 6 4 ㌔ 2 9 9 3 ％ 3 5 4％ 7 2 3 ％
5 2 京 都 大 学 3 ，2 5 7 6 7 4 2 0 7 ％ 7 4 2 3 ％ 1 1 0 ㌔ 7 7 2 4 ％
5 3京 都 教 育 大 学 1 2 5 1 5 1 2 0 ％ 5 4 0 ％ 3 3 3 ％ 1 0 8 ％
5 4京 都 工 芸 繊 維 大 学 3 0 6 4 5 1 4 7 ％ 4 1 3 ％ 8 9 ‰ 9 2 9 ％
5 5 大 阪 大 学 2 ，9 7 0 8 1 3 2 7 4 ％ 1 1 4 3 8 ％ 1 4 0 qD 9 8 3 3 qb
5 6 大 阪 教 育 大 学 2 7 9 2 4 8 6 ％ 9 3 2 ％ 3 7 5％ 5 1 8 qb
5 7兵 庫 教 育 大 学 1 5 8 1 2 7 6 ％ 5 3 2 ％ 4 1 7％ 1 0 6 ％
5 8神 戸 大 学 1 ．4 7 6 3 0 5 2 0 7 ％ 6 5 4 4 ％ 2 1 3％ 4 5 3 0 ％
5 9奈 良 教 育 大 学 1 日 1 1 9 9 0も 4 3 6 ％ 3 6 4 ％ 1 0 9 ％
6 0 奈 良 女 子 大 学 2 14 2 3 1 0 7 ％ 14 6 5 ％ 6 0 90も 4 1 9 ％
6 1和 歌 山 大 学 2 8 4 4 6 1 6 2 ％ 15 5 3 ％ 3 2 即も 6 2 1 ロも
6 2鳥 取 大 学 7 3 2 1 6 3 2 2 3 ％ 3 8 5 2 ㌔ 2 3 3 ％ 10 1 4 ％
6 3島 根 大 学 7 2 6 1 7 3 2 3 的 4 6 6 3 ㌔ 2 6 6％ 9 1 2 ㌔
6 4岡 山 大 学 1 ，2 9 1 2 3 6 1 8 3 ％ 4 3 3 3 ロも 1 8 2 ％ 3 4 2 6 ％
6 5広 島 大 学 1 ，7 24 3 8 2 2 2 2 ％ 6 5 3 8 ロも 1 7 0 ％ 4 5 2 6 ％
6 6山 口 大 学 9 0 1 17 3 1 9 2 ㌔ 3 6 4 0 ％ 2 0 8 ％ 3 4 3 8 ％
6 7 徳 島 大 学 8 9 3 2 2 7 2 5 4 ％ 5 8 6 5 ％ 2 5 6 ㌔ 1 7 1 9 ％
6 8鳴 門 教 育 大 学 1 5 5 1 4 9 0 qb 6 3 9 ％ 4 2 9 ㌔ 4 2 6 ％
6 9香 川 大 学 6 8 8 1 4 9 2 1 7 ％ 4 5 6 5 ％ 3 0 2 ㌔ 2 4 3 5 ％
7 0愛 媛 大 学 8 6 9 1 4 0 1 6 1 ％ 3 3 3 8 ％ 2 3 6 ワも 2 4 2 8 ‰
7 1 高 知 大 学 6 0 7 1 1 4 1 8 鍋 2 6 4 3 ％ 2 2 8 ％ 1 7 2 8 qb
7 2福 岡 教 育 大 学 2 0 5 4 1 2 0 0 ％ 10 4 9 ％ 2 4 4 ㌔ 1 0 5 ％
7 3 九 州 大 学 2 ，1 9 6 4 1 8 1 9 0 ％ 5 9 2 7 ％ 1 4 1％ 4 4 2 0 ㌔
7 4九 州 工 業 大 学 3 8 5 6 4 1 6 6 ㌔ 5 1 3 ％ 7 8％ 1 8 4 7 ％
7 5 佐 賀 大 学 6 9 0 1 5 3 2 2 2 ％ 4 1 5 9 ％ 2 6 8 ％ 2 2 3 2 ％
7 6長 崎 大 学 1 ．0 2 5 2 2 7 2 2 1 ％ 5 5 5 4 ％ 2 4 2 ％ 32 3 1 ％
7 7 熊 本 大 学 9 3 6 1 4 0 1 5 0 ％ 2 6 2 鍋 1 8 6 ヽ 2 3 2 5 ％
7 8大 分 大 学 5 8 5 1 2 5 2 1 4 ％ 2 5 4 3 ％ 2 0 0 ％ 8 1 4 ％
7 9宮 崎 大 学 6 0 4 1 1 2 1 8 5 ％ 3 3 5 5 ％ 2 9 5 ％ 4 0 7 ％
8 0鹿 児 島 大 学 1 ，0 7 8 1 9 8 1 8 4 ％ 4 1 3 8 ％ 2 0 7 ％ 1 7 1 6 ％
8 1 鹿 屋 体 育 大 学 6 3 1 5 2 3 8 ‰ 3 4 8 ％ 2 0 0 ％ 0 0 0 ％
8 2琉 球 大 学 8 16 1 4 4 1 7 6 ％ 3 3 4 0 ％ 2 2 鍋 1 8 2 2 ％
8 3政 策 研 究 大 学 院 大 学 7 2 1 6 2 2 2 ％ 3 4 2 ％ 1 8 8％ 7 9 7 ％
8 4総 合 研 究 大 学 院 大 学 18 0 0 0 ％ 0 0 0 ％ 0 0 ％ 0 0 0 ％
8 5北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 1 6 3 4 6 2 8 2 ‰ 4 2 5 ％ 8 7 ％ 2 0 1 2 3 ％
8 6奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 2 2 0 8 5 3 8 飢 1 3 5 9 ％ 1 5 3 ％ 3 1 4 ％
国 立 大 学 計　 8 6 大 学 6 1 ，3 3 1 1 2 ，4 4 4 2 0 3 ％ 2 ．3 2 3 3 8 ％ 1 8 7％ 1，6 4 7 2 7 ％
公 立 大 学 計　 7 7 大 学 1 2 ，4 9 0 2 ．2 7 2 1 8 2 ％ 8 1 2 6 5 ％ 3 5 7％ 4 0 5 3 2 ％
私 立 大 学 計　 5 5 2 大 学 9 4 ，5 7 1 2 0 ，5 3 1 2 1 7 ％ 6 ，9 5 0 7 3 ％ 3 3 鍋 3 ，8 32 4 1％
国 公 私 立 大 学 合 計　　 7 1 5 大 学 1 6 8 ．3 9 2 3 5 ，2 4 7 2 0 鍋 10 ，0 8 5 6 0 ％ 2 8 6％ 5 ，8 84 3 5 ％
（注 1 ） 国 立 大 学 及 び 公 立 大 学 は 、2 0 0 9 年 5 月 1 日 現 在 設 置 の 全 て の 大 字 か ら 回 答 を 得 た 。 （公 立 大 学 に 2 0 1 0 年 間 字 の 新 見 公 立 大 字 を 含 ま な い
（注2）私立大学は、2009年5月1日現在設置の596大学のうち552大学から回答を得た。
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2．研究支援者数
20 10 年 3 月 3 1 日 現 在　 （人 ）
国 立 大 学 名
研 究 支 援 者 数
研 究 補 助 者 技 能 者
研 究 事 務
そ の 他 の
関 係 者
1北 海 道 大 学 3 57 40 7 530
2 北 海 ；首教 育 大 学 0 0 7 3
3 室 蘭 工 業 大 学 18 34 30
4 小 樽 商 科 大 学 3 1 5
5 帯 広 畜 産 大 学 14 60 5 3
6 旭 川 医 科 ・大 学 1 4 1 6 7
7 北 見 工 業 大 学 1 36 19
8 弘 前 大 学 12 107 7 0
9 岩 手 大 学 50 130 7 1
10 東 北 大 学 67 7 3 89 1．02 2
1 1宮 城 教 育 大 学 2 1 7 2
12秋 田 大 学 3 98 6 2
13山 形 大 学 33 111 19 5
14福 島 大 学 1 1 3 3
15 茨 城 大 学 12 36 7 3
16筑 波 大 学 23 1 4 02 3 15
17筑 波 技 術 大 学 12 12 0
18宇 都 宮 大 学 1 2 55 4 3
19群 馬 大 学 160 8 1 12 5
20 埼 玉 大 学 1 6 46 8 6
2 1千 糞 大 学 148 119 24 7
2 2 東 京 大 学 81 9 1．3 8 1 2 ．60 4
2 3東 京 医 科 歯 科 大 学 12 8 76 39 8
24東 京 外 国 語 大 学 0 1 18 9
25 東 京 学 芸 大 学 1 5 6 1
26東 京 農 工 大 学 1 1 75 3 9
2 7 東 京 芸 術 大 学 0 0 3 7
28東 京 工 業 大 学 145 90 18 2
29東 京 海 洋 大 学 148 29 10 7
30 お 茶 の 水 女 子 大 学 6 0 7 3
3 1電 気 通 信 大 学 26 60 12 2
3 2 一 橋 大 学 112 0 16 5
33格 浜 国 立 大 学 100 32 32 7
34新 潟 大 学 12 7 136 16 4
3 5長 岡 技 術 科 学 大 学 44 32 2 5
3 6上 組 教 育 大 学 0 0 9
3 7 富 山 大 学 16 65 16 2
38金 沢 大 学 174 76 26 5
39 福 井 大 学 14 36 29 3
40山 梨 大 学 2 1 132 12 1
4 1 信 州 大 学 17 134 184
42岐 阜 大 学 166 100 4 3
43静 岡 大 学 62 121 9 1
44浜 松 医 科 大 学 11 1 0 7 4
45名 古 屋 大 学 512 2 35 76 7
46愛 知 教 育 大 学 20 0 2 7
4 7名 古 屋 工 業 大 学 153 50 8 5
48豊 橋 技 術 科 学 大 学 0 17 2 6
4 9三 重 大 学 40 117 25 0
50滋 賀 大 学 4 5 9 6
5 1 滋 賀 医 科 大 学 22 78 7 9
52京 都 大 学 759 7 48 1．40 0
53京 都 教 育 大 学 0 3 5 0
54 京 都 工 芸 繊 維 大 学 1 7 74 5 3
5 5大 阪 大 学 4 7 1 4 02 1．50 9
5 6 大 阪 教 育 大 学 0 0 16 7
5 7兵 庫 教 育 大 学 14 1 6 9
5 8 神 戸 大 学 8 7 129 72 3
5 9奈 良 教 育 大 学 4 0 0
6 0奈 良 女 子 大 学 20 0 3 9
6 1 和 歌 山 大 学 8 15 5 5
6 2鳥 取 大 学 4 0 49 179
6 3鳥 相 大 学 0 124 23 2
64岡 山 大 学 60 175 20 7
6 5広 島 大 学 4 10 76 4
6 6山 口 大 学 7 2 40 20 0
6 7徳 島 大 学 3 6 132 175
6 8鳴 門 教 育 大 学 1 0 0
6 9香 川 大 学 16 42 8 7
70愛 媛 大 学 8 9 7 6 127
71 富 知 大 学 2 2 84 46
72福 岡 教 育 大 学 1 1 25
73 九 州 大 学 60 8 54 7 9 49
74九 州 工 業 大 学 9 2 20 4 73
75佐 賀 大 学 4 5 5 6 60
76 長 崎 大 学 3 9 23 8 3 72
7 7熊 本 大 学 5 9 194 20 0
78 大 分 大 学 2 5 10 3 98
79宮 崎 大 学 5 4 7 2 24 6
8 0鹿 児 島 大 学 4 1 2 11 2 02
8 1鹿 屋 体 育 大 学 0 2 7
8 2琉 球 大 学 7 4 8 4 88
8 3政 策 研 究 大 学 院 大 学 0 0 8 1
8 4総 合 研 究 大 学 院 大 学 6 0 2
8 5北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 0 2 0 110
8 6奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 3 1 10 69
国 立 大 字 計　 86 大 字 7 ．52 9 9 ．19 6 18．8 40
公 立 大 学 計　 76 大 字 68 4 40 3 1．8 62
私 立 大 字 計　 55 3大 字 4 ．76 6 1 ．98 7 11．545
園 公 私 立 大 字 合 計　　 7 15 大 学 12．9 79 11＿58 6 3 2．247
（注1）本データは回答があった部局の合計値であり、未回答の部局分は含まない。
（注2）合計欄の大学数は、1つの部局からでも回答があった大学を回答大学とした場合の回答大学の計である。
（注3）公立大学は、2010年3月31日現在設置の77大学のうち76大学から回答を得た。
（注4）私立大学は、2010年3月31日現在設置の596大学のうち553大学から回答を得た。
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3．卓越した教員等の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組み 調査結果の整理 （大学からの回答のうち「年棒制の導入」などのように共通する取組事例をあげ、同様 の取組みと思われる箇所 ニ「1」と表示した。）
H 20 10 2 1内
閣総 理大 臣 l ）給 与上 の優
ll）能 力及 び実
績 に応 じた処遇
と公 正な評 価 川）研 究 に専念 できるような環 境 lV ）その他が 定める基準
の 「2」
遇 措置 と、その 努力 に
積 極 的に報 い
る措苗
整備
今 回調査 結 年俸制
の導入
優秀な 優れた
研究業
教育 ・研
ワb
事務ス
タッフ充 スター トアップ資金
施設 ・設
備の充
サバテイカ テニュアト 女性教 産休 ・育
休支援
特任教 選択定
年制
その他
研究費
その他
研究支
栗 の整理 の
ため に設けた
業績 績 九面 実 実 ル フック制度 貝支援 員制度 支援 採
給与 ・手 研究費 優秀教 研究支 スベース 教育 ・管 若手教
介護休
招へい 再雇用
共同研
取組 例 当へ反
映 増額 員表彰
援者充
実 配分
埋業務
軽減 員支援
業休暇
支援 教員 究支援
国立 大学 名 卓越 した教 員等の 確保 に関 して平 成22 年度 に導 入した新たな取 組み 有 り 無し
1 北海 道大 学 特 になし 1
2北海 道教 育大 学
「研 究支 援コー ディネーター 」を採用 し、各種 研 究助 成、外 部 資金 の申請 ・獲 得支 援、政 策 及び
研 究動 向調査 （情 報 収集 ・分析 ）、研 究テーマ等 の提 言 、学 校 ・地域 の課 題解 決 につなが る各
種 研究 プロジェクトの企 画 、研究 環境 改善 に資す る情 報等 を専 門的 に収集 し、本 学の 研究 を推
進 する。
1 1
3室蘭 工業 大学 特 になし。 1
4小樽 商科 大学 特 になし 1
5帯広 畜産 大学 なし 1
6 旭川 医科 大学 特 になし 1
7北見 工業 大学 特 になし 1
8 弘前 大学 科 研費 獲得 のため 新規 事務 職 員を補 充 し、研究 計画 調書 の確認 作 業の 強化 を行 う。 1 1
9岩手 大学 1
10 東北 大学 特 になし。 1
11宮城 教育 大学 1
12秋 田大学
教 授 のうち、その 専 門分野 において極 めて高い業 績を有 し、かつ 先導的 な役割 を担 う者 を特 別
貢 献教 授とし、特別 貢献 手 当を支 給することに より、当該教 授を支援 することを検 討している。
（平成 23年 4月 実施 予定 ）
1 1
13 山形 大学 平 成2 2年度 に‘新 たに導 入した取 組”というの はあ りません 。 1
14 福 島大学
・学 長 のリーダー シップのもと、重 点課 題へ教 職 員の配 置 ができるよう、「学長 裁量 経費 人件
費 」を平成 22年 度 予算より新設 した。 ・それ を受けて、特 に必要 としている「大学 評価 」「国際交
流 」の 2分野 について、それぞれ 評価 室長 ・学 生課 長を補佐 しつつ特 定業務 に従 事する事 務職
員を公 募 し採 用 予定である。 ・学内 独 自の競争 的 資金 制度 を設 け、優れ た研 究に対 して、研究
資 金を提 供している。 ・研 究に関 する支援 を強 化す るため 、事務 体制 を充実させ た。 ・平成2 2
年 度 に事務機 構再 編を行 い、芋 類事 務体制 につ いては、芋 類長 の下 に「学 類支 援室 」を置 き学
類 長 のサポー トを行うなど、芋 類運 営 のサポ ート体 制の 強化 を図 った。 ・研 究 費の 加増 等を
行 っている。
1 1 1 1 1
15茨城 大学
次 世 代を開拓す るテーマにつ いて優 れたものに若 手教 員研 究奨 励 賞として研究 賞を配分 して
いる。また 、新 規 採用教 員 にスタートアップ資金を配分 している。教員 の外 部資 金獲 得を補助
す るため 、事 務補 佐員 を2名 採用 した。施 設運 営の 為に技 術補 佐員 1名を採 用した。
1 1 1 1 1
16 筑 波大学
若手研 究者 育成 事 業 （つくばダイアモンド研究 奨励 費 ）一 定の条 件を満たす 本学 のボス ドク研
究 員 及び博 士後 期課 程の 大学 院生 に対 して研 究費 を配 分し、優 秀 な若 手研 究者 に 自由な発
想 の もとに主体 的 に研究活 動を行 える機会 を与え、将 来を担う研究 者へ のキャリアアップ支援
を行 っている。
1 1 1
17 筑 波技 術大 学 な し 1
18 宇都 宮 大学 特 になし。 1
19 群 馬大 学
・教 員候補 者 採用 人事 について、平 成2 1年度 から、教員 選考 委員 会の 第一 次審 査終 了後 に、
拡大 選考 委員 会 （教員選 考 委員会 に学 部長 、副 学部 長、評 議 員、各 学科 長 、人事委 員長 、副
人事 委員 長を加えて組織 する。）を置 き、優 秀な人 材を確保 するた め、教 員候 補者 の資 格審 査
及び個 別 業績審 査 の最終 審 査をしたうえで決定 している。（社 会情 報 学部）
・文部 科学 省 の科 学技術 振興 調 整費 「若手 研究 者の 自立 的研 究環 境整 備促 進事 業」（20 10年
度 から20 14年 度まで）の 支援 を受けて、「若 手先 端科 学研 究者 の研 究環 境改 革」プ ログラム を
実施 、本 プログラム により「先端 科学 研究 指導 者育 成ユニット」を創 設し、Y A （Y o ung A m bltl0u S）
准教 授 、Y A 助教 を国 際公 募し、卓 越 した教 員 の確保 に取 り組 んでいる。
このユ ニットには 、テニュア・トラック制 を導 入 してお り、最 先端 の科 学 ・技術 研究 を自立的 に遂
行できる若 手研 究指 導者 を育 成す る体 制を確立 することを目的としている。任 期 中又は任 期終
了までに 、優 れた 業績を上 げ適格 と認め られた場 合 は、群 馬大 学の 専任 教 員として新たに採
用す る。
1 1 1 1 1 1 1 1
3．卓越した教員等の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組み 頭査結果の整理 （大学からの回答のうち「年棒制の導入」などのように共通する取組事例をあげ、同様の取組みと思われる箇所 こ「1」と表示した。）
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国立 大学 名 卓越 した教 員等 の確保 に関 して平成2 2年度 に導 入した新 たな取 組み 有り 無 し
群馬大 学 （続き）
また、研 究費 として、Y A 准教 授 には年 間60 0万 円、Y A 助 教 には年 間300 万 円を配分 し、スタート
アップ資 金 として着 任年 度 にY A 准教 授には 500 万円 、YA 助教 には3 00万 円を配分 し、Y A 准 教授
に は約60 m 2 （研 究室 、実 験室 ）、Y A 助 教 には約4 0m 2 （研究室 、実 験室 ）の スペー スを用 意す
る。さらに、YA 准教 授に は、研 究支 援者 1名を配置 する。
この ほか に、メンタ胃 （学 内の ベテラン教 員 ）、アドバ イザ ー （学 内外 の関 連領 域の 専門 家）、顧
問 （関連 領域 の海 外の 専 門家）によって多面 的にY A 教 員を支援す る。
・H 2 2年 度以前 よりスター トアップ資 金の 提供 を行 っている。（生 体調 節研 究所 ）
2 0 埼玉大 学 1
2 1 千葉大 学 1
2 2 東京大 学
文部 科学 省 「世界 トップ レベル 研究 拠点 プログラム 」採 択を受け、平成 19年 度より数物 連携 宇
宙研 究機 構 を立ち上 げた際 に、プログラムの 理念 を実 践するべく、外国 から招 へ いする特 任 教
員等 優れ た研 究者を確保 できるようにす るため の弾 力的な人 事給 与制 度の 仕組 みの 構築 （例
えば総 長より高い 年俸で雇 用す ることも可能 ）、敷 物連携 宇 宙研究 機構 へ の事 務スタッフの配
置 、等を行った 。この 取組をその 後も継 続 してお り、平成 22年 度におい ても引き続き導入 してい
るものである。
1 1 1 1
2 3 東京医 科歯 科大 学 特 にな し 1
24 東京外 国語 大学
公的 年金 の支 給開 始年 齢の 引き上 げに伴う教 員の6 5歳 までの 雇用保 障 を図 るとともに、個 々
の生 涯設 計 に基づいて、定年 年齢を63 歳か ら65 歳の 間で 自ら選択 する選 択 定年 制を導入 し
た。
1 1
25 東 京学 芸大 学 1
26 東 京農 工大 学 1
2 7 東 京芸 術大 学 特になし 1
28東 京工 業大 学 特になし 1
29東 京海 洋大 学 特になし。 1
30 お茶 の水 女子 大学
教 員 人事 については 、学長 の リーダ ーシップの 下、役 員会 において全 学的 ・戦 略的 な観 点 から
人員 配置 方針 を決 定し、テニュア トラックによる若 手教 員 の採用 を原 則とす る「お茶大 型人 事制
度」を導入 した。
1 1 1
3 1 電 気通信 大 学
優 れ た若手 研究 者を育成 することを目的 としてテニュアトラック制 度を導 入し、全 ての助 教採 用
に適用 することとした。この 制度 では、任 期 は採 用 日から5 年で、3 年 目に中間 評価 を、5 年 目に
テニュア賃 格審 査を受 けて、研究 業績 等 が極め て優秀であると認 められ れば 、本 学のテニュア
（任期 を定 めない定 年制 の 身分 ）が付 与され 、かつ 准教 授へ 昇任 となることが できる。
1 1
32一橋 大学
教 育職 員 の評 価制 度導 入につ いて、平成 19年 度第 1次試 行 （平成 20 年2 月実施 ）、平成20 年 度
第 2次 試行 （平 成20 年 11月実 施 ）を行 い、平成22 年 1月 （対象 期間　 平成 22 年1 月1 日～平成 22
年9月 30 日）か ら本 格実施 し、平成2 2年 10月 に評価 を行 い、処 遇へ の反 映 （勤勉 手 当　 平成 22
年 12 月期 ）を行 う予定 であ る。
1 1
3 3横 浜国立 大学 1
3 4 新 潟大学 1
3 5 長 岡技術 科学 大学 特 になし 1
3 6 上越 教育 大学
（1）サバティカル 制度 に基づく研 修を導 入し、教 員の 教育 研究 の資 質向 上の 一端 を担 ってい
る。（2）学 校教 育現 場 における臨床 研究 活動 のさらなる推進 のため 、演 習室6 室を有す る臨 床
研 究棟 を新 設 した。（3）産休 等 からの 復帰 後 に研 究 費を配 分 し、不利 益 にな らないように支援
をしている。
1 1 1 1
3．卓越した教員等の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組み 調査結果の整理 （大学からの回答のうち「年棒制の導入」などのように共通する取組事例をあげ、同様の取組みと思われる箇所に「1」と表示した。）
H 20 10 2 1内
閣 総理大 臣 l ）給 与上 の優
ll）能 力及 び実
績 に応 じた処遇
と公 正な評 価 ‖）研 究 に専 念 できるような環 境
lV ）その他が 定める基準
の 「2 J
遇 措置 と、その努 力に
積極 的 に報 い
る培置
整備
今 回調査結
果の 整理の
ため に設 けた
取 組例
十ヰ
優れた 事務ス 施設・設 その他 その他
研究支
援
年俸制
の導入
優秀 ふ
業績
研究業
績
教育・研
究面
タッフ充
実
スター トアッ
プ資金
備の充
実
サハT イカ
ル
丁＿ユア ト
ラック制度
女性教
員支援
産休 ・R
休支援
特任教
員制度
選択正
年制
研究費
支援
給与・手
当へ反 研究費 讐素数
研究支
援者充 スベース
教育・管
理業務
若手教 介護休業休暇 招へい 再雇用
共同研
映 増額 員表彰 実 配分 軽減 員支援 1支援
教員 究支援
一ー 画重 夫学 名 卓越 した教 員等 の確保 に関 して平成2 2年度 に導 入した新 たな取 組み 有り 無し
3 7 富 山大 学
科 学技 術振 興調 整費 「若 手研 究者 の 自立的 研究 環境 整備 促進事 業」（2 010 ～20 14年 度）とし
て、本学 の 提案 プログラム 「富 山発ライフサ イエンス若手育 成拠 点」が採択 された 。 本 プログ
ラム では、新 たな国際 的研 究拠 点の核 となる若手研 究 リーダ を育 成することを 目的として、学
長 の下 にテニュアトラック推進 特 区に指 定する「先 端ライフサ イエンス拠 点」を設置 し、新領 域 を
開拓 するフロンティア ・スピリヅソを持つ意 欲ある若 手研 究者 を採 用し（プログラム全 体で7 名の
研究 者を国 際公募 により採用す る中で女性 研究 者 1 名 以上 、外国 人研究 者 1名 以上の 採用 を
目指 す 。）、医 学、薬学 、理学 、工 学系 の教 員の協 力 の下 で、世界 最先 端の 研究 を推 進す る。
採用 された 若手 研究者 には 本学 年俸 制 に基 づく給 与を支給 する。また 、年度 毎の 研究 費の ほ
か にスタ胃 トアップ設 備備 品購 入経 費を初年 度 、2年度 目に支給 し、自立 して研究 を行 うことが
出 来るよう研究 スペースを提 供す る。，なお 、最終 年度 に厳格 な審査 で適 格 と認 め られた若 手研
究者 は 、富山 大学 の専任 教 員として採用 する。
1 1 1 1 1 1
38金 沢大 学 特になし。 1
39
4 0
4 1
42
福 井大学
山 梨大学
信 州大 学
岐 阜大 学
・優れ た研 究成 果を挙 げてい る教 員の 研究を大 学としてサポ ートするため に、研究 支援 者 （ボ
スドゥ）を雇 用す るた めの「研 究支 援経 費 」を創 設しているが 、22年 度 においては従 来の 4名 か
ら5名 に増 員を図った 。
・既 存施 設の うち、現 在の 機能 に合わ ない施設 に研究 目的にあった機 能を持 たせた。
・本 学の キャンパス内 に設置 されるJS T の 環境 ・エネルギ 肩マテ リアル 産業 クラスター形 成拠
点施 設 整備を推進 している。
く教 育地 域科 学部 ＞ ・教 員 の当 該年 における教育 、研 究、社 会連 携、管理運 営 についての活
動報 告書 を提 出してもらい、学 部長 、副学 部長 等 が評価 する仕組 みを設 けている。また 、評価
結果 をもとに優れ た実績 を上 げた若 手教 員を対象 とした優秀 教員 表彰 制度 を新 設 し、平成 22
年2 月に本 学部 所属 の准 教授 を表 彰した F なお、優 秀教 員は 特別昇 給の 候補 者 として推 薦して
いる。
＜医 学部 ＞ ・平 成2 1年 度か ら医学 部 における顕 著な実績 を挙げた教 員 （教授 を除く）につ い
て「医学 部長 奨励 賞 」の要 項を作成 し、医 学部教 授 会にて医 学部 長奨励 賞授 与 を行 った。
・平成 20 年度 より施 行され た「福 井大学 医学 部 学内 講師 に関する申合 せ 」に基 づき、3 名の 助
教 に対し、学 内講 師 の称号 付与 を行 った。
・医学 研 究推 進室 は 、「本学 医学 部教 員 ・学 生等 による優 秀論 文の 選考 基準 」を作成 し、優れ
たものを少数 選 定し、医 学研 究推 進室 掲示 板に掲 示 した 。
・医学 部長 は 、医学 研究 推進 室長 から推薦の あった欧 文論 文の 中か ら優れ たもの を「優 秀 論
文賞 」として表彰 する。また、その 中か ら最 も優れ た論文 若干 数を「最 優秀 論文 賞」として表 彰
する「福井 大 学医 学部優 秀 論文表 彰要 項 」を制 定した 。
・研修 医 をは じめ、新 人看 護師 等 の研修 、薬 学実 習 、医学 生 、看 護学 生 の実技 練習 や診 断学
実習 等 に活用す るため の研 修 ・教育 スペー スとして「福井 大学 医学 部附 属病 院臨 床教 育研 修
センター 」を新築 した。
同センター は、地域 の 医療 関係 者の研 究会 ・講 習会 など生 涯学 習の ためにも利用 され 、医療
人教 育 の拠 点として、実 践重 視型 の教 育環境 を充実 させ、地 域社 会 のニーズ に合った実 践 力
の高 い良 質な医療 人を育成す ることを目指している。
・医師 の意 見書 や 返書 の下書 き等 ができるメディカルクラークを採用 することで医師 の業 務負
担軽 減を図った。
＜工学 部 ＞ ・工 学研 究科 にお ける研 究活 動をより活性 化 し、活動 の水 準を維持 ・発 展させ 、
研究 成果 の量 と質の より高 い水準 をめ ざす ことを目的 としてプロジェクト研究 センターを組織
し、そこで採択 され た研 究 科の 専任 教 員を代 表者 とする研究 プロジェクト、トップジャーナル へ
の論 文掲 載並 びに大 規模 研究 集会 の開 催に対 する経 費 的支 援を行っている。
診療 報酬 請求 業務 の経 験者 採用 （2 名）を行い 、医学 部附 属病 院の 医療事 務 業務 の更なる充
実を図った。
該 当なし
特 にな し
1
1
1
1
1 1
1
1 1 1 1 1
3．卓越した教員等の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組み 調査結束の整理 （大学からの回答のうち「年棒制の導入」などのように共通する取組事例をあげ、同様の取組みと思われる箇所 こ「1」と表示した。）
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国 立大 学名 卓 越 した教 員等 の確 保 に関して平成 22年 度 に導 入 した新 たな取組 み 有 り 無 し
4 3静岡 大学
・新採 用教 員 に研 究室 整 備のた め研究 費を補助 している。（情 報学 部 、理 学 部、創 造科 学技 術
大学 院）・女性 研究 者 （教 育 者）採 用加 速システムに よる助教 の採 用を実施 し、研 究費 および メ
ンター経 費 を補 助している。（情 報 学部 ）・給 与に関 する優 遇 措置として、表彰 等教 育 ・研 究 に
おける実 績を提 出願 い、研究 業績 の 評価を行 い、勤勉 手 当の 優秀者 の選 考 資料 としている。
（情 報 学部 、理 学部 ）・優 秀な教 員にプロジェクト研 究 を組織 させ て、学 長 裁量 経費 （競争 I 型）
により、研 究支 援を行っている。（情報 学 部）・給 与 に関す る優遇 措置 の 一環 として、教 育 ・研
究 ・社 会活 動等 の実 績調 査書 を提 出願 い、昇 給候 補者 の選 考資 料としている。（農学 部）
1 1 1 1 1
4 4浜松 医科 大学
医学博 士 の学位 を有 し、高 度 医療の 指導 業務 を行 い、病 院 に勤務す る医師 に月額 5，00 0円 を
支 給す ることとした 。 1 1
4 5名古 屋大 学
英語 による学部 ・大 学院 プログラム 設置 に伴 い、優 秀な人材 確保 のため 、国 際公募 を行 うとと
もに、諸 手 当や労 働条 件など新たな制 度を整備 中である。 1 1
4 6愛知 教育 大学
広報 、情報 処理 、外 国語 に精通 した者 を公 募により事務 職員 として採用 した 。「科 学 ・ものづ く
り」の特 定分 野に高 い知識 を持ち、精 通した者 を公 募により研究 員とした 。， 1 1
4 7名古 屋工 業 大学 特 になし 1
4 8 豊橋 技術 科学 大学 特 になし 1
4 9 三重 大学 特 になし 1
5 0 滋賀 大学
教員 の教 育及 び研 究等 の遂 行に必 要な知 識及 び能 力の 向上を計るため教 育 、公務 及び社
会 連携 活 動にか かる職務 の全 部または 一部 を一 定期 間免 除し、自らの 研究 に専念 させる制 度
「サバ ティカル研修 」を本年 度秋 学期 か ら実 施す る。
1 1
51滋 賀医科 大 学 特記 事項 なし 1
52 京都 大学
＜生 命科 学研 究科 ＞ ・特 命助 教 、特任 助教 の採 用 。特に特 命助教 につい ては、若 手が 独立
して研 究を実施 するポストとして新設 し、研 究科 がサ ポー トす る体 制を整えている。く物 質一細
胞 統 合システム拠 点＞ ・事務 部に 国際 ・企画 セクションを設置 し、国 際化 の充 実を行った。 ・事
務 部 に施設 ・安 全衛 生セクションを設 置 し、施設 整備 及び 安全衛 生 の強 化した。 ・事 務 部に情
報 システム 管理 室 を設置 し、情 報システム全 般の 強化 を行 った。 ・物質 一細 胞統 合システム 拠
点の 研究 者と学 内他部 局 の研 究者 による共 同研 究を通じて学際 融合 研究 を推 進す るため に
研 究 費の 支援を行 った。
1 1 1 1 1 1 1
5 3 京都 教育 大学 特 になし 1
54 京都 工芸 繊維 大学 特 になし 1
55
56
57
大 阪大学
大 阪教 育大 学
兵 庫教 育大 学
◎　 教 員の 流動 性を高め るとともに、教 職員 の人 事の 活性 化とその 退職 後にお ける人 生設 計
の選択 肢 の多様 化を図 るため 、退職 手 当の支 給 に関し、勧 奨退 職 として取 り扱うことを認 める
定 年前 の早 期退 職制 度であ る「早 期定 年退 職制 度」を正 式に導 入 した 。
◎　 教 員につ いては定 年延 長 （定年 年齢 の引上 げ）により、高 年齢 者雇 用 安定 法に対応 するこ
ととし、関係 就業 規則 を改 正 した 。
◎　 外 国人 、女性 及 び障害 者等 の 多様な人材 を積極 的に活 用 ・開発す ることにより、教育 ・研
究 の 質を一層 向上させ るため、多様な 人材活 用推 進本 部及 び男女 共 同参画 推進 オフィスを設
置 した。
◎　 育 児 又は 家族 の介護 を行 う者にとって、職業 生活 と家庭 生活 との両 立を図ることができる
よう、
・ 育 児休 業の 適用 拡大
・ 子 の看 護休 暇の 拡充
・ 短 時間 勤務 制度 の継 続と、裁 量 労働 制適 用者 、短 時間教 育研 究等 職 員へ の適用 拡大
・ 育 児のた めの 所定 外労働 の 制限
・ 時 間外 労働 の制 限
・ 介 護休 業の 休業 期間 等の 通知
・ 介 護休 暇の 創設 をした 。
卓越 した特任 教 員を確 保す る目的で、学長が 個別 に年俸 を決定す ることを可 能とした。
特になし
1
1
1
1
1 1 1 1 1 1
3．卓越した教員等の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組み 調査結果の整理 （大学からの回答のうち「年権利の導入」などのように共通する取組事例をあげ、同様の取組みと思われる箇所に「りと表示した。）
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国立大 学 名 卓 越 した教 員等 の確 保に 関して平成 22年 度 に導入 した新 たな取組 み 有 り 無 し
58神 戸大 学
○全 学
・平成 19－21年 度までとしていた子 育て中 の全学 男女 研 究者 に、研究 支援 員の 配置 する事業 を
平成 22年 度か ら引き続き措置 できるようにした。
・平成 22 年度 科学 技術振 興調 整 費 （女 性研 究者 養成 システム 改革 加速 事業 ）に採 択され た「レ
ポルー ション l 女性 教員 養成神 戸スタイル」にて、理工 農 系研究 科 における女 性研 究者 の積
極 採 用を通じた教 員確 保に 向けた以 下を立案 している。
（1）常勤 の女 性研 究者 （教 員）の 積極 的な採 用計 画を策定
（2 ）採用 された女 性教 員に対 し、スター トアップ経費 等を充 当
（3 ）女性 研究 者に対 し、研 究 ・ライフメンター の配 置
（4）在籍 女性 教 員に、研 究スキル アップ経 費として旅 費等 を補 助
（5）女性 のボ スドクを育成 研究 員 として雇 用
（6）事 業計 画が促 進できるよう本 事 業内で、女性 研究者 （教 員）を採 用した研 究科 にて、5年 任
期年 俸制 助教 に対 し、全学 経費 か ら補 助
○連 携創 造本 部
・本 学では 、知財 管理 及び 産早 宮連携 を推進す る全 学 的支 援　 組 織として連 携創 造本 部を設
置 し、研究 成果 の社 会還 元を推進 している。今 後 の産 学官 連携 活動 の一層 の戦 略 化 ・効 率化
による自立　 化促進 を目指す ため 【平成2 2年 度イノベーションシステム 整備 事業 「大学 等 産学
官連 携 自立化 促進 プログラム 」（コーディネー タ胃支援 型 ）】に採 択され 、平 成22 年4 月か ら産学
宮連 携コー ディネー ター 1名 を特 命教 授として採 用した。また 、後継者 の 人材 育成 として、コー
ディネー ター 的 業務 を行う若 手人 材1 名を特 命教 授 として採 用 した。
○法 学研 究科　 卓 越 した若 手研 究者 に対 する特 別研 究費 を、部局 長の 判断 で分配す る計
画を推進 している。
○保 健学 研究 科 ・戦略 的 に研究 科の 学生 を指 導す るため に、客 員教授 の制 度を整備 した。
・外 部資 金獲 得の 多い教 員 には、十 分な研 究スペ胃スを再配 分した。
○農 学研 究科 ・教 育 ・研究 の評価 とインセンティブの実現 に向 け、農学 研 究科 自己 点検 ・評
価委 員会 において検 討し、平成2 2年3 月 にポイント制 の導 入を決 定 した 。 ・大 学院 博士 課程
前期 課程 入学 試験 及び 第3 年次編 入 学試験 におい て、平成 24年 度入学 試験 か ら一部 の専 攻 ・
学科 を除き T O E F L を導 入することとした。これにより、国際 標準 評価 の導 入 と入 試 業務 の軽
減を図った。○ 経済経 営研 究 所 ・平成 22年 度より共 同研究 推進 室及 び研究 支援 係を設置
し、教 員研 究支 援 に関する事務 スタッフ機能 の充 実を図っている。 ・部局 内で研 究費 配分 の
公募 を行い、若手教 員を中 心に、優 れたプロジェクトに対 して、スタ胃 トアップ資 金の 提供 を図っ
ている。
1 1 1 1 1 1 1 1 1
5 9奈 良教 育 大学 特 になし。 1
6 0奈 良女子 大学
若 手教 員 （助教 ・講師 ）の 待遇 を改 善し教 育研 究活 動の 活性 化を図るため、部局 の実状 に応 じ
て上位 職へ の 昇任審 査を行 うことが できる特別 措置 を新 たに策定 した。
1 1 1
6 1和歌 山大 学 該 当なし。 1
6 2鳥取 大学 1
6 3島根 大学
平成 22年 4月 から、学 長裁 量 経費 を原 資として、新 規採 用教 員を対象 としたスタートアップ支
援 事業 を実 施している。 1
1
6 4岡 山大学
学位 取得 後の女 性研 究者 を任期 付きでウー マン・テニュア・トラック教 員 （W T T ）として採 用し、
3 年 目に実績 評価 を行 いテニュア教 員として常勤教 員 への採 用の 機会 を付 与す ることで、安定
した採 用枠 とW T T システムを設 け、優秀 な女性 研究者 の確 保 に努めている。なお 、本年4 月 に
はW T T システムによりテニュア教 員 として4 名の 助教 を採 用している。
1 1 1
6 5 広 島大学
・任期 付き助教 に対 して、教 育環 境 の整 備・充 実を 目的 として、若手 教 員支援 経 費を支 給す る
（採用 後、3 年間 程度 ）【大 学院 先端 物 質科学 研究 科】
1 1 1
3．卓越した教員等の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組み 調査結果の整理 （大字からの回答のうち「年棒制の導入」などのように共通する取組事例をあげ、同様の取組みと思われる箇所に「1」と表示した。）
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国立大学名 卓越した教員等の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組み 有り 無し
66 山口大学
・競争的資金や寄附金、病院収入など自己収入を財源とした新たな職種制度を導入した。
・大学教育職員の従来の63歳定年を改め、65歳への段階的引き上げと選択定年制 （63歳～
65歳）を導入した。
・平成19年度より、科研費の間接経費を「研究プロジェクト経喪」として、申請に基づく審査を
経て配分しているところであるが （ただし、次年度の科研費へ研究代表者として応募することが
条件）、平成22年度より、科研費不採択者のうち総合評価がAだった教員も申請することができ
るようにしたことで、不採択者教員の科研費申請に係るモチベーションの維持に貢献している。
・優れた研究業績を持つ定年退職教員（名誉教授）を学部の「特別研究員」として迎え、学部
内の施設・設備を無償で貸与し、科研費の研究や受託・共同研究を引き続いて行っていただ
き、他の現職教員の模範となっていただいている。（ただし、無給。）
・学部長裁量経費で新規採用教員に対しスタ胃トアップ経費を配分し研究支援を実施。
・従来は、一部専任教員については他学部からの割愛により補てんしていたが、今年度から
新たな産学官連携の在り方や外部資金の獲得等、出口戦略までを見据え、より自律的かつ積
極的な機構運営を実現するため、広く公募による選考を原則化した。
・教員研究費については、一律に配分するのではなく、研究計画書を提出させる制度にシフト
し、競争的な教員研究費の配分を行っている。
・JST産学官連携共同研究拠点整備事業の採択により、研究分野を絞り、最新の施設・設備
を設置した。
1 1 1 1 1 1 1
67 徳島大学 特任教員制度の新設 1 1
68 鳴門教育大学
平成22年4月1日付けで、学長が特に必要と認めた教員及び研究員については年俸制が適用
できることとした。これにより、ある一定期間においてプロジェクト等を担 当する教員・研究員が
必要となった場合に、年間所得の面で一般教員よりも優遇された条件で労働契約を結ぶことが
できるようになった。
1 1
69 香川大学 特になし 1
70
71
72
愛媛大学
高知大学
福岡教育大学
・学長裁量経費を財源として重点配分する研究開発支援制度を平成22年度から「研究活性化
事業」として再構築し、そのうち着任1年以内の教員の研究を支援する「スタ胃トアップ経費」を
新設した。
・女性未来育成センターを設置し、女性研究者活躍促進のための環境整備と意識改革、女性
教員の積極的な拡大等、女性研究者がその能力を最大限に発揮できるよう、全学的に女性研
究者に対する支援を行う。
医学部では、「知的好奇心と精気に満ちた医学アカデミアで真理を探究する」、「臨床と基礎が
一丸となって組織的にトランスレーショナルリサ肩チを行う」、「学生が主体的かつ意欲的に参
加して独 自性の高いリサーチマインドを磨く」ことを目的として、医学部の教育 ・研究活動拠点と
しての「先端医療学推進センタ肩」を平成21年度9月に設置し、平成22年度は、学長裁量経費
から当該センターに係る研究推進費として5千万円を配分した。（3年間で1億5千万配分予定。）
特になし
1
1
1
1 1
1 1
3．卓越した教員等の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組み 調査緬裏面 憂画‾て吏学からの回答のうち「年棒制の導入」などのように共通する取組事例をあげ、同様 の取組みと思われる箇所に「1」と表示した。）
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国 立大 学名 卓越 した教 員等 の確保 に関 して平成2 2年 度に導 入した新 たな取組 み 有 り 無し
7 3九州 大学
科学 技術振 興調 整 費『女 性研 究者 養成 システム 改革 加速』事 業「女 性枠 設定 による教 員採
用 ・養成 システム 」により、平 成2 1年度 から採 用を行っている理 工農 分野 に加え、平成2 2年 度
採用 分 からは 、大 学の 自主 経費 により、理工農 以外 の 分野 においても本 システムでの 採用 を
開始 した。平成2 2年度 は3 名 の採用 を決 定 してお り、今後 も各 年度2 ～3名 程度 の採 用を予 定し
ている。
（理 工農 分野 については 、平 成22 年度 採用 分の 全学 審査 を9 月下旬 に予 定 （平 成2 1年 度は 10
名採 用 ））
本 システム で採用 された教 員に対 しては、スター トアップ初年 度研 究 費 （実 験系 150 万円 、非
実験 系 100 万円 ）や 、2 ～3 年 目の研 究費 について年 間100 万 円を支 援す るほ か 、スキ ルアップ
セミナー を実 施す るなど、採 用だけでなく支援 の面 でも卓越 した女性 研究 者の 確保 のため の施
策を行っている。
※本 システム は 、女性 比率 が低 い理工 農分 野 の部局 に対 し、各部 局の 人事 ポイントを活用 し
毎年 5 名 分の 「女 性枠教 員ポ スト」を設定 、女性 限 定の 国際 公募を行 い、採 用候補 者の 能 力と
部局 の採 用 ・養成計 画を含 めて全学 審査 を実 施 し採 用者 を決 定す るもの （平 成2 1年度 より本
稼働 ）。
1 1 1
74九 州工 業大 学
研究 施設 の改 修を行った 。重 点プロジェクトセンタ胃を設置 し、集 中的 に資金 を投 入している。］
1 1
75佐 賀大 学
各 研究 者の 年間 の研 究 業績を評価 し、最 優秀 の50 歳 以下の 教職 員 1 名へ 研究 費として50 万
円を授与 。また芸術 文 化、社 会貢 献 、国際 貢献 の分 野で顕 著な業積を挙 げた50 歳 以下の 教
職員 1 名 へ、研究 費として50 万円 授与 してい る。また独 創的 又は 先駆 的な研究 課 題に取 組
み、極 め て優 れた研 究成 果をもたらしたと学 長 が認め る研 究 について月額 6万 円 （原 則 として3
年間 ）を研究 推進 特別 手 当として支給 。
1 1 1
76長 崎大 学
・テニュアトラック教 員 にインセンティブとして毎年 相当額 の研 究 費を支 給 イ ンセンティブの 付
与をより明 確に することにより、教 育研 究 の活性 化を図 るため 、大学 教員 の勤 勉手 当にお ける
勤務成 績優 秀者 lこつい て学 長 が直接 選考 する枠を設けた
1 1 1 1
77熊 本大 学
・エイズ学 研 究センター が 、人事 制度 活性 化の ためテニュアトラック制 度を導入 した。
・教 員の 専門 分野 に関する能 力を向上 させることを目的 として、教 員 の職 務の 全部 又は 一部 を
一定 期間 免除 し、自主的 に調査 研究 に専念 するサバ ティカル 制度 を、本 学 に5年 以上勤 務 して
いる教 員を対象 として導 入した。
・本学 は 「世界 最高 水準 の研 究」を拠 点形 成研 究A として、「世界最 高 水準を 目指しうる研 究」を
拠 点 形成研 究 B として選 定 し、人 、資金 、スペースの 面か ら重点 的に支 援 してお り、拠 点 形成 研
究A に は1．00 0万 円 、拠点 形成 研究 B には 500万 円を上 限として研究 費を配分 している。
中でも、グロー バル C O E プログラム に採択 され ている優 れ た拠 点 に対しては 、正職 員4 名、有
期雇用 職 員5 名か ら成るグロー バル C O E推 進室 を設 置し、種 々 の支 援業 務により研究 者の 負
担軽減 を図っているほ か、2 階建 て総 面積 1、300 平米 超の 共用研 究棟 を新設す るなど、その 事
業推進 を全面 的にバ ックアップしている。
また、本 学では 「科学 研究 費補 助金 申請 ・採 択増の 方針 」を定め 、科研 費 申請 のうち 、不 採
択になった研 究課 題で、科研費 の審 査評 点 がA （採 択課 題 に準 ずる程度 ）に該 当す るもの の 中
から、研究 推進 会議 で選 出 し、若手 教 員以外 の教 員 （若手 研究（A ）（B ）の 申請 年齢 制 限を越 える
年齢 以上 ）には 最大 100 万円 、教 員以外 の応 募資 格を有す る研 究者 には最 大 10 万 円の研 究 費
をインセンティブとして付 与している。
若手教 員 （若 手研究 （A ）（B ）の 申請年 齢制 限 以下 ）に対す る支 援の 取り組み としては 、本年 度
「若手 研究 者支 援制 度実 施要 項」を定 め、科 研費 等の 採択 状況 に応 じて、総 額3 千万 円の 研究
費を支援す ることとしている。
更に、続争 的資 金を除いた 受託研 究 及び共 同研 究の 受入教 員で、間接 経費 等の 獲得 額が
多い教 員に対 しては、規定された額 の「研 究 奨励貴 」をインセンティブとして付与 している。
1 1 1 1 1 1 1 1
3．卓越した教員等の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組み 調査結果の整理 （大学からの回答のうち「年棒制の導入」などのように共通する取組事例をあげ、同様の取組みと思われる箇所 こ「1」と表示した。）
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国立 大学 名 卓越 した教 員等 の確保 に関 して平 成2 2年度 に導 入した新 たな取組 み 有 り 無し
78大分 大学
短 期雇 用につ いては、平 成22 年3 月よりプロジェクト型事 業 として認 められ た経費 により雇用 さ
れ る者について 、これまでの給 与決 定方 法 によらず 職務 給として、給 与 の設定 が行 える年 俸制
による給与 支給 を可 能とし、卓越 した教 員等の 確保 のため の一 助として制度 化を実施 した。 1 1
79宮崎 大学 特 になし。 1
80 鹿 児 島大 学 特 にありません 。 1
8 1 鹿 屋体 育 大学 特 になし 1
8 2 琉球 大学 特 になし。 1
8 3
政策 研究 大学 院大
学
・外 国 の優 秀な研 究者を胃 定期 間招碑 し、教 育研 究 に専 念 してもらうことによって、本 学 の教 育
研 究活 動の 活性 化 に資することを目的 として、「招碑 教 員制 度」を導入 した。 ・本学 の専任 教 員
に対して、本 学の 業務 を一 定期 間免 除し、国内外 において研 究活 動に専 念させ ることによっ
て、教 員 の研 究の 質向上 、活 動の 活性 化を図ることを目的 として、「サ バティカル制度 」を導 入し
た。
1 1 1
8 4
総合 研究 大学 院大
学
・各々 の教 授又 は准教 授 と教 育 研究 上連 係協 力の できる助教 の配置 ・専 任教 員の 勤務 評価
に基 づき、期 末勤勉 手 当へ 反映 ・基盤 的な教 育研 究活 動を担保す るため の経 費 の措置 ・ス
ター トアップ資金 の 提供 ・学長 裁量 経 費による研 究環 境整 備
1 1 1
8 5
北陸 先端 科学 技術
大学 院大 学
・教 員 の流 動性 の確保 による活 力 ある教 員組 織を整備 するため、全 面的 な任期 制を適用 する
一 方で 、優 秀な 人材の 定着 を図 り、長 期的な視 点 に立った教 育研 究に 取り組む 体制 を整 備す
るため 、平成 18 年度に採 択 され たテニュア ・トラックの導 入を支援 する文 部 科学 省 「若 手研 究者
の 自立 的研 究環 境整 備促 進プログラム 」による科学 技 術振 興調 整費 「若手 研究 者の 自立 的研
究 環境 整備 促進 」事 業を推進 しつつテニュア制の 制度 設計 を行 い、教 授及 び准 教授 にテニュ
ア ・トラックを適 用す るテニュア制 を導 入 した （平成2 1年 10 月から施 行 ）。
・本 学 では、既 存の 学問 体 系にとらわ れない流 動的な研 究推 進組 織 として 、「研究 ユニット」制
度 を設 置しているが 、平成 21年 度 に採 択され た教 育研 究高 度化 のため の支援 体制 整備 事 業
「J A IS T／エクセレントコア （J A IST －EC ）形 成支 援プロジェクト」によって、実績 の ある研 究ユニッ
トを重 点的 に支 援した。
・平成 21年 度 に採択され た教育 研 究高 度化 のため の支 援体制 整備 事 業「J A IST ／エクセレント
コア （J A IST －EC ）形 成支 援プロジェクト」によって、研究 員 、R A 等研 究支 援者 の充 実に よる研究
支 援体制 の 強化 を重 点的 に進 めた。
1 1 1 1 1
8 6
奈 良先端 科学 技術
大学 院大 学
・r教 員選考 会議 」を常設 し、学 長 のリーダーシップの下 、大学 の将 来を見据 えた戦略 的な教 員
人事を行う体 制とした。
・競争 的資 金の 活用 により、特任 教 員、ボスドクとして、優 秀な人材 を世 界か ら招碑 し、国際 的
な教 育研 究拠 点形 成に 向け研 究体 制の 強化を進 めた。
・重点 戦略 経費 、支 援財 団の寄 附金 、競 争的 資金 等を活 用し、スター トアップ資金 や若 手研 究
者 支援経 費 として、新任 教 員や若 手教 員 に対して、研 究資 金を機 動 的か つ柔軟 に配 分し、研
究 設備 、研 究補 助員 の充 実を図った 。
1 1 1 1 1 1 1
441 42 ］7 1 8 1 8 1 1 1 15 1 11 1 11 1 5 1 8 1 18 】 3 】 6 1 3 1 6 1 12
4．大学院在学者数　　　　　　　　　　　　　　【大学】
20 0 9 年 5 月 1 日 現 在 （人 ）
国 立 大 学 名
大 学 院 在 学 者 数
左 の 計
合 計
昼 間 夜 間
博 士 課 程 修 士 課 程 専 門 職 学 位 課 程 博 士 課 程 修 士 課 程 専 門職 学 位 課 程 博 士 課
程
修 士 課 程
専 門 職 学
位 課 程男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
1 北 海 道 大 学 1，72 8 60 5 2 ．5 8 9 8 8 1 2 8 6 8 7 0 0 0 00 0 2 ，3 3 3 3 ，4 70 3 73 6 ，1 76
2 北 海 道 教 育 大 学 0 0 16 1 1 4 4 5 5 20 0 0 0 0 0 0 0 3 0 5 75 3 8 0
3 室 蘭 工 業 大 学 5 8 7 4 2 8 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 5 4 6 8 0 5 3 3
4 小 樽 商 科 大 学 9 1 13 1 1 7 0 1 1 0 0 0 0 0 0 10 24 8 1 1 15
5 帯 広 畜 産 大 学 15 18 7 0 4 8 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 1 18 0 15 1
6 旭 川 医 科 大 学 8 1 14 4 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 9 5 4 6 0 1 4 1
7 北 見 工 業 大 学 2 3 6 2 2 7 14 0 0 0 0 0 0 0 0 2 9 2 4 1 0 2 7 0
8 弘 前 大 学 18 5 8 5 3 1 0 1 33 0 0 0 0 0 0 0 0 27 0 4 4 3 0 7 13
9 岩 手 大 学 16 2 4 0 4 7 8 1 58 0 0 0 0 0 0 D 0 20 2 6 36 0 8 3 8
1 0東 北 大 学 1 98 1 6 76 2 ．9 8 6 8 7 0 2 9 5 73 0 0 0 0 0 0 2 ，6 5 7 3 ，8 56 3 68 6 ，8 8 1
1 1 宮 城 教 育 大 学 0 0 3 3 3 0 5 1 16 0 0 0 0 0 0 0 63 67 13 0
1 2秋 田 大 学 13 5 5 0 2 8 9 9 7 0 0 0 0 0 0 0 0 18 5 3 8 6 0 5 7 1
1 3山 形 大 学 20 4 5 8 7 7 6 2 34 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 26 2 1．0 10 2 1 1 ．2 9 3
1 4福 島 大 学 0 0 18 3 1 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 9 1 0 2 9 1
1 5茨 城 大 学 9 2 17 6 8 4 2 1 6 0 0 0 0 0 0 0 0 10 9 9 0 0 0 1 ．0 0 9
1 6 筑 波 大 学 1，3 6 6 8 4 2 2 ．5 1 5 1 ．1 52 0 0 1 2 4 2 4 19 4 1 38 1 42 5 1 2 ．35 6 3 ．9 9 9 19 3 6 ．5 4 8
1 7筑 波 技 術 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 8宇 都 宮 大 学 1 11 18 5 8 2 2 33 0 0 0 0 0 0 0 0 12 9 8 15 0 9 4 4
1 9群 馬 大 学 3 9 5 15 1 7 3 3 2 23 1 7 11 0 0 0 0 0 0 54 6 9 5 6 2 8 1 ，5 3 0
20埼 玉 大 学 16 8 6 7 6 4 8 2 16 0 0 4 1 8 5 7 2 1 0 0 28 4 9 4 2 0 1 ．2 2 6
2 1 千 葉 大 学 8 5 1 3 9 1 1 ．5 3 1 73 2 8 5 2 0 0 0 11 19 00 1 ，2 4 2 2 ．2 9 3 10 5 3，6 4 0
2 2東 京 大 学 4 16 4 1 ．8 8 2 5 ．1 22 1，5 9 7 6 3 3 3 6 6 0 00 0 0 6 0 4 6 6 ．7 1 9 9 9 9 13 7 6 4
2 3東 京 医 科 歯 科 大 学 6 3 4 4 4 5 9 7 18 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 7 9 2 7 9 0 1，3 5 8
2 4東 京 外 国 語 大 学 8 4 1 3 1 1 1 5 2 22 0 0 0 0 0 0 0 0 2 15 3 3 7 0 5 5 2
2 5東 京 学 芸 大 学 4 9 7 6 3 0 0 4 0 8 3 1 2 3 0 0 0 1 0 0 12 5 7 0 9 5 4 8 8 8
2 6東 京 農 工 大 学 4 0 7 13 0 9 90 3 24 7 8 5 0 0 0 0 0 0 53 7 1 ．3 1 4 8 3 1 ．9 3 4
2 7 東 京 芸 術 大 学 10 6 1 6 2 4 1 9 5 14 0 0 0 0 0 0 0 0 2 6 8 9 3 3 0 1，2 0 1
2 8東 京 工 業 大 学 1 ．2 5 7 2 9 2 3 ．0 23 5 187 6 17 0 0 0 0 0 0 1 ，5 4 9 3 ，5 4 1 9 3 5，1 8 3
2 9東 京 海 洋 大 学 1 2 9 5 5 3 18 17 3 0 0 0 0 0 0 0 0 18 4 4 9 1 0 6 7 5
3 0お 茶 の 水 女 子 大 学 0 4 9 7 0 5 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0 4 9 7 5 7 6 0 1 0 7 3
3 1電 気 通 信 大 学 2 3 0 3 9 9 78 9 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 6 9 1 ，0 6 9 0 1．3 3 8
3 2 一 橋 大 学 4 0 5 2 7 7 4 30 2 7 3 36 6 1 8 5 4 4 2 0 4 9 1 1 00 7 4 6 7 6 3 5 5 1 2 ，0 60
3 3 横 浜 国 立 大 学 4 1 4 1 3 8 1 ．3 79 4 4 4 10 4 4 8 0 00 0 0 0 5 5 2 1 ．8 2 3 1 5 2 2 ，5 2 7
3 4新 潟 大 学 5 4 4 2 3 7 1，0 4 0 3 119 2 4 4 0 0 0 0 3 3 1 4 7 8 1 1 ，3 5 1 1 8 3 2 ．3 1 5
3 5長 岡 技 術 科 学 大 学 1 44 2 8 8 3 2 6 4 3 2 1 0 0 0 0 0 0 1 7 2 8 9 6 3 3 1，1 0 1
3 6上 越 教 育 大 学 0 0 3 3 9 2 3 6 5 8 2 5 0 0 0 0 0 0 0 5 7 5 8 3 6 5 8
3 7富 山 大 学 1 7 3 7 3 6 0 3 2 1 9 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 6 8 2 2 0 1．0 68
3 8 金 沢 大 学 6 6 1 24 5 1．0 5 8 2 8 72 3 2 0 0 0 8 0 0 9 0 6 1 、3 4 5 1 0 4 2 ．3 5 5
3 9福 井 大 学 1 6 7 3 9 4 93 1 11 3 8 1 2 0 0 0 0 0 0 2 0 6 6 0 4 5 0 8 6 0
4 0山 梨 大 学 1 5 6 7 5 4 54 13 8 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 1 5 9 2 0 8 2 3
4 1信 州 大 学 3 3 6 1 0 8 1 ．2 26 2 8 96 9 1 5 0 0 3 2 6 0 0 4 4 4 1 ．5 5 3 8 4 2 ，0 8 1
4 2岐 阜 大 学 4 2 5 1 3 6 7 34 2 6 1 3 3 1 0 0 0 0 0 0 0 5 6 1 9 9 5 4 3 1，5 9 9
4 3 静 岡 大 学 1 5 9 2 6 1，0 2 0 2 7 9 7 g 2 8 0 0 0 0 0 0 18 5 1 ，2 9 9 1 0 7 1，5 9 1
4 4浜 松 医 科 大 学 10 1 3 8 3 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 9 4 5 0 1 84
4 5名 古 屋 大 学 1 ，5 3 8 7 5 6 2 ．6 5 2 8 6 5 12 7 1 1 1 0 00 0 0 0 2 ，2 9 4 3 ，5 1 7 2 3 8 6 ．0 4 g
4 6愛 知 教 育 大 学 0 0 14 3 1 2 6 5 4 2 8 0 0 1 1 24 0 0 0 3 0 4 8 2 3 86
4 7名 古 屋 工 業 大 学 1 85 3 6 1．2 5 6 1 4 6 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1 1 ，4 0 2 0 1．6 23
4 8 豊 橋 技 術 科 学 大 学 12 2 1 1 7 5 2 6 7 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 3 8 1 9 0 9 52
4 9 三 重 大 学 2 52 6 8 6 7 4 2 2 9 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 0 9 0 3 0 1 ．2 23
5 0 滋 賀 大 学 22 6 13 7 1 1 8 0 0 0 0 0 0 0 0 2 8 2 5 5 0 2 83
5 1滋 賀 医 科 大 学 82 4 7 5 2 7 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 9 3 2 0 1 6 1
5 2京 都 大 学 2 66 4 96 7 3 ．7 17 1 ．0 3 7 5 8 22 2 4 0 0 0 0 0 0 3 ，6 3 1 4 ．7 5 4 8 0 6 9 ．19 1
5 3京 都 教 育 大 学 0 0 8 6 8 9 6 0 5 5 0 0 0 0 0 0 0 1 7 5 1 1 5 2 90
5 4 京 都 工 芸 繊 維 大 学 1 2 7 5 7 7 30 19 6 0 0 0 0 0 0 0 0 18 4 9 2 6 0 1，1 10
5 5 大 阪 大 学 2 ．04 7 8 7 5 3 ．5 14 1，1 2 3 2 0 9 8 8 0 00 0 0 0 2 ，9 2 2 4 ．6 3 7 2 9 7 7 8 5 6
5 6大 阪 教 育 大 学 0 0 18 8 16 5 0 0 0 0 6 1 5 7 0 0 0 4 7 1 0 4 7 1
5 7兵 庫 教 育 大 学 70 5 5 2 7g 3 0 4 1 19 5 7 00 0 0 0 0 1 2 5 5 8 3 1 7 6 8 84
5 8神 戸 大 学 1 ．0 7 1 5 2 3 1．9 7 5 8 9 8 2 7 0 8 5 0 00 0 0 0 1 ，5 9 4 2 ，8 7 3 3 5 5 4 ．8 2 2
5 g 奈 良 教 育 大 学 0 0 6 2 7 2 18 2 6 0 0 0 0 0 0 0 1 3 4 4 4 1 7 8
6 0 奈 良 女 子 大 学 0 2 50 0 3 9 6 0 0 0 0 0 0 0 0 2 5 0 3 9 6 0 6 4 6
6 1和 歌 山 大 学 4 3 9 3 4 8 1 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5 2 4 6 3 0 5 15
6 2鳥 取 大 学 28 8 10 9 5 3 4 1 7 9 0 0 0 0 0 0 0 0 3 9 7 7 1 3 0 1 ，1 10
6 3島 根 大 学 12 2 5 7 3 4 6 1 8 3 6 0 2 3 0 0 0 0 0 0 1 7 9 5 2 9 8 3 7 9 1
6 4 岡 山 大 学 89 7 38 8 1 ，2 9 0 5 8 5 13 6 1 0 0 0 0 0 1 00 1 ，2 8 5 1 ．8 7 6 2 3 6 3 ，3 97
6 5 広 島 大 学 1．1 19 57 9 1 ．6 8 0 8 1 5 13 1 6 0 4 3 2 2 4 2 300 0 1 ，7 6 3 2 ．5 6 7 1 9 1 4 ，5 2 1
6 6 山 口 大 学 39 5 15 2 8 5 1 2 3 8 3 7 3 0 0 0 0 0 0 5 4 7 1 ．0 8 9 4 0 1 ，6 76
6 7徳 島 大 学 4 3 6 2 2 9 8 5 1 2 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6 5 1，1 1 2 0 1 7 77
6 8鳴 門 教 育 大 学 0 0 2 19 2 3 1 4 g 3 3 0 0 0 0 0 0 0 4 5 0 8 2 5 3 2
6 g香 川 大 学 1 3 7 4 5 3 3 2 1 5 6 1 19 2 8 0 0 0 0 0 1 8 2 4 8 8 1 4 7 8 1 7
7 0 愛 媛 大 学 2 50 94 7 2 6 2 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4 4 9 5 9 0 1．3 0 3
7 1高 知 大 学 12 3 64 2 7 3 1 5 7 0 0 0 0 0 0 0 0 1 8 7 4 3 0 0 6 1 7
7 2 福 岡 教 育 大 学 0 0 7 2 9 5 13 6 0 0 0 0 0 0 0 1 6 7 1 9 1 8 6
7 3九 州 大 学 1，83 2 69 9 2 ，9 6 6 9 0 6 2 8 7 1 8 5 0 0 0 0 02 ．5 3 1 3 ，8 7 2 4 7 2 6 ，8 75
7 4九 州 工 業 大 学 20 6 3 3 1 ，2 7 1 8 9 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 9 1 ，3 6 0 0 1，5 99
7 5佐 賀 大 学 17 4 10 2 6 0 3 1 6 7 0 0 0 0 0 0 0 0 2 7 6 7 7 0 0 1，0 4 （5
7 6長 崎 大 学 4 8 2 18 5 5 4 5 1 8 2 2 6 1 4 0 0 0 0 0 0 6 6 7 7 2 7 4 0 1 ，4 34
7 7 熊 本 大 学 5 2 1 16 6 1 1 0 7 3 8 86 3 2 9 0 0 0 0 0 0 6 8 7 1 ．4 9 5 9 2 2 ，2 74
7 8大 分 大 学 13 g 4 0 3 6 8 1 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7 9 5 3 9 0 7 18
79宮 崎 大 学 15 2 5 2 3 8 9 9 9 2 4 18 0 0 0 0 0 0 20 4 4 88 4 2 7 3 4
80鹿 児 島 大 学 4 8 3 17 9 8 5 5 2 3 4 4 9 3 4 0 0 0 0 0 0 6 6 2 1，08 9 8 3 1 ．8 3 4
8 1鹿 屋 体 育 大 学 3 1 1 1 3 6 6 0 0 0 0 0 0 0 0 4 2 4 2 0 8 4
8 2 琉 球 大 学 17 1 7 5 4 0 5 2 1 5 5 7 3 9 0 0 0 0 0 0 24 6 62 0 96 9 6 2
8 3 政 策 研 究 大 学 院 大 学 4 6 2 7 2 1 9 10 2 0 0 0 0 0 0 0 0 7 3 3 2 1 0 3 94
84総 合 研 究 大 学 院 大 学 3 8 2 16 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 54 4 0 0 5 4 4
85北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 2 2 5 4 2 5 5 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 6 7 6 5 7 0 9 24
86奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 2 3 8 6 2 5 9 1 1 5 4 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 74 5 0 1 ，0 4 5
国 立 大 早　 計　　 8 6 大 学 3 5 ，3 8 1 1 5 ．3 8 76 9 ，8 1 7 2 5 ．06 0 5 ，1 2 0 2 ，3 0 6 2 5 2 7 4 4 5 7 3 0 8 1 75 6 5 5 1 ．09 4 95 ．64 2 7 ．6 6 6 15 4 ，4 0 2
公 立 大 早　 計　　 6 9 大 学 2 ，8 3 2 1 ．5 9 1 6 ，4 4 7 3 ．68 6 5 6 9 17 9 0 0 16 2 1 1 1 00 4 ．42 3 10 ，40 6 74 8 15 ．5 7 7
私 立 大 学　 計　 4 23 大 学 1 1 ．1 8 2 6 ．3 0 6 39 ，0 1 5 20 ，30 0 9 ．5 2 5 3 ．5 8 71 2 7 9 0 5 9 5 5 1g 9 00 2 1 1 1 7，70 5 6 0 ．4 2 9 14 ，22 3 9 2 ，3 5 7
合 計　　　　 5 7 8 大 学 4 9 ，3 9 52 3 ，2 8 4 1 15 ．2 7 9 49 ．04 6 1 5，2 14 6 ，0 7 2 3 7 9 16 4 1，2 14 9 3 8 1 ，0 75 27 6 7 3，22 2 16 6 ，4 7 7 2 2 ，63 7 2 6 2 ，3 3 6
（注1）公立大学は、2009年5月1日現在設置の77大学のうち69大学から回答（1人以上）を得た。
（注2）私立大学は、2009年5月1日現在設置の596大学のうち423大学から回答（1人以上）を得た。
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5．外国人留学生数 【大学】
2009年5月1日現在　　（人）
国 立 大 学 名
① 学 部
一 般 （専 攻 科 ・別 科 ・聴 講 生 ・選 科 生 ・研 究 生 等 を 除 く。）
人 文 科 学 社 会 科 学 理 学 工 学 農 学
保 健 （医 ・
歯 学 ）
保 健 （医 ・
歯 学 除
く）
商 船 家 政 教 育 芸 術 そ の 他 計
1 北 海 道 大 学 6 12 2 5 2 13 3 5 0 0 5 0 0 9 8
2 北 海 道 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 6
3 室 蘭 工 業 大 学 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0
4 小 樽 商 科 大 学 0 23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3
5 帯 広 畜 産 大 学 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 10
6 旭 川 医 科 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 北 見 工 業 大 学 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1
8 弘 前 大 学 1 4 0 5 5 4 1 0 0 3 0 2 2 5
9 岩 手 大 学 0 6 0 3 3 7 0 0 0 0 4 0 3 5 3
1 0東 北 大 学 15 18 8 4 3 0 0 2 0 0 0 0 0 8 6
1 1宮 城 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 5 0 0 3 5
1 2秋 田 大 学 4 0 0 6 2 0 1 0 0 0 0 0 0 6 7
1 3山 形 大 学 3 1 1 1 4 4 4 0 0 0 0 4 0 0 6 7
1 4福 島 大 学 0 74 0 0 0 0 0 0 0 1 8 0 1 2 9 6
15茨 城 大 学 1 10 9 6 1 3 0 0 0 0 1 6 0 0 10 0
16 筑 波 大 学 9 3 9 1 9 78 5 1 0 0 0 3 3 1 15 8
1 7筑 波 技 術 大 学 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3
1 8宇 都 宮 大 学 0 0 0 5 4 4 0 0 0 0 1 4 0 2 9 1 0 1
1 9群 馬 大 学 0 0 0 7 0 0 2 0 0 0 3 0 0 7 5
2 0埼 玉 大 学 3 2 60 16 6 3 0 0 D 0 0 7 0 4 0 2 18
2 1 千 葉 大 学 2 6 59 18 8 2 8 8 4 0 0 1 1 0 0 2 16
2 2東 京 大 学 8 3 1 2 5 3 8 0 4 0 0 4 0 10 1 2 1 1
2 3東 京 医 科 歯 科 大 学 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 D 0 7
2 4東 京 外 国 語 大 学 12 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 8
2 5東 京 学 芸 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1 0 0 5 1
2 6東 京 農 工 大 学 0 0 0 5 6 4 0 0 0 0 0 0 0 6 0
2 7東 京 芸 術 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 6
2 8東 京 工 業 大 学 0 0 19 2 19 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 8
2 9東 京 海 洋 大 学 0 0 0 0 2 8 0 0 6 0 0 0 0 3 4
3 0お 茶 の 水 女 子 大 学 18 0 1 0 0 0 0 0 9 0 0 0 2 8
3 1電 気 通 信 大 学 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0
3 2 一 橋 大 学 0 14 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 3
3 3横 浜 国 立 大 学 0 12 0 0 5 4 0 0 0 0 0 5 6 0 0 2 3 0
3 4新 潟 大 学 0 14 4 3 5 0 0 1 0 0 1 0 0 5 5
3 5長 岡 技 術 科 学 大 学 0 0 0 7 4 0 0 0 0 0 0 0 0 7 4
3 6上 越 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 7 富 山 大 学 2 0 16 2 6 8 0 0 1 0 0 2 3 0 1 12
3 8金 沢 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 9福 井 大 学 0 0 0 7 3 0 0 0 0 0 4 0 8 7 7
4 0山 梨 大 学 0 0 0 7 6 0 0 0 0 0 4 0 0 8 0
4 1信 州 大 学 9 4 3 9 6 9 5 0 1 0 0 0 0 0 1 3 6
4 2岐 阜 大 学 5 2 0 4 9 0 5 0 0 0 1 0 0 6 2
4 3静 岡 大 学 7 18 4 3 7 7 0 0 0 0 D 0 5 7 8
4 4浜 松 医 科 大 学 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2
4 5名 古 屋 大 学 1 5 2 7 3 8 4 7 0 2 0 0 1 2 0 0 1 5 0
4 6愛 知 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5
4 7名 古 屋 工 業 大 学 0 0 0 1 10 0 D 0 0 0 0 0 0 1 1 0
4 8豊 橋 技 術 科 学 大 学 0 0 0 6 4 0 0 0 0 0 0 0 0 6 4
4 9三 重 大 学 6 10 0 3 1 4 0 0 0 0 3 0 5 5 9
5 0滋 賀 大 学 0 4 3 0 0 0 0 0 0 0 1 6 0 0 5 9
5 1滋 賀 医 科 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 2京 都 大 学 4 4 3 2 7 6 1 1 0 4 0 0 0 0 0 1 4 0
5 3京 都 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 10
5 4京 都 工 芸 繊 維 大 学 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1
5 5大 阪 大 学 7 0 5 5 5 1 0 3 0 5 7 0 0 0 0 0 2 4 5
5 6大 阪 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 8 0 0 3 8
5 7兵 庫 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2
5 8 神 戸 大 学 13 3 8 1 1 4 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 5
5 9奈 良 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 14
6 0奈 良 女 子 大 学 2 10 9 0 0 0 0 0 3 1 0 0 2 5
6 1和 歌 山 大 学 0 12 0 17 0 0 0 0 0 1 7 0 0 4 6
6 2鳥 取 大 学 0 0 0 11 1 0 0 0 0 1 0 8 2 1
6 3島 根 大 学 9 0 2 1 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 4 4
6 4 岡 山 大 学 4 2 3 12 3 3 3 7 1 0 0 0 0 0 8 3
6 5 広 島 大 学 0 4 5 5 16 1 2 1 0 0 0 0 1 7 1
6 6山 口 大 学 1 3 3 4 4 0 0 1 0 0 0 0 0 5 2
6 7徳 島 大 学 7 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 8
6 8鳴 門 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 9香 川 大 学 0 17 0 13 3 0 0 0 0 1 0 0 3 4
7 0 愛 媛 大 学 5 16 1 15 2 0 0 0 0 3 0 0 4 2
7 1高 知 大 学 2 2 0 9 0 7 1 0 0 0 1 0 0 4 0
7 2福 岡 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 0
7 3九 州 大 学 5 17 9 6 4 1 0 14 5 0 0 5 0 3 13 2
7 4九 州 工 業 大 学 0 0 0 2 8 0 0 0 0 0 0 0 0 2 8
7 5 佐 賀 大 学 3 8 3 0 3 3 0 9 0 0 0 0 0 0 0 1 10
7 6 長 崎 大 学 0 3 0 0 2 2 0 2 0 0 0 0 0 4 5 9 9
7 7熊 本 大 学 2 0 7 3 15 0 0 2 0 0 0 0 0 4 7
7 8大 分 大 学 0 6 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 6
7 9宮 崎 大 学 0 0 0 2 1 7 0 0 0 0 5 0 0 3 3
8 0 鹿 児 島 大 学 1 3 6 2 1 6 1 1 1 0 0 2 0 0 5 1
8 1 鹿 屋 体 育 大 学 0 0 0 D 0 0 0 0 0 1 0 0 1
8 2琉 球 大 学 7 9 2 2 0 4 0 1 0 0 4 0 5 52
8 3政 策 研 究 大 学 院 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 4総 合 研 究 大 学 院 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 5北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 6奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国 立 大 早　 計　　　 8 6 大 学 5 2 1 1 ，1 4 7 2 4 8 2 ，8 4 5 2 0 1 75 4 4 7 1 2 4 0 5 1 2 2 6 0 5 ，5 7 7
公 立 大 学　 計　　　 7 7 大 学 1 6 9 4 7 5 1 7 1 1 1 9 5 2 7 0 3 0 2 1 3 0 9 4 8
私 立 大 学　 計　　 5 5 2 大 学 6 ，9 4 8 2 6 ，4 3 3 12 2 3 ，2 0 9 2 4 8 4 0 6 3 0 3 8 8 1 6 5 9 0 8 3 ，8 1 8 4 2 ，3 4 2
合 計　　　　 7 1 5 大 学 7 ，6 3 8 2 8 ，0 5 5 3 8 7 5 ，9 6 5 4 5 8 12 0 13 4 7 4 0 3 5 7 0 9 2 2 4 ，2 0 8 4 8 ，8 6 7
（注）私立大学は、2009年5月1日現在設置の596大学のうち552大学から回答（1人以上）を得た。
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5．外国人留学生数　　　　　　　　　　　　　　　【大学】
2 0 0 9 年 5 月 1 日 現 在　　 （人 ）
国 立 大 学 名
② 修 士
一 般 （専 攻 科 ・別 科 ・聴 講 生 ・選 科 生 ・研 究 生 等 を 除 く。）
人 文 科 学 社 会 科 学 理 学 工 学 農 学
保 健 （医 ・
歯 学 ）
保 健 （医 ・
歯 学 除
く）
商 船 家 政 教 育 芸 術 そ の 他 計
1 北 海 道 大 学 2 8 5 5 16 6 3 2 8 2 0 0 0 2 0 0 5 2 2 6 4
2 北 海 道 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0
3 室 蘭 工 業 大 学 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0
4 小 梅 商 科 大 学 0 1 0 0 0 0 0 D 0 0 0 0 0 1 0
5 帯 広 畜 産 大 学 0 0 0 0 1 9 0 0 0 0 0 0 0 1 9
6 旭 川 医 科 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 北 見 工 業 大 学 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4
8 弘 前 大 学 1 9 0 2 5 0 2 0 0 4 0 2 2 5
9 岩 手 大 学 0 0 0 1 8 1 2 0 0 0 0 1 3 0 5 4 8
1 0 東 北 大 学 6 9 7 6 2 1 1 1 6 9 10 4 0 0 1 9 0 2 0 3 4 4
1 1 宮 城 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 8
1 2秋 田 大 学 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 3 0 0 1 5
1 3山 形 大 学 6 4 4 1 6 8 0 0 0 0 4 0 0 4 2
1 4福 島 大 学 0 1 8 0 0 0 0 0 0 0 5 0 8 3 1
1 5 茨 城 大 学 10 1 1 3 3 1 1 1 0 0 0 0 5 0 0 7 1
16 筑 波 大 学 16 2 3 0 19 7 8 5 2 1 5 0 0 0 5 2 2 6 6 3 5 5 1
1 7筑 波 技 術 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 8宇 都 宮 大 学 0 0 0 2 1 1 2 0 0 0 0 7 0 3 8 7 8
1 9群 馬 大 学 0 1 1 0 5 2 0 2 1 0 0 4 0 0 7 0
2 0 埼 玉 大 学 2 9 2 5 4 5 0 0 0 0 0 0 7 0 1 6 1 3 1
2 1 千 葉 大 学 1 0 3 0 1 1 5 3 3 6 0 0 0 1 3 0 4 7 2 4 5
2 2 東 京 大 学 5 6 7 3 3 7 3 0 9 5 2 1 3 9 0 0 1 7 0 1 5 0 7 3 4
2 3東 京 医 科 歯 科 大 学 0 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0 0 9
2 4東 京 外 国 語 大 学 8 6 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 1 12
2 5 東 京 学 芸 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 8 0 0 1 1 8
2 6 東 京 農 工 大 学 0 0 0 4 5 8 6 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1
2 7 東 京 芸 術 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 7 0 5 7
2 8東 京 工 業 大 学 0 0 19 3 5 7 0 0 0 0 0 0 0 0 3 7 6
2 9東 京 海 洋 大 学 0 0 0 0 4 4 0 0 2 5 0 0 0 0 6 9
3 0お 茶 の 水 女 子 大 学 1 4 1 5 0 0 0 0 0 0 1 3 0 7 6 7
3 1 電 気 通 信 大 学 0 0 0 9 4 0 0 0 0 0 0 0 0 9 4
3 2 一 橋 大 学 5 0 1 2 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7 9
3 3横 浜 国 立 大 学 0 1 7 5 0 3 5 0 0 0 0 0 2 5 0 3 1 2 6 6
3 4新 潟 大 学 1 2 2 6 0 6 0 0 0 0 D 9 0 6 5 9
3 5長 岡 技 術 科 学 大 学 0 0 0 6 5 0 0 0 0 0 0 0 0 6 5
3 6上 越 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 2 1
3 7 富 山 大 学 4 3 9 9 3 3 0 2 6 0 0 3 0 0 9 6
3 8 金 沢 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8
3 9福 井 大 学 0 0 D 4 3 0 0 0 0 0 1 2 0 0 5 5
4 0山 梨 大 学 0 0 0 3 8 0 6 0 0 0 6 0 0 5 0
4 1信 州 大 学 1 2 2 4 6 6 2 0 0 0 8 0 0 6 7
4 2岐 阜 大 学 1 4 8 0 2 4 3 0 1 0 0 0 1 3 0 0 9 0
4 3 静 岡 大 学 9 1 6 3 2 9 1 6 0 0 0 0 4 0 12 8 9
4 4浜 松 医 科 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 5名 古 屋 大 学 7 9 1 0 7 6 9 9 7 15 0 0 0 2 2 0 8 3 4 18
4 6愛 知 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 6 0 0 2 6
4 7名 古 屋 工 業 大 学 0 0 0 1 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5
4 8豊 橋 技 術 科 学 大 学 0 0 0 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0 7 6
4 g 三 重 大 学 1 0 5 0 1 3 1 9 0 0 0 0 1 2 0 1 6 0
5 0滋 賀 大 学 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 1 8 0 0 9 8
5 1滋 賀 医 科 大 学 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
5 2京 都 大 学 2 2 5 7 18 1 1 1 2 9 4 1 4 0 0 9 0 77 3 4 1
5 3京 都 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 8
5 4京 都 工 芸 繊 維 大 学 0 0 0 4 3 0 0 0 0 0 0 0 0 4 3
5 5大 阪 大 学 1 0 2 8 7 12 1 7 9 0 4 9 0 0 0 0 2 3 9 5
5 6大 阪 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 5 0 0 2 5
5 7兵 庫 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 9 0 0 3 9
5 8神 戸 大 学 1 0 5 1 7 3 9 4 5 2 3 1 3 2 2 0 0 0 0 3 8 1
5 9奈 良 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0 0 1 7
6 0 奈 良 女 子 大 学 2 8 5 0 0 0 0 0 2 1 6 0 0 4 2
6 1和 歌 山 大 学 0 4 1 0 8 0 0 0 0 0 12 0 0 6 1
6 2鳥 取 大 学 0 0 0 4 9 0 0 0 0 1 0 9 2 3
6 3島 根 大 学 10 0 1 7 0 1 1 2 0 0 0 5 0 0 4 5
6 4岡 山 大 学 5 8 19 3 9 2 0 4 ‖ 1 4 0 0 2 4 0 2 4 2 1 3
6 5 広 島 大 学 6 2 7 1 4 4 0 1 1 5 0 0 0 4 3 0 1 6 7 4 0 3
6 6 山 口 大 学 4 3 8 2 1 1 4 1 2 0 3 8 0 4 7 7
6 7 徳 島 大 学 10 0 0 5 0 0 3 2 0 0 0 0 0 6 5
6 8鳴 門 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 2 1
6 9香 川 大 学 0 4 0 4 8 1 0 0 0 7 0 0 2 4
7 0愛 媛 大 学 3 4 5 1 1 1 3 0 1 0 0 1 0 0 3 8
7 1 高 知 大 学 2 0 3 0 1 5 1 0 0 0 1 0 0 2 2
7 2 福 岡 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2 0
7 3九 州 大 学 10 1 1 5 1 1 1 0 0 5 0 1 1 0 0 0 0 1 50 4 3 8
7 4九 州 工 業 大 学 0 0 0 5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 5 3
7 5佐 賀 大 学 3 0 2 0 2 8 0 1 3 2 0 0 0 0 0 0 9 3
7 6 長 崎 大 学 0 1 7 13 1 0 6 2 8 0 0 6 0 0 6 2
7 7 熊 本 大 学 10 1 3 2 0 0 4 3 0 0 7 0 3 5 8 3
7 8 大 分 大 学 5 1 6 0 4 0 2 0 0 0 0 0 0 2 7
7 9宮 崎 大 学 0 0 0 1 6 4 0 0 0 3 0 0 0 2 3
8 0鹿 児 島 大 学 2 9 2 1 1 1 5 2 0 0 0 1 1 0 0 5 2
8 1鹿 屋 体 育 大 学 0 0 0 0 0 0 8 0 0 2 0 0 2
8 2 琉 球 大 学 16 1 0 1 9 1 2 5 0 7 0 0 2 0 0 7 1
8 3 政 策 研 究 大 学 院 大 学 ロ 2 2 4 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0 2 2 4
8 4総 合 研 究 大 学 院 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 5北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 0 0 0 6 4 0 0 0 0 0 0 0 6 2 1 2 6
8 6奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 0 0 0 2 6 0 0 0 0 0 0 0 2 2 8
国 立 大 学　 計　　 8 6 大 学 9 3 5 2 ，0 7 5 3 6 8 2 ，8 7 7 6 6 9 1 1 0 1 2 4 4 7 2 7 7 76 8 3 1 ，0 8 8 9 ，1 7 9
公 立 大 早　 計　　　 7 7 大 学 18 0 2 5 9 3 4 14 6 1 3 4 1 3 0 1 9 3 4 0 54 7 6 5
私 立 大 学　 計　　 5 5 2 大 学 1 ，0 0 5 4 ，2 9 1 3 9 8 2 3 7 0 8 4 6 0 3 1 1 6 5 2 4 2 9 6 3 7 ．6 8 3
合 計　　　　 7 15 大 学 2 ，1 2 0 6 ，6 2 5 4 4 1 3 ，8 4 6 7 5 2 1 2 2 1 8 3 4 7 7 7 9 4 4 3 6 5 2 ，柑 5 1 7 ，6 2 7
49
5．外国人留学生数　　　　　　　　　　　　　　　【大学】
2 0 0 9 年 5 月 1 日 現 在　　 （人 ）
国 立 大 学 名
③ 博 士
一 般 （専 攻 科 ・別 科 ・聴 講 生 ・選 科 生 ・研 究 生 等 を 除 く。）
人 文 科 学 社 会 科 学 理 学 工 学 農 学
保 健 （医 ・
歯 学 ）
保 健 （医 ・
歯 学 除
く）
商 船 家 政 教 育 芸 術 そ の 他 計
1 北 海 道 大 学 2 9 22 4 9 1 日 1 10 2 3 9 0 0 2 0 4 0 3 9 5
2 北 海 道 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 室 蘭 工 業 大 学 0 0 0 17 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7
4 小 樽 商 科 大 学 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
5 帯 広 畜 産 大 学 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0 0 0 0 1 8
6 旭 川 医 科 大 学 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 8
7 北 見 工 業 大 学 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
8 弘 前 大 学 0 3 0 1 0 6 0 0 0 0 0 0 1 0
9 岩 手 大 学 0 0 0 13 3 7 8 0 0 0 0 0 0 5 0
10 東 北 大 学 5 g 2 9 3 6 19 3 1 1 5 2 7 0 0 13 0 3 0 4 3 0
1 1宮 城 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 2秋 田 大 学 0 0 0 10 0 7 0 0 0 0 0 0 1 7
1 3山 形 大 学 0 0 3 1 7 0 5 0 0 0 0 0 0 2 5
14福 島 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 茨 城 大 学 0 0 4 18 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2
16 筑 波 大 学 4 4 6 7 4 0 9 1 10 6 17 0 0 0 2 6 2 1 5 5 4 6 7
17筑 波 技 術 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18宇 都 宮 大 学 0 0 0 15 0 0 0 0 0 0 0 7 2 2
19群 馬 大 学 0 0 0 3 5 0 4 0 1 0 0 0 0 0 7 6
2 0 埼 玉 大 学 1 3 8 0 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2
2 1 千 葉 大 学 0 0 3 0 ‖ 0 5 2 4 3 3 0 0 0 0 3 2 2 7 0
2 2東 京 大 学 12 5 6 4 6 0 4 2 3 1 3 9 7 0 6 1 0 0 3 1 0 1 2 2 1，0 9 5
2 3東 京 医 科 歯 科 大 学 0 0 0 0 0 1 3 8 9 0 0 0 0 0 1 4 7
2 4東 京 外 国 語 大 学 7 2 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0
2 5 東 京 学 芸 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 0 0 1 9
2 6東 京 農 工 大 学 0 0 0 5 4 9 3 0 0 0 0 0 0 0 1 4 7
2 7東 京 芸 術 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 8 0 4 8
2 8東 京 工 業 大 学 0 0 4 2 4 1g 0 0 0 0 0 0 0 0 4 6 1
2 9東 京 海 洋 大 学 0 0 0 0 5 3 0 0 1 6 0 0 0 0 6 9
3 0 お 茶 の 水 女 子 大 学 5 6 D 2 0 0 0 0 0 0 13 0 1 4 8 5
3 1 電 気 通 信 大 学 0 0 0 6 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6
3 2 一 橋 大 学 3 2 9 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 7
3 3横 浜 国 立 大 学 0 6 0 3 5 2 0 0 0 0 0 0 0 2 8 1 4 3
3 4新 潟 大 学 8 1 6 1 2 0 2 3 5 0 0 0 0 0 1 1 9 3
3 5 長 岡 技 術 科 学 大 学 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0
3 6上 越 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 7 富 山 大 学 0 0 1 0 2 8 0 1 5 1 4 0 0 0 0 0 6 7
3 8金 沢 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 9福 井 大 学 0 0 0 4 5 0 8 0 0 0 0 0 8 5 3
4 0山 梨 大 学 0 0 0 3 4 0 1 3 1 0 0 0 0 8 4 8
4 1信 州 大 学 0 0 7 3 8 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 7 6
4 2 岐 阜 大 学 0 0 D 2 5 7 9 1 8 3 0 0 0 0 0 1 2 5
4 3静 岡 大 学 0 0 1 5 3 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0
4 4浜 松 医 科 大 学 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 2
4 5 名 古 屋 大 学 7 8 6 3 2 1 1 3 3 2 1 5 1 0 0 0 15 0 8 1 4 6 3
4 6愛 知 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 7名 古 屋 工 業 大 学 0 0 0 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 7 1
4 8 豊 橋 技 術 科 学 大 学 0 0 0 4 6 0 0 0 0 0 0 0 0 4 6
4 9三 重 大 学 D 0 0 1 4 1 4 1 3 0 0 0 0 0 0 4 1
5 0滋 賀 大 学 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
5 1滋 賀 医 科 大 学 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 6
5 2京 都 大 学 2 7 5 9 4 2 2 4 5 5 0 5 5 1 8 0 0 8 0 7 9 5 8 3
5 3京 都 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 4 京 都 工 芸 繊 維 大 学 0 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3
5 5大 阪 大 学 1 1 6 3 9 2 8 1 5 6 0 6 2 8 0 0 0 0 9 4 1 8
5 6大 阪 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 7兵 庫 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 0 0 1 3
5 8神 戸 大 学 7 2 6 3 1 1 3 6 2 9 3 8 3 16 0 0 0 0 2 6 8
5 9 奈 良 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0奈 良 女 子 大 学 7 6 4 0 0 0 0 0 10 2 0 0 2 9
6 1和 歌 山 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 2鳥 取 大 学 0 0 0 2 7 5 5 6 5 0 0 0 0 0 9 3
6 3島 根 大 学 0 0 1 7 0 0 2 g 0 0 0 0 0 0 4 6
6 4 岡 山 大 学 2 4 0 1 3 3 6 1 0 4 1 1 3 0 0 0 0 7 0 2 0 7
6 5 広 島 大 学 9 1 0 1 1 7 2 2 7 4 5 3 0 0 4 3 0 8 0 3 0 0
6 6 山 口 大 学 0 2 6 0 16 3 5 7 0 0 0 0 0 16 1 0 0
6 7徳 島 大 学 0 0 0 6 9 0 5 1 1 6 0 D 0 0 0 1 3 6
6 8鳴 門 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 9香 川 大 学 0 0 0 1 4 0 1 4 0 0 0 0 0 0 2 8
7 0 愛 媛 大 学 0 0 1 1 8 7 9 1 7 0 0 0 0 0 0 ＝ 5
7 1 高 知 大 学 0 0 3 0 7 9 0 0 0 0 0 0 1 9
7 2福 岡 教 育 大 学 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 3九 州 大 学 1 4 3 4 2 2 1 6 0 7 2 6 6 1 1 0 0 0 0 1 4 2 5 2 1
7 4九 州 工 業 大 学 0 0 0 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4
7 5 佐 賀 大 学 0 0 6 7 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 7 9
7 6 長 崎 大 学 0 1 7 1 4 0 4 0 1 5 0 0 0 0 1 1 8 8
7 7熊 本 大 学 4 1 3 1 0 2 9 4 0 0 0 0 6 7 1 0 9
7 8大 分 大 学 0 2 0 1 7 0 9 0 0 0 0 0 0 2 8
7 9宮 崎 大 学 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 2 7 3 0
8 0鹿 児 島 大 学 0 4 5 1 4 6 7 2 0 3 0 0 0 0 0 1 1 3
8 1 鹿 屋 体 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3
8 2琉 球 大 学 1 0 2 5 2 4 0 0 1 2 0 0 0 0 0 6 2
8 3政 策 研 究 大 学 院 大 学 0 2 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 5
8 4総 合 研 究 大 学 院 大 学 9 0 2 9 2 0 1 8 0 0 0 0 0 0 8 8 4
8 5北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 0 0 0 6 5 0 0 0 0 0 0 0 2 1 8 6
8 6 奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 0 0 0 2 4 0 0 0 0 0 0 0 1 9 4 3
国 立 大 学　 計　　　 8 6 大 学 7 9 9 7 2 0 6 2 1 3 ．3 9 0 1，1 9 5 1，1 5 32 19 3 2 1 0 1 8 8 6 9 9 6 9 9 ．3 6 5
公 立 大 早　 計　　　 7 7 大 学 6 2 1 04 4 1 1 1 5 3 3 4 8 1 7 0 1 2 1 1 4 3 3 4 8 0
私 立 大 学　 計　　 5 5 2 大 学 3 6 4 7 8 6 3 4 2 8 5 6 1 1 9 9 5 0 0 16 6 4 8 2 2 6 2 2 ，2 0 3
合 計　　　　 7 1 5 大 学 1，2 2 5 1，6 10 6 9 6 3 ，7 9 0 1，2 8 9 1．4 0 02 8 6 3 2 3 8 2 5 3 1 6 5 1 ，2 6 4 1 2 ．0 4 8
50
5．外国人留学生数　　　　　　　　　　　　　　　【大学】
2 0 0 9 年 5 月 1 日 現 在　　 （人 ）
国 立 大 学 名
④ 専 門 職
一 般 （専 攻 科 ・別 科 ・聴 講 生 ・選 科 生 ・研 究 生 等 を 除 く。）
人 文 科 学 社 会 科 学 理 学 工 学 農 学
保 健 （医 ・
歯 学 ）
保 健 （医 ・
歯 学 除
く）
商 船 家 政 教 育 芸 術 そ の 他 計
1 北 海 道 大 学 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
2 北 海 道 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 室 蘭 工 業 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 小 樽 商 科 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 帯 広 畜 産 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 旭 川 医 利 ・大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 北 見 工 業 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 弘 前 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 岩 手 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 東 北 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 1宮 城 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 2秋 田 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 3山 形 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0
14福 島 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 茨 城 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0
16筑 波 大 学 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
り 筑 波 技 術 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 8宇 都 宮 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 9群 馬 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0埼 玉 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 1千 葉 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 2東 京 大 学 0 1 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 14
2 3東 京 医 科 歯 科 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 4東 京 外 国 語 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 5東 京 学 芸 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 6 東 京 農 工 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 7東 京 芸 術 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 8東 京 工 業 大 学 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10
2 9東 京 海 洋 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 0 お 茶 の 水 女 子 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 1 電 気 通 信 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 2一 橋 大 学 0 10 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
3 3横 浜 国 立 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 4新 潟 大 学 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4
3 5長 岡 技 術 科 学 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 6 上 越 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 7富 山 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 8金 沢 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 9福 井 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 0山 梨 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 1 信 州 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 2岐 阜 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 3静 岡 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 4浜 松 医 科 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 5名 古 屋 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 6愛 知 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 7名 古 屋 工 業 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 8豊 橋 技 術 科 学 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 9三 重 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 0滋 賀 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 1滋 賀 医 科 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 2京 都 大 学 0 3 8 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 3 9
5 3京 都 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 4京 都 工 芸 繊 維 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 5大 阪 大 学 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
5 6大 阪 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 7兵 庫 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 8神 戸 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5 9奈 良 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0奈 良 女 子 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 1和 歌 山 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 2鳥 取 大 学 0 0 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 3島 根 大 学 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0
6 4 岡 山 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 5広 島 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 6山 口 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
6 7徳 島 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 8鳴 門 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 D 0 0
6 9香 川 大 学 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6
7 0愛 媛 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 1高 知 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
72福 岡 教 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
73九 州 大 学 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
74九 州 工 業 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
75佐 賀 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 6長 崎 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
7 7熊 本 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
78大 分 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
79宮 崎 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 0鹿 児 島 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 1鹿 屋 体 育 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 2琉 球 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 3政 策 研 究 大 学 院 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 4総 合 研 究 大 学 院 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 5北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 6 奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国 立 大 学　 計　　 8 6 大 学 1 1 6 6 0 1 0 0 2 0 0 0 1 0 4 1 8 4
公 立 大 学　 計　　 7 7 大 学 D 2 0 S 0 0 0 0 0 0 0 4 1 4
私 立 大 学　 計　　 5 5 2 大 学 1 3 2 7 5 0 1 0 0 0 0 0 0 3 2 1 2 5 0 4
合 計　　　　 7 1 5 大 学 14 4 4 3 0 1 9 0 2 0 0 0 1 3 2 2 0 7 0 2
51
6，内部使用研究費　　　　　　　　　　　　　　　【大学】
2 0 0 9 年 唐　　　 （万 円 ）
国 立 大 学 名 総 額
人 件 費 原 材 料 費 リー ス 料 そ の 他 の 経 費有 形 固 定 資
産 の 購 入 費
土 地 ・建 物
な ど
機 械 ・器 具 ・
装 置 な ど
そ の 他 の 有 形
固 定 資 産
1 北 海 道 大 学 4 ．7 8 9 ．7 0 8 2 ．6 0 5 ，6 2 94 1 4 ，8 0 1 6 5 9 ，7 8 3 1 3 6 ．7 3 6 5 2 2 ，6 0 3 4 4 4 1 2 5 ，7 3 9 9 8 3 ．7 5 6
2 北 海 道 教 育 大 学 5 2 5 ．1 7 6 4 4 1 ，8 8 7 5 ．5 6 8 1 3 ．3 3 3 0 1 3 ．3 3 3 0 5 6 4 ，3 83
3 室 蘭 工 業 大 学 3 8 1 ．3 5 7 2 18 ．60 8 0 8 1 月9 2 2 3 ，7 3 4 4 7 ，4 8 9 1 0 ．4 6 g 4 ，6 6 8 7 6 ，3 8 9
4 小 棺 商 科 大 学 1 6 7 ．8 14 1 3 7 ．3 7 7 0 2 ，0 8 7 0 2 ．0 8 7 0 0 2 8 ，3 5 0
5 帯 広 畜 産 大 学 4 2 3 ．4 4 2 2 1 1 ．0 6 1 9 7 ．1 4 8 5 7 ．3 2 2 1 5 ，5 4 1 4 1 ，7 8 1 0 0 5 7 ．9 1 1
6 旭 川 医 科 大 学 5 2 3 ，1 82 4 3 7 ．0 5 6 6 ，1 2 2 4 9 ．5 1 0 5 8 4 9 ，4 5 2 0 1 1 1 3 0 ．3 8 3
7 北 見 工 業 大 学 3 7 1 ，8 24 1 8 9 ．1 2 1 1 1 ，0 2 5 9 4 ，3 1 4 4 1 ．2 9 7 5 3 ，0 1 7 0 0 7 7 ．3 6 4
8 弘 前 大 学 1，0 8 8 ．0 12 7 0 9 ，0 0 9 8 0 ，9 5 0 1 8 4 ．7 4 7 7 2 ．3 9 7 1 1 2 ，1 7 5 17 5 3 3 1 1 3 ．2 73
9 岩 手 大 学 1，2 0 0 ．0 6 9 5 0 6 ，2 2 0 1 9 6 ，3 7 6 3 9 ，2 6 4 5 10 3 8 ．7 5 4 0 6 5 ，4 5 7 3 9 2 ．7 5 2
1 0東 北 大 学 7，6 8 7 ．7 59 3 ．2 4 9 ．5 9 7 1，4 5 1 ，3 0 0 1，25 2 ．6 1 33 8 3 2 7 1 ．0 1 2 ，3 3 8 1 ．9 4 8 3 3 3 4 7 3 1 ．4 0 0 ．7 7 6
1 1宮 城 教 育 大 学 1 8 1 ，6 4 1 15 2 ．5 7 8 4 ．6 8 2 1 2 ．1 7 9 7 ，13 0 4 ，6 6 5 3 8 4 0 1 2 ．2 0 2
1 2 秋 田 大 学 7 7 1 ，19 5 4 4 5 ．24 3 1 08 ，0 5 8 15 1，8 3 5 0 1 6 1 ．8 3 5 0 8 6 5 5 ．9 73
1 3山 形 大 学 1，5 0 4 ，8 4 4 9 7 0 ，54 0 1 30 ，7 1 1 2 5 9．3 1 6 8 5 8 2 5 8 ．4 5 8 0 3 ，4 9 7 1 4 0 ，7 8 0
1 4福 島 大 学 3 6 9 ．0 9 3 2 7 0 ．1 64 2 9 ．6 8 2 4 8 ．6 1 1 1 ．9 4 3 3 6 ，4 2 8 1 0 ．2 4 0 3 3 2 0 ，6 0 3
1 5茨 城 大 学 8 1 5 ．4 2 8 5 8 7 ．6 9 6 94 ．2 9 0 9 1 ．2 3 0 0 9 1 ，2 3 0 0 1 ，5 9 3 4 0 ．6 19
1 6筑 波 大 学 2 ．9 6 4 ，7 2 6 1 ，4 8 7 ．14 21 90 ．2 0 2 50 0 ．6 5 8 5 5 ，3 9 2 4 3 8 ，0 5 7 7 2 0 9 6 6 ，7 6 3 7 1 9 ．9 6 1
1 7 筑 波 技 術 大 学 1 5 3 ，5 8 1 1 2 1 ．7 1 8 1 ，1 3 5 1 ，6 3 8 10 9 1 ．5 2 9 0 0 2 9 ．0 9 0
1 8宇 都 宮 大 学 5 9 6 ，6 59 4 5 4 ，8 3 1 1 9 ，9 12 5 5 ，8 8 5 1 ，1 17 5 4 ．7 6 8 0 5 7 6 6 5 ，4 5 5
1 9 群 馬 大 学 1，3 3 9 ．5 74 7 2 4 ，3 3 6 1 3 0 ．7 7 9 9 7 、3 4 9 3 0 ．2 5 2 2 6 4 ，6 3 6 wl 3 7 5 3 9 3 ．2 6 9 3 8 3 ．8 4 1
2 0埼 玉 大 学 7 1 0 ，5 25 5 2 5 ，5 8 1 1 6 ，2 8 6 7 2 、5 7 6 3 ，4 0 2 6 9 ．1 7 4 0 9 2 9 5 ，9 90
2 1 千 葉 大 学 3 ，1 2 1 ，5 3 2 2 ．0 7 5 ．8 4 30 0 0 9 0 2 3 尽1 6 0 2 ，0 6 4 2 3 有0 9 6 0 17 0 5 0 9 ．2 69
2 2東 京 大 学 1 3 ．8 4 4 ，3 4 7 6 ．0 5 1 ．76 3 1 ．6 9 1，4 8 9 1 ，8 3 5 ．4 8 71 9 t 5 0 7 1 5 5 1 5 9 89 2 ，3 8 2 6 32 ．35 9 3 ．6 3 3 ．2 4 9
2 3東 京 医 科 歯 科 大 学 1 6 2 7 ．3 3 3 1 ．1 2 5 ．73 32 2 7 ，1 0 5 6 9、0 5 2 0 6 9 ．0 5 2 0 8 ．54 6 1 9 6 ，8 9 7
2 4 東 京 外 国 語 大 学 38 2 ，7 3 6 3 0 6 ，3 7 1 0 6 ．5 9 8 1 6 2 0 4 ，9 7 8 0 0 6 9 ，7 6 7
2 5東 京 学 芸 大 学 6 6 1 ，8 3 2 4 6 7 ，75 3 14 ，5 3 8 9 5，5 7 0 7 3 ，6 4 9 2 1 ，9 2 1 0 1 ，5 7 1 8 2 ，4 0 0
2 6東 京 農 工 大 学 1 5 0 5 ，9 6 0 7 6 5 ，50 6 2 5 ，1 8 9 39 6、4 9 1 1 8 1 7 5 4 1 9 0 ．1 8 3 2 4 ．5 5 4 6 ，5 7 3 3 1 2 ．2 0 1
2 7東 京 芸 術 大 学 4 0 4 ，2 2 6 2 9 7 ，30 9 20 ．3 3 6 2 4 ，9 3 7 5 ，3 3 1 1 9 3 6 6 2 4 0 3 ，7 1 1 5 7 ．9 3 3
2 8東 京 工 業 大 学 3 ．14 6 ，2 3 0 1 ．2 8 4 ，28 14 92 ，2 2 1 7 1 9，5 4 7 2 ．2 0 7 7 1 7 ．3 4 0 0 1 5 2 3 6 4 8 ．6 5 8
2 9東 京 海 洋 大 学 6 2 1 ．4 9 9 3 9 5 ，93 6 62 ，2 2 4 9 1 ．1 7 4 3 7 ．19 5 5 3 ，9 7 9 0 3 1 9 1 6 臥9 7 4
3 0お 茶 の 水 女 子 大 学 3 6 8 ．9 0 3 2 7 7 ，32 3 2 5 ．8 2 6 1 乳2 8 3 2 ，3 3 3 1 6 ．9 5 0 0 1 9 6 4 6 ．2 75
3 1電 気 通 信 大 学 7 6 1 ．2 7 7 4 4 3 ．4 2 1 5 3 ．4 2 8 1 15 ，8 5 5 3 ．8 3 1 1 12 ，0 2 4 0 26 ，28 6 1 2 2 ．2 8 7
3 2一 橋 大 学 8 2 6 ．8 11 5 7 9 ．25 0 0 2 7 ．6 1 2 5 1 2 7 ．5 6 1 0 0 2 1 乳9 4 9
3 3横 浜 国 立 大 学 9 8 4 ，3 3 6 6 2 4 ．73 2 3 4 ．0 8 9 10 6 ．2 2 9 0 1 0 5 ．7 8 1 4 4 8 8 ，9 5 6 2 1 0 ．3 3 0
3 4 新 潟 大 学 1．7 8 0 ．0 2 3 1 ，1 0 9 ，6 2 412 3 ，6 6 0 14 2 ．8 6 8 1 乙9 0 1 1 2 9 ，9 6 7 0 0 4 0 3 ．8 7 1
3 5長 岡 技 術 科 学 大 学 5 6 9 ，5 3 8 2 7 2 ．27 2 3 3 ．7 2 6 12 6 ．8 00 4 0 ．2 1 6 8 6 ．5 8 4 0 4 ．90 2 1 3 1 ．8 3 8
3 6 上 越 教 育 大 学 2 1 0 ．3 7 9 1 9 0 ．8 17 5 ．3 9 7 5，2 0 9 5 ．0 5 8 1 5 1 0 0 8 ．9 5 6
3 7富 山 大 学 1．3 3 7 1 7 8 7 5 7 ．83 8 14 9 6 2 9 2 3 6 ．4 4 9 9 6 ．3 3 7 1 40 ．0 3 6 7 6 1 1 3 1 9 3 ．1 4 9
3 8金 沢 大 学 1．6 4 2 ，4 4 0 1 0 3 8 ．5 9 718 7 ．0 4 6 16 3 ．1 8 2 1 ．4 5 1 1 6 1 ．7 3 1 0 3 ．3 2 1 2 5 0 ．2 9 4
3 9福 井 大 学 1．15 5 ，4 3 6 6 1 4 ．27 8 96 ．1 3 0 2 6 0 ．3 4 2 1 40 ，0 4 9 1 20 ．2 9 3 0 1 8 1 1 8 4 ．5 0 5
4 0山 梨 大 学 9 4 9 ．3 5 4 6 5 6 」5 0 8 9 ．4 7 8 10 4 ．0 64 4 ．2 0 9 9 9 ′8 5 5 0 3 4 9 9 ，6 2 8
4 1信 州 大 学 1 ．7 7 0 ，9 4 2 1，1 2 7 ．10 8 1 6 8 ．0 99 2 1 0 ．9 4 4 18 ．5 5 0 1 92 ，8 0 8 4　4 6 8 ，5 9 7 1 9 6 ．1 9 4
4 2岐 阜 大 学 1 ．3 6 4 ，0 5 0 8 4 8 ．3 1 4 1 19 ．2 3 4 10 8 ．4 77 1 7 6 10 8 ．3 0 1 0 1．0 13 2 8 7 ，0 1 2
4 3静 岡 大 学 1 ．4 0 3 ．4 5 9 8 4 4 ．9 5 6 13 8 ．9 59 8 7 ，8 65 0 8 7 ，8 6 5 0 15 ，9 8 9 3 1 5 6 9 0
4 4浜 松 医 科 大 学 6 8 6 1 1 9 4 5 2 ．6 5 4 13 2 ．0 85 6 5 ，6 8 1 1 ，1 3 2 64 5 4 9 0 5 1 9 3 5 ．1 8 0
4 5名 古 屋 大 学 4 ，9 6 乙 8 2 3 2 ，3 7 8 ．6 7 84 6 2 ．0 10 9 6 4 ．8 99 33 1 7 9 9 3 1 ．7 2 0 0 10 6 ，4 9 3 1．0 5 0 ，7 4 3
4 6愛 知 教 育 大 学 3 3 4 ，0 4 2 3 0 8 8 4 9 9 ，1 9 6 4 ．7 0 2 0 4 ，7 0 2 0 0 1 1 ．2 9 5
4 7名 古 屋 工 業 大 学 8 6 3 ，3 3 1 4 6 6 17 5 9 5 ．0 1 2 11 7 ，7 38 6 ．6 1 7 1 1 1 ．1 2 1 0 1 42 7 1 8 2 ．9 7 9
4 8 豊 橋 技 術 科 学 大 学 5 4 6 ，5 6 8 2 1 5 ，75 7 8 1 ，1 1 1 14 0 ，9 7 7 7 0 7 3 1 32 ，6 9 4 1 2 1 0 4 1 6 1 0 8 3 0 7
4 9三 重 大 学 1 ．3 5 0 3 4 4 8 8 8 ，5 8 6 1 1 1．5 5 0 18 8 ，1 10 3 9 ．1 0 0 1 49 0 1 0 0 6 ，78 2 1 5 5 ．3 16
5 0滋 賀 大 学 3 0 8 ．8 8 5 2 7 3 ．7 9 2 0 4 1 5 1 乙 0 0 0 2 ，1 5 1 0 4 ．8 8 0 2 6 ，0 6 2
5 1滋 賀 医 科 大 学 9 0 2 ．2 6 7 4 7 7 2 8 4 18 ．5 0 8 5 3 ，1 19 0 53 ．1 1 9 0 76 2 3 5 2 5 9 4
5 2京 都 大 学 1 0 ，6 8 5 ，5 0 9 4 ，3 5 2 ．8 0 38 7 8 ．6 34 2 ，2 7 0 ．5 7 13 5 2 ．2 3 7 1 9 0 1，6 431 軋6 9 1 2 2 9 ，7 13 2 9 5 3 ．7 8 8
5 3 京 都 教 育 大 学 2 2 3 ，9 0 9 1 3 5 6 6 5 10 ，5 6 3 7 1，0 8 9 35 ．8 3 1 35 ，2 5 8 0 0 6 ．5 9 2
5 4京 都 工 芸 繊 維 大 学 5 0 5 ，8 2 1 3 7 6 ，0 0 7 4 4 ，7 84 5 0 ．6 42 3 4 8 1 4 7 ．1 6 1 0 0 3 4 ．3 8 8
5 5 大 阪 大 学 8 ，2 0 5 ．3 1 3 3 ．9 8 7 ．19 0 1 ．0 4 8 ，8 69 1 ，6 4 7 ．3 3 53 3 5 8 7 1，2 88 ，4 202 3 ．0 7 8 18 0 ．2 0 0 1，3 4 1 7 1 9
5 6大 阪 教 育 大 学 4 5 0 4 4 4 3 5 2 ，6 6 1 3 2 ，5 5 7 2 2 ，7 9 3 1 ，9 6 6 20 ，7 7 7 5 0 6 ．28 7 3 6 ．14 6
5 7兵 庫 教 育 大 学 2 1 9 ．3 2 1 1 8 7 ，4 7 6 1 ．4 9 1 1．3 8 3 1 6 2 1 ．2 2 1 0 4 ，82 6 2 4 ，1 5 1
58神 戸 大 学 3 6 3 4 ，3 6 9 1 ．9 3 6 ，5 143 0 0 ，4 5 7 6 14 ．4 2 6 5 9 0 4 4 5 55 ，3 8 2 0 7 ，1 5 9 7 7 5 ．8 13
5 9奈 良 教 育 大 学 1 5 4 ．4 8 6 1 2 8 9 10 1，1 4 3 5 ，4 20 且 0 3 2 2 ，3 8 8 0 4 ．54 3 1 4 ．3 7 0
6 0奈 良 女 子 大 学 3 7 5 ．8 9 0 2 0 7 ．8 0 3 2 0 ，0 86 9 3 10 2 2 1 ．2 8 6 7 1 ．8 1 6 0 6 ．14 g 4 8 ，7 5 0
6 1和 歌 山 大 学 4 2 7 ．9 2 1 3 2 8 ．4 3 8 2 3 ．6 24 3 4 ，1 28 1 ，2 8 8 27 ．1 6 3 5 6 7 7 1 3 4 1 ．7 18
6 2鳥 取 大 学 1 ．0 2 9 ．1 0 0 6 7 5 ．5 8 7 12 4 ．8 3 1 6 5 ，6 89 12 ．9 6 6 52 ．7 2 3 0 0 1 6 2 ．9 9 3
6 3島 根 大 学 り 8 1 ．3 5 4 7 4 9 ，3 0 5 9 1．2 4 3 2 3 2 ，9 38 72 ，5 9 2 1 60 ，3 4 6 0 7 ，39 0 1 0 0 ．4 7 8
6 4岡 山 大 学 2 ，18 3 ．9 9 5 1 ．5 0 2 ，5 6 62 0 1，4 2 3 2 1 1，3 42 4 ．1 6 7 2 0 7 ，1 7 5 0 2 ，23 9 2 6 6 ．4 2 5
6 5 広 島 大 学 3 ，4 3 1 ．9 0 6 1 ．8 9 4 ，15 52 6 5 ．5 3 7 4 8 0 ，6 6 5 1 3 5 ，4 1 8 3 44 ，7 5 3 4 9 4 32 ，95 3 7 5 8 ．5 9 6
6 6山 口 大 学 1 ．9 6 7 ，7 8 8 1 ，2 0 1 5 5 013 5 ．3 9 7 3 2 3 ．3 6 6 5 9 ．8 0 8 2 63 ，5 5 8 0 9 1 3 3 0 6 ，5 6 2
6 7徳 島 大 学 1 ．3 7 5 ，5 1 6 8 2 7 20 0 12 5 ．8 0 8 2 5 8 ．9 6 9 0 2 5 8 ．9 6 9 0 1 8 1 6 3 ，5 2 1
6 8 鳴 門 教 育 大 学 18 6 ，9 11 1 6 3 0 18 7 ，5 0 0 3．3 9 5 0 3 ，3 9 5 0 2 0 0 1 2 ．7 9 8
6 9香 川 大 学 1 ，1 0 7 ．5 6 2 7 1 1 10 4 5 5 ，6 6 9 2 0 4 ，6 10 3 7 ，0 2 2 1 67 ．5 8 8 0 13 10 0 1 2 3 ．0 7 9
7 0 愛 媛 大 学 1 ，4 9 7 ．0 5 1 8 7 1 ，3 3 0 13 8 ，4 0 5 2 4 7 ，1 43 2 ．3 5 0 2 44 3 8 2 4 1 1 0 2 4 0 ．1 7 3
7 1高 知 大 学 8 2 8 ．1 9 1 6 7 6 ，5 6 6 3 0 ．4 2 8 3 0 ．7 3 8 1 ．8 1 7 2私 9 2 1 0 0 9 0 ．4 5 9
7 2 福 岡 教 育 大 学 2 5 0 ．0 4 8 2 3 1 ，3 7 6 2 ，7 1 4 2 2 7 7 0 2 2 7 7 0 0 1 3 ．6 8 1
7 3九 州 大 学 8 ．0 2 8 ．5 3 6 3 0 1 1 ，4 0 54 4 8 7 6 8 1 ．5 8 7 ．2 386 90 ，0 1 1 8 9 5 ．9 5 8 1 ．2 6 9 1 45 ．74 0 2 ．8 3 5 ．3 8 5
7 4九 州 工 業 大 学 1 ．0 8 1 ．6 1 2 5 4 1．4 5 2 13 9 2 0 9 3 2 9 ，7 3 6 1 5 6 ．4 6 5 1 7 3 ．2 7 1 0 1 8 ．0 1 2 5 3 ．2 0 3
7 5佐 賀 大 学 9 6 3 ，2 8 3 6 9 2 ．17 7 73 ，4 1 8 74 5 4 7 8 ，2 9 1 6 6 2 5 6 0 1 0 3 0 1 2 2 ．1 1 1
7 6長 崎 大 学 1，6 3 8 ，2 7 8 1 ．0 2 1 ．78 252 ，5 7 2 12 9．7 7 0 2 5 5 1 2 9 ．5 1 5 0 1 3 ，1 3 1 4 2 1，0 2 3
7 7熊 本 大 学 1 8 9 4 ．4 7 7 1 ．0 7 3 ．84 12 1 7 ，4 1 6 2 74 ．2 2 8 2 0 ，0 3 6 2 5 4 ．1 9 2 0 1 3 ．6 7 4 3 1 5 3 18
7 8大 分 大 学 1 ，0 4 8 ．2 8 7 7 5 5 ．77 3 6 5 ．0 6 9 10 3 ，6 0 5 0 1 03 ．6 0 5 0 用 ，9 1 2 1 0 6 9 2 8
7 9宮 崎 大 学 1 ，2 1 3 ．7 1 7 8 1 0 ．6 17 15 7 ．4 5 9 9 5 ．2 0 0 9 2 8 7 ，3 7 8 7 ．7 3 0 49 ．0 7 1 1 0 1 ，3 7 0
8 0鹿 児 島 大 学 1 ，6 8 6 ，4 0 0 ＝ 5 1 ，8 3 113 5 ．9 7 3 17 6 ．7 7 7 3 3 6 1 7 6 ．4 4 1 0 4 ．7 5 2 2 1 7 ．0 6 7
8 1鹿 屋 体 育 大 学 9 2 ．4 4 1 6 0 ．66 4 6 ，1 9 3 15 ，6 3 5 0 1 5 ，6 3 5 0 0 9 9 4 9
8 2 琉 球 大 学 1 ，12 2 ，5 1 0 8 4 0 ．5 13 4 8 ，8 3 0 9 2 ，6 7 1 3 ，0 8 8 8 9 ，5 8 3 0 10 ．5 9 6 1 2 9 ．9 0 0
8 3政 策 研 究 大 学 院 大 学 14 3 ．7 0 6 7 8 ．14 8 0 5 3 0 5 3 0 0 6 5 ，5 0 5
8 4総 合 研 究 大 学 院 大 学 16 9 ．2 13 2 5 ，24 5 6 ．5 9 4 2 3，6 2 9 2 ，9 4 6 1 1 ，4 9 7 9 ，18 6 0 1 1 3 ，74 5
8 5北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 6 1 1 ．4 3 3 1 9 0 ．65 2 4 4 ，3 2 8 13 5 ，7 0 4 5 ，9 0 0 1 2 9 ，8 0 4 0 1 1 8 ，0 7 4 1 2 2 ，6 7 5
8 6奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 73 2 ．4 10 2 9 2 ．92 1 83 ，1 7 3 17 1，2 5 1 5 1 9 7 2 1 0 4 ，9 6 9 1 4 ，3 1 0 5 5 ，3 5 9 1 2 9 70 6
国 立 大 学 計　 8 6 大 学 1 3 7 ，3 0 8 ，5 2 374 ，1 0 6 ．5 8 91 2 ．9 76 ．5 5 7 2 0 ，5 4 7 ．5 79 3 ，6 18 ．0 8 9 16 8 98 ，7 6 83 0 ．7 2 2 2 ，4 5 6′0 6 0 2 7 ，2 2 1．7 3 8
公 立 大 学 計　 7 6 大 学 1 7 ，9 6 2 ，2 9 6 12 ，4 4 5 ．19 97 2 ，9 0 2 1 ．4 4 6 ．6 965 4 2 ，3 4 1 8 90 ，8 8 6 1 3 ，4 6 9 1 84 ，23 9 3 ．0 9 3 ，2 6 0
私 立 大 学 計　 5 5 3 大 学 1 5 6 ，8 6 6 ．8 9 5 1 10 ，20 5 ，4 1 5 7 ，5 7 1．6 50 1 3 ，1 0 0 ．7 9 7 6 ，0 10 ．8 8 2 5 ．9 76 ．7 94 1，1 1 3 ．1 2 1 1，6 3 5 ．95 6 2 4 ．3 5 3 ．0 7 7
国 公 私 立 大 学 合 計　 7 1 5 大 学 3 1 2 ，1 3 7 ．7 1 4 19 6 ．7 5 7 2 0 3 2 1 ．3 4 1 ．10 9 3 5 ，0 9 5 ．0 72 1 0 ，1 7 1 ．3 1 2 2 3 ，7 66 ．4 4 8 1，1 5 7 ．3 1 2 4 ，2 76 ．25 5 5 4 ．6 6 8 ，0 7 5
（注 1 ） 本 デ ー タ は 回 答 が あ っ た 部 局 の 合 計 値 で あ り 、未 回 答 の 部 局 分 は 含 ま な い 。
（注2）合計欄の大学数は、1つの部局からでも回答があった大学を回答大学とした場合の回答大学の計である。
（注3）公立大学は、2010年3月31日現在設置の77大学のうち76大学から回答を得た。
（注4）私立大学は、2010年3月31日現在設置の596大学のうち553大学から回答を得た。
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7．外部受入研究費　　　　　　　　　　　　　　　【大学】
2 0 0 9 年 摩 （万 円 ）
国 立 大 学 名 総 額
公 的 機 関
会 社 私 立 大 学 非 営 利 団 体 外 国
国 ・地 方 公 共 団 体 特 殊 法 人 ・独 立 行 政 法 人
園
地 方 公 共
団 体
国 ・公 立
大 学
園 ・公 営 の
研 究 機 関
そ の 他 研 究 所 等
公 庫 ・公
団 等
そ の 他
1 北 海 道 大 学 L 9 2 0 ．9 8 0 7 8 3 ，9 7 1 5 2 6 1 5 1 ．3 0 93 6 ，5 72 2 7 0 6 14 6 0 8 0 2 ，5 2 5 2 4 9 ．6 0 7 5 ，8 9 5 1 6 4 ．6 2 2 6 ，3 4 0
2 北 海 道 教 育 大 学 1 6 ，5 9 5 3 ，8 4 9 4 4 1 5 0 0 0 1 1．5 4 7 0 0 5 3 8 0 4 6 7 0
3 室 蘭 工 業 大 学 4 8 ．0 0 7 4 ，9 1 4 5 3 4 2 9 0 0 1 6 ，0 8 6 0 0 2 0 ．6 7 4 0 5 ．8 5 1 0
4 小 樽 商 和 大 学 7 9 3 9 4 ，4 2 9 0 0 0 0 0 0 0 3 ．5 10 0 0 0
5 帯 広 畜 産 大 学 1 4 1 ，2 8 9 4 9 ．0 3 4 2 5 4 1 3 ，4 4 0 10 0 1 0ノ1 4 4 0 2 8 ，0 6 5 3 7 ．1 14 0 3 ．14 0 8 8
6 旭 川 医 科 大 学 1 1 2 0 0 3 2 3 ．1 8 0 6 ，7 4 1 1 1 4 200 1 ，9 4 2 2 0 ，4 0 1 1，14 45 4 0 3 1 ，1 4 4 13 8 2 5 ．4 3 1 0
7 北 見 工 業 大 学 3 9 ．8 3 5 5 ．7 6 7 4 4 0 2 1 ，3 2 26 9 5 0 1 7 ．1 9 6 0 0 8 0 5 2 0 2 ，4 0 1 0
8 弘 前 大 学 1 9 2 ．6 6 1 7 3 ．6 8 7 8．2 5 0 2 9 9 3 9 70 0 4 4．5 5 7 D 2 ．3 8 5 3 6 ，8 8 3 7 2 2 ，9 2 9 0
9 岩 手 大 学 1 1 軋9 9 9 2 6 ．4 5 5 8 ．1 9 7 4 ，9 4 310 0 0 3 9 ．5 80 38 g 2 ．3 9 3 1 9 7 4 9 2 1 2 1 6 ，6 4 1 3 4 0
1 0東 北 大 学 2 ，8 5 6 ，8 2 1 1 ．1 3 2 ．4 3 5 1 4 ．5 2 7 3 1 4 1 8 9 ，5 7 3 1 9 0 3 9 6 1 ．5 1 7 9 1 1 1 3 ．3 2 8 5 0 8 ，7 9 5 6 68 4 16 6 3 2 5 9 4 0 5
1 1宮 城 教 育 大 学 6 ．2 1 3 5 6 0 0 0 0 0 5 ．0 3 4 0 0 19 7 0 4 22 0
1 2秋 田 大 学 1 4 5 ．2 4 1 3 4 ．9 3 9 8 ．4 9 5 1 ，0 8 72 7 1 1 9 9 3 乙3 5 4 1 1 0 0 4 6 ．8 11 3 2 0 9 72 0
1 3 山 形 大 学 2 7 1 ．6 6 4 8 5 ．0 3 0 2 ．1 6 9 2 ，3 5 47 0 9 8 9 ，9 4 1 3 0 ．8 8 3 0 L 4 5 4 4 7 8 18 29 3 1 0 ，7 33 2 5 0
1 4 福 島 大 学 2 4 ．7 9 5 1 2 ．0 5 1 1 ．4 7 8 1 3 8 1 ．2 6 3 0 4 ．6 7 0 0 5 6 8 3 ．7 0 0 14 9 13 0
1 5茨 城 大 学 1 4 0 ．3 3 7 6 8 ．1 0 0 1 7 ．0 6 2 8 1 2 1 5 9 9 0 2 2 ．2 9 4 0 1 1 7 1 9 ．6 2 3 0 3 ，70 1 72 0
1 6筑 波 大 学 8 7 6 ．5 3 5 2 7 1 8 5 6 8 ．4 5 8 3 5 ．5 8 0 3 ．3 7 30 4 1 9 ．1 8 9 1 ．1 4 52 ．7 9 2 9 L 2 16 5 08 93 3 ．3 90 4 ，4 4 7
1 7 筑 波 技 術 大 学 1 t 1 4 4 8 ．3 4 9 9 7 0 0 0 1 5 1 0 0 9 6 3 0 1．5 84 0
1 8宇 都 宮 大 学 6 5 ，6 3 7 1 1 ．4 8 2 7 9 g 1 2 ，7 40 1 50 6 34 2 2．9 40 0 1 ．34 0 1 1 9 4 3 3 0 3 ．5 7 9 0
1 9群 馬 大 学 33 0 ，6 6 9 1 5 2 ．0 4 26 2 4 9 5 0 1 9 ．83 9 0 5 乙7 9 8 4 0 0 9 8 ．5 3 9 0 5 ．8 3 7 0
2 0 埼 玉 大 学 10 0 ，8 3 1 4 4 ．8 0 7 9 2 9 1 ，6 0 0 0 0 1 9 ．8 3 5 有8 2 8 4 5 12 ．7 2 8 0 9 ．9 98 6 0 6 1
2 1千 葉 大 学 6 8 8 ，1 1 9 3 1 8 ．2 8 0 2 8 ．3 5 9 5 5 8 2 3 4 5 4 2 0 1 9 4 ．1 0 6 10 0 3 ．4 1 4 12 3 ，6 8 4 44 7 12 ．9 53 4 2 9
2 2東 京 大 学 7 5 4 3 2 7 4 3 4 6 3 ，9 9 5 1 0 ．3 1 4 5 0 ，9 4 8 4 0 ．8 2 7 2 ．5 7 4 2 ．5 3 2 0 0 6 7 ．0 2 9 1 6 0 ．2 3 3 9 4 6 ，16 9 9 1 15 2 6 5 ．8 83 5 4 18 1
2 3 東 京 医 科 歯 科 大 学 5 7 8 ，4 6 4 2 9 7 ．2 6 4 1 ，0 7 10 3 ．8 40 0 1 2 5 ．6 6 6 0 0 9 5 ．0 0 2 1 73 5 5 ．1 66 2 8 2
2 4 東 京 外 国 語 大 学 7 9 ，7 7 1 3 7 ．3 1 8 0 4 6 2 0 0 3 8 ．3 8 9 0 0 10 0 54 3 2 ．9 59 0
2 5東 京 学 芸 大 学 3 3 ．6 4 6 7 ．1 0 8 3 ．6 5 0 0 1 50 0 1 6 ．1 4 0 44 0 2 9 0 2 ，8 2 2 0 3 ．0 4 6 0
2 6東 京 農 工 大 学 3 3 0 9 3 2 3 3 8 7 0 2 3 2 2 7 ，8 9 0 4 2 7 20 1 9 私8 2 2 1 3 2 2 0 6 5 ，3 3 5 92 6 15 ．3 50 9 9 3
2 7東 京 芸 術 大 学 3 5，66 5 2 ，6 9 2 6，3 7 9 2 3 7 0 0 16 ，1 64 0 0 2 2 7 0 14 2 7 ，7の 0
2 8東 京 工 業 大 学 1 ．3 0 6 32 9 5 6 8 ，9 4 1 0 6 1 82 10 ．0 6 0 0 39 7，3 6 2 0 6 ，9 7 日 2 6 1 ，9 2 8 12 0 5 1 ，8 （椅 2 8 9 2
2 9東 京 海 洋 大 学 10 0 4 4 0 3 5 ，7 3 8 1，3 1 1 5 ，0 245 2 0 4 4 0 0 5 0 0 1 1 ．0 7 8 2 9 6 1 ，4 9 1 1 ，4 4 5
3 0 お 茶 の 水 女 子 大 学 10 2 53 4 5 3 ．7 4 9 2 ，4 6 4 4 ，5 7 71 78 0 3 2 6 9 4 0 0 4 ．2 2 0 1 ，0 3 1 3 ，6 2 1 0
3 1電 気 通 信 大 学 14 6 ，2 3 3 3 7 8 1 9 0 1 0 0 1 2 0 0 6 8．5 9 5 9 1 1 ．3 5 9 2 3 ，3 3 9 88 0 4 ．13 8 0
3 2一 橋 大 学 1 3 7 1 9 2 3 3 ，6 3 1 0 1 ，6 4 2 0 0 5 7 9 5 4 0 1 1 5 2 0 ．9 3 5 2 1 129 ，0 19 11 ，78 4
3 3横 浜 国 立 大 学 24 0 0 1 6 1 1 3 ，3 0 9 1 ，9 9 3 6 ．3 0 3 5 74 6 1 3 4 9 34 ，4 4 2 1，14 70 6 6 3 2 7 42 7 8 ，2 58 7 15
3 4 新 潟 大 学 8 2 3 4 6 0 6 0 5 ，2 6 5 4 8 7 4 4 ．7 7 00 0 9 3．7 6 9 0 1 ．2 2 5 9 2 ．0 3 0 9 70 2 0 5 57 0
3 5長 岡 技 術 科 学 大 学 2 1 0 ，3 2 0 1 2 3 7 9 59 0 1 6 4 8 0 0 4 1．2 3 3 0 0 2 4 ．5 9 8 2 13 18 ，6 4 1 10 2
3 6上 越 教 育 大 学 4 8 5 0 4 4 7 0 0 0 0 0 0 3 ．7 9 5 4 5 8 0 1 50 0
3 7 富 山 大 学 2 2 7 20 1 8 7 3 04 8．2 6 7 4 0 8 7 4 80 24 2 5 2 3 ，9 3 8 6 158 4 6 7 5 8 ．5 2 6 6 5 3 0 ．2 0 5 5 0 0
3 8金 沢 大 学 4 1 7 96 0 1 50 ．9 2 9 4 ．3 6 5 8 ．3 9 91 0 9 0 0 1 16 ，7 4 8 0 3 2 5 8 5 ．2 5 1 8 5 3 4 8 ．8 5 6 1 ，14 4
3 9福 井 大 学 2 3 4 5 10 74 ，0 7 3 4 0 7 8 6 ，6 1 6 3 85 90 76 ．2 9 1 0 2 ．7 8 3 4 私5 5 9 1 ，14 51 6 ．9 4 6 16 0
4 0 山 梨 大 学 2 14 4 8 7 9 9 ，1 64 4 ．2 9 2 6 24 1．0 75 0 5 0 、0 8 2 0 1 7 1 4 5 ，9 4 3 1 1 181 2 ．0 18 0
4 1信 州 大 学 4 2 0 6 2 3 1 9 1 ．1 0 8 5 4 3 1 2 7 9 2 6 3 0 7 2 ．7 2 5 0 2 4 3 8 1．7 4 8 52 7 6 1．0 4 9 4 ．9 3 7
4 2岐 阜 大 学 2 5 3 3 8 8 7 7 ，1 3 8 4 ，4 0 1 5 2 7 7 2 0 ，4 9 65 1 4 4 0 6 4 6 8 0 1 5 0 5 6 8 5 6 3 L 24 1 3 2 月 16 6 1 1
4 3静 岡 大 学 2 6 6 ，9 5 9 1 2 0 ，7 3 6 1 1 5 8 2 ，0 6 65 70 0 6 3 ．2 0 4 0 1 3 ．8 7 0 3 2 ．6 9 814 6 3 2 ．5 日 0
4 4 浜 松 医 科 大 学 1 6 4 8 6 7 2 0 2 9 6 5 7 1 0 2 ．0 20 0 4 3 ．4 9 9 0 0 7 5 ．15 1 1 78 2 2 ．9 3 1 22 1
4 5名 古 屋 大 学 1 5 3 0 ．6 5 0 4 9 8 0 7 2 9 ．0 7 3 1 7 1 5 6 6 ．3 3 8 1 ．2 9 （56 1 7 ．1 3 9 0 2 5 ，7 3 0 2 4 0 ．14 7 6 7 3 1 10 ．9 10 4 ，1 16
4 6愛 知 教 育 大 字 2 0 9 7 6 1 1 8 5 2 6 5 0 0 0 7．8 9 8 0 0 8 6 1 0 2 4 0 0
4 7名 古 屋 工 業 大 学 2 9 3．95 6 1 0 3 ，9 0 3 1 ．0 2 10 0 0 9 6，4 4 9 0 0 4 7 3 2 8 0 4 2 ．2 5 1 3 ．0 0 4
4 8 豊 橋 技 術 科 学 大 学 23 7 58 5 1 7 2 ．5 3 7 4 0 6 11 5 0 0 24 6 9 2 0 1 ，3 2 2 2 4 2 9 1 0 1 0 5 6 7 0
4 9三 重 大 学 29 5 ，40 1 6 7 ．4 4 8 9 ．54 0 4 ，3 9 83 ．28 0 2 ．6 0 3 70 ，7 0 4 0 4 2 8 9 5 5 2 1．56 0 4 1，2 3 4 5 0 4 0
5 0滋 賀 大 学 8 6 8 7 1 ．1 4 0 4 6 6 1 4 10 0 6 0 4 2 0 0 3 3 1 0 4 9 1 13
5 1 滋 賀 医 科 大 学 7 3 ．7 6 9 2 0 7 1 1 3 9 7 6 0 0 2 5 8 5 2 2 ．4 2 0 0 9 ，3 1 1 5 ，3 85 0 7 6 5 5 ，34 9
5 2京 都 大 学 4 ．9 0 1 ．3 4 22 ，1 0 3 ．5 0 01 2 ．2 5 8 1 4 7 ．6 6 41 6 3 5 8 3 0 0 1 7 9 8 1 8 6 8 3 7 7 6 2 3 5 1 4 9 4 9 85 8 5 2 7 23 8 ，1 56 10 68 0
5 3京 都 教 育 大 学 7 ．4 1 9 3 15 11 5 7 9 3 0 0 5 ．2 0 3 0 3 9 5 2 03 2 6 8 1 2 7 0
5 4京 都 工 芸 繊 維 大 学 9 2 ．2 6 1 8 4 5 9 8 0 2 ．7 6 0 0 0 5 3 ．9 6 4 1 3 8 0 2 1 1 55 0 4 ．8 64 84 1
5 5大 阪 大 学 3 ．6 6 9 ．9 0 21 ，5 9 6 ．6 8 6 5 ，9 1 3 2 8 ．9 127 8 5 4 4 6 8 8 1 0 7 1，5 8 4 4 9 9 1 8 1 ′4 0 3 53 1，8 93 1 ，0 6 5 22 0 ，8 32 18 ，5 7 3
5 6大 阪 教 育 大 学 1 5 ．6 9 0 3 8 6 6 2 0 0 2 ．3 7 9 0 0 8 ．3 0 5 0 4 9 7 3 9 5 0 48 0
5 7兵 庫 教 育 大 学 2 2 ，50 0 1 2 ．3 4 8 7 2 8 8 4 84 1 2 7 ．0 3 4 0 0 1．3 5 1 8 5 6 30 0
5 8 神 戸 大 学 7 5 4 ，5 9 1 3 0 7 4 2 6 7 2 7 4 3 ，9 2 0 3 ．0 502 8 6 1 9 軋2 5 5 20 0 4 8 ．6 5 1 12 7 ．7 2 7 1 ，88 25 4 ．4 94 3 ．4 2 6
5 9奈 良 教 育 大 学 7 ，0 5 4 5 ，7 5 0 6 5 0 2 9 1 0 0 0 0 4 72 0 4 76 0
6 0奈 良 女 子 大 学 4 3 ，5 4 0 3 1 ．7 3 9 1 0 0 2 4 6 0 0 7 ．7 6 9 0 0 2 ．3 8 2 10 0 1．20 4 0
6 1 和 歌 山 大 学 3 0 ，1 9 9 4 ．0 0 0 3 1 7 1，3 9 4 0 0 1 6 ．2 6 6 0 10 3 ．4 08 3 3 6 4 ．1 6 5 2 4 3
6 2 鳥 取 大 学 2 3 3 ，8 9 2 4 3 ．2 5 3 1 2 ，7 4 3 4 8 0 0 1 3 ，0 5 68 4 7 乙9 4 2 乙5 0 4 3 1 9 6 8 4 6 ．0 9 19 5 3 5 ，4 9 8 0
6 3島 根 大 学 9 7 ．7 0 9 9 ．6 7 0 2 ．3 1 8 6 5 8 3 1 3 0 9 ，2 6 0 0 2 5 ，3 15 2 7，0 34 8 2 3 ，1 3 3 0
6 4岡 山 大 学 5 1 5 ，5 9 1 2 8 1 ．3 3 1 9 ．18 9 9 ，8 0 40 5 0 7 2 7 5 5 4 3 3 ，19 7 10 5，4 40 2 0 3 3 ，1 0 8 6 5 4
6 5 広 島 大 学 6 4 8 ，1 9 2 2 9 6 ．5 4 4 5 ．4 6 5 4 ，8 5 6 1 0 6 60 12 2 ，0 2 6 4 4 2 17 4 15 2 3 3 3 5 2 2 6 2 4 0 1 2 ，36 3
6 6山 口 大 学 3 6 5 ．9 5 9 9 6 ．0 0 4 8 ．14 5 7 ．8 2 41 ．2 4 0 3 0 0 1 1 5 7 5 0 4 5 5 3 ，7 1 3 9 7 ，4 52 60 3 3 2 ，7 92 1．6 8 1
6 7徳 島 大 学 3 3 9 ．1 0 2 1 1 5 ，7 3 7 1 6 ．4 1 5 1 ，4 4 7 1 0 0 00 9 4 ，9 4 0 0 2 ．4 8 2 7 8 ，2 6 0 9 2 5 2 7．8 96 0
6 8鳴 門 教 育 大 学 1 5 ．7 7 1 9 5 9 4 0 6 3 7 0 0 5 3 6 1 0 0 30 1 3 9 10 0
6 9香 川 大 学 1 8 4 ．2 5 5 4 2 ，8 18 5 2 3 1 8 ．6 16 0 0 2 1 ，5 9 9 0 1 2 ．4 2 8 7 7 2 1 14 5 7 1 5，8 95 0
7 0愛 媛 大 学 3 7 9 ．6 1 2 1 7 5 3 7 9 4 ，1 5 3 8 ，6 8 32 ，4 3 5 2 3 6 5 0 ．4 0 1 5 ．6 2 5 1 私4 5 6 9 1．2 82 1 0 14 1 8，2 5 1 3 6 9 7
7 1高 知 大 学 1 6 3 4 5 5 6 2 ，3 8 8 5 甘 ＝ 7 ．4 0 4 2 ，8 0 03 5 0 2 2 2 0 6 2 2 6 5 4 2 2 9 ．6 76 7 9 7 3 2 ．0 49 0
7 2 福 岡 教 育 大 学 7 ．8 9 8 5 0 14 0 8 0 3 1 16 0 1．3 8 0 0 5 9 3 0 2 3 4 2 6 2 0
7 3九 州 大 学 2 ．0 8 0 ．5 7 1 9 3 9 ，8 19 2 1 ，5 8 6 4 1．5 0 （i4 6 9 0 2 2 5 5 7 5 3 4 ．3 1 0 3 0 2 鼠0 3 1 36 7．9 84 4 ，2 9 5 1 2 0 ．0 7 06 9 3
7 4九 州 工 業 大 学 1 9 5 ．3 0 7 19 3 0 8 2 9 5 0 8 3 6 1 0 8 5 8 3 3 0 1 7 4 6，4 19 0 5 2 ．8 1 9 2 ．2 5 5
7 5佐 賀 大 学 1 5 2 ，9 1 4 3 5 ．0 2 8 4 ，8 0 4 6 ．6 3 6 1 ，0 5 40 2 5 ．9 2 8 0 9 ．2 1 1 6 4 ，3 76 3 8 9 5 ．4 88 0
7 6長 崎 大 学 4 4 9 7 9 1 2 0 7 6 5 4 1 6 ，9 9 6 2 ．9 9 5 8 7 1 5 5 5 9 7 ．6 9 7 0 1 2 ．8 4 7 5 8 2 143 7 7 5 1 ．4 73 1 1 2
7 7熊 本 大 学 5 0 7 2 7 3 15 5 2 2 7 1 0 ，7 9 4 5 ，1 7 0 2 ．3 9 5 2 ．8 0 3 14 5 ．5 9 00 4 0 3 6 10 9 ，5 15 1 7 2 70 ．1 6 7 1 ．40 4
7 8 大 分 大 学 1 5 6 ．7 6 4 3 2 ，3 9 5 1 ，3 8 2 2 ，7 4 8 9 1 8 70 4 0 ．8 5 6 0 4 3 0 3 7，2 95 1 50 2 3 0 ．9 690
7 9 宮 崎 大 学 1 7 8 ，3 4 5 7 0 15 8 6 ，9 0 9 3 5 0 2 5 5 3 ．5 7 9 2 1 ．5 6 5 0 2 0 0 6 5 ，9 8 1 0 9 ，1 48 20 0
8 0鹿 児 島 大 学 3 1 1 ，0 3 2 7 0 ．7 4 5 4 ，3 4 3 2 ．8 7 61 ，1 2 0 8 11 9 5 ．2 3 9 0 9 3 6 5 9 ．5 95 5 2 4 14 ．5 84 2 5 9
8 1鹿 屋 体 育 大 学 6 ，4 1 0 4 8 7 8 10 0 0 0 0 0 0 0 1、0 28 0 4 04 0
8 2 琉 球 大 学 1 9 1 ，6 12 6 8 ，6 0 0 4 ，14 6 1 1，7 0 5 1 0 8 60 3 1．5 5 6 0 12 ．15 5 3 7 ．5 4 2 7 2 8 2 3 ．7 4 2 3 5 2
8 3政 策 研 究 大 学 院 大 学 19 ，0 5 6 6 ．6 4 8 0 0 0 0 6 ．4 0 2 2 ．14 2 2 ，20 0 1 ．1 60 0 5 0 4 0
8 4総 合 研 究 大 学 院 大 学 2 3 8 7 7 1 2 ．0 18 0 0 0 0 1 0 ．3 6 4 0 0 0 0 4 7 5 1 ．0 2 0
8 5北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 1 0 9 ，5 1 6 2 3 ．2 0 3 2 0 0 2 3 0 5 2 2 0 0 6 2 ．4 1 8 0 5 8 7 13 ．4 65 3 9 5 ．8 68 1 ．2 1 1
8 6 奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 2 8 0 ，0 5 8 11 0 ．2 3 4 0 4 ．2 6 4 0 0 12 0 ．9 2 3 0 0 1 7．4 0 1 3 7 7 2 4 ．8 5 1 2 ．00 8
国 立 大 早 計　 8 6 大 学 4 1 ，6 0 8 ，8 5 9 1 7 ．19 4 ，3 0 5 3 7 7 ．6 9 7 6 5 2 ，17 6 2 6 2 ．2 9 9 1 6 6 ．5 3 3 1 乙5 6 2 ．4 7 5 3 8 9 1 2 7 5 4 ，0 4 16 ．6 6 3 ．0 186 9 ．6 0 4 2，69 0 ．5 5 8 1 7 7 ．24 1
公 立 大 早 計　 7 6 大 学 2 ．7 8 5 ，8 5 8 1．2 3 4 ，2 9 0 6 5 ．0 4 5 5 1 ．6 4 1 9 ．6 5 9 2 1 8 3 5 4 9 3 ，4 2 3 3 6 ，8 4 4 1 2 5 ．4 2 0 4 9 9 ．2 3 3 3 3 ．7 4 7 20 0 ，4 5 2 14 ．2 6 9
私 立 大 学 計　 5 5 3 大 学 1 9 ．1 4 1 ．2 6 4 12 ，7 8 5 ．3 1 1 3 8 5 ．8 5 3 8 2 ．2 6 8 6 1 ．5 0 7 7 6 ．7 9 1 1 ．3 0 4 ．1 8 2 4 2 9 7 3 1 ．2 2 0 ，79 6 2 ．52 1．9 93 3 6 ．7 1 3 5 9 9 ，6 20 23 ．2 5 7
国 公 私 立 大 学 合 計　 7 1 5 大 学 6 3 ，5 3 5 ，9 8 13 1．2 1 3 ．9 0 68 2 8 ．5 9 5 7 8 6 ．0 8 53 3 3 ．4 6 52 6 5 15 91 4 ．3 6 0 ．0 8 01 1 8 ，7 2 9 2 ．1 0 0 ，2 5 79 ．68 4 ．2 44 1 4 0 ．0 6 4 3，4 90 ．6 30 2 14 ，7 6 7
（注1）本データは回答があった部局の合計値であり、未回答の部局分は含まない。
（注2）合計欄の大学数は、1つの部局からでも回答があった大学を回答大学とした場合の国答大学の計である。
（注3）公立大学は、2010年3月31日現在設置の77大学のうち76大学から回答を得た。
（注4）私立大学は、2010年3月31日現在設置の596大学のうち553大学から回答を得た。
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8．国立大学数の推移 【大学】
元 号 西 暦 月 増 減
年 度
末 の
大 学
数
区 分 摘 要
増 減 の
内 訳
学 生 受 入 の 状 況
6 2 1 9 8 7 9 5
6 3 1 9 8 81 0 月 1 9 6 新 設 総 合 研 究 大 学 院 大 学 1 平 成 元 年 4 月 学 生 受 入
1 1 9 8 9 9 6
2 1 9 9 0 1 0 月 1 9 7 新 設 北 陸 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 1 平 成 4 年 4 月 学 生 受 入
3 1 9 9 1 0 月 9 7 新 設 奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 1 平 成 5 年 4 月 学 生 受 入
4 1 9 9 2 9 7
5 1 9 9 3 1 9 8
6 1 9 9 4 9 8
7 1 9 9 5 9 8
8 1 9 9 6 9 8
9 1 9 9 71 0 月 1 9 9 新 設 政 策 研 究 大 学 院 大 学 1 平 成 12 年 4 月 学 生 受 入
10 1 9 9 8 9 9
1 1 1 9 9 9 9 9
12 2 0 0 0 9 9
13 2 0 0 1 9 9
14 2 0 0 2 1 0 月 1 3 9 7廃 止 ・統 合 山 梨 大 学 と 山 梨 医 科 大 学 → 山 梨 大 学 設 置 1 △ 2 平 成 15 年 4 月 学 生 受 入
統 合 筑 波 大 学 と 図 書 館 情 報 大 学 → 筑 波 大 学 △ 1 平 成 15 年 4 月 学 生 受 入
15 2 0 0 31 0 月 8 1 8 8 7廃 止 ・統 合 東 京 商 船 大 学 、 東 京 水 産 大 学 → 東 京 海 洋 大 学 1 △ 2平 成 16 年 4 月 学 生 受 入
廃 止 ・統 合 福 井 大 学 、福 井 医 科 大 学 → 福 井 大 学 1 △ 2 平 成 16 年 4 月 学 生 受 入
廃 止 ・統 合 島 根 大 学 、島 根 医 科 大 学 → 島 根 大 学 1 △ 2平 成 1 6 年 4 月 学 生 受 入
廃 止 ・統 合 香 川 大 学 、香 川 医 科 大 学 → 香 川 大 学 1 △ 2 平 成 16 年 4 月 学 生 受 入
廃 止 ・統 合 高 知 大 学 、高 知 医 科 大 学 → 高 知 大 学 1 △ 2 平 成 1 6 年 4 月 学 生 受 入
廃 止 ・統 合 佐 賀 大 学 、佐 賀 医 科 大 学 一→佐 賀 大 学 1 △ 2平 成 1 6 年 4 月 学 生 受 入
廃 止 ・統 合 大 分 大 学 、大 分 医 科 大 学 → 大 分 大 学 1 △ 2平 成 1 6 年 4 月 学 生 受 入
廃 止 ・統 合 宮 崎 大 学 、宮 崎 医 科 大 学 → 宮 崎 大 学 1 △ 2 平 成 16 年 4 月 学 生 受 入
統 合 神 戸 大 学 、神 戸 商 船 大 学 → 神 戸 大 学 △ 1 平 成 16 年 4 月 学 生 受 入
統 合 九 州 大 学 、九 州 芸 術 工 科 大 学 → 九 州 大 学 △ 1 平 成 1 6 年 4 月 学 生 受 入
16 2 0 0 4 8 7
17 2 0 0 5 1 0 月2 2 8 7 新 設 筑 波 技 術 短 期 大 学 → 筑 波 技 術 大 学 1 平 成 18 年 4 月 学 生 受 入
廃 止 ・統 合 富 山 大 学 、富 山 医 薬 大 、 高 岡 短 大 → 富 山 大 学 1 △ 2 平 成 18 年 4 月 学 生 受 入
18 20 0 6 8 7
19 20 0 71 0 月 1 8 6 統 合 大 阪 大 学 、大 阪 外 国 語 大 学 → 大 阪 大 学 △ 1 平 成 2 0 年 4 月 学 生 受 入
2 0 20 0 8 8 6
2 1 20 0 9 8 6
2 2 2 0 1 0 8 6
（参考文献）「平成21年版全国大学一覧」（財団法人文教協会）（P756、894）
（注）17年度「富山大学」欄で「△2」は富山大学と富山医科薬科大学を指す。（本表では短期大学を除いている。）
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9．教員数・若手教員数．若手女性教員数・外国人教員数　【大学共同利用機関】
2010年3月31日現在　　　　（人）
大学 共 同 利 用 機 関 名
教 員 数
（本 務 者 ） 若 手 教 員 数 若 手 教 員
割 合
若 手 女 性 教 員 割 合 外 国 人 教 員 割 合
教 員 数 教 員 に
占め る割 合
若 手 教 員 に
占め る割 合
教 員 数 教 員 に
占 める割 合
A B C＝B／A D E＝D／A F＝D／B G H＝G ／A
1人 間 文 化 研 究 機 構 223 19 8 5％ 3 1 3％ 15 8％ 13 5 8％
2 自然 科 学 研 究 機 構 491 102 20 8％ 7 1 4％ 6 9％ 7 1 4％
3 高 エネ ル ギ ー 加 速 器 研 究 機 構 380 77 20 3％ 5 1 3％ 6 5％ 16 4 2％
4 情 報 ・シス テム 研 究 機 構 245 37 15 1％ 3 1 2％ 8 1％ 8 3 3％
4機 構 合 計 1．339 235 17 6％ 18 1 3％ 7 7％ 44 3 3％
10．職名別教員数 【大学共同利用機関】
2010年3月31日現在　　　（人）
大 学 共 同 利 用 機 関 名 男 女 別
機 構 長 ・
研 究 所 長
理 事
副 機 構 長 ・
副 研 究 所 長
教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手 合 計
1 人 間 文 化 研 究 機 構
男 性 了 2 7 8 4 6 2 0 2 5 0 18 7
女 性 0 0 0 7 20 0 9 0 3 6
計 7 2 7 9 1 8 2 0 3 4 0 22 3
2 自 然 科 学 研 究 機 構
男 性 7 0 6 10 8 1 2 7 0 2 2 4 0 4 72
女 性 0 0 0 1 6 0 1 2 0 1 9
計 7 0 6 10 9 1 33 0 2 3 6 0 4 9 1
3 高 エ ネ ル ギ ー 加 速 器 研 究 機 構
男 性 2 0 0 9 1 1 05 4 7 1 20 0 3 6 5
女 性 0 0 0 2 2 2 9 0 15
計 2 0 0 9 3 1 0 7 4 9 1 2 9 0 3 8 0
4 情 報 ・シ ス テ ム 研 究 機 構
男 性 5 0 8 76 6 7 1 64 0 22 1
女 性 0 0 1 5 10 0 8 0 2 4
計 5 0 9 8 1 7 7 1 7 2 0 24 5
4 機 構 合 計
男 性 2 1 2 2 1 3 59 3 6 1 4 8 4 3 3 0 1 ，24 5
女 性 0 0 1 15 3 8 2 3 8 0 94
計 2 1 2 22 3 74 3 9 9 50 4 7 1 0 1 ，3 3 9
11．研究支援者数 【大学共同利用機関】
2010年3月31日現在　（人）
大 学共 同利 用機関 名
研 究支援者数
研究補助者 技能者
研 究事務
その他の
関係者
1人 間文化研究機 構 1 19 0 505
2 自然科 学研究機 構 29 398 444
3高エネルギ ー加 速器研究 機構 0 184 234
4情報 ・システム研 究機構 259 86 289
4機構 合計 407 668 1472
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12．卓越した教員等の確保に関して平成22年度に導入した新たな取組み 【大学共同利用機関】
平成 22 年度 調 査 結 果
H20 10 2 1内 閣
総理 大 臣が 定
める基 準 の 「2」
り 給 与 上 の優 遇
措 置
lり 能 力 及 び実 績
に応 じた処 遇 と公
正 な評 価 と、その
努 力 に積 極 的 に
報 いる措 置
‖）研 究 に専 念 できるような環 境 整 備 lV ）その 他
今 回調 査 結 果 年俸 制
の導 入
優 秀な業
績
優れ た研 教 育 ・研
事務 ス
タッフ充 スター トアツ
施設 ・設
備の 充 サバティ加レテニュアト 女 性教
員 支援
産休 ・育
休支 援
特任 教 選 択定
年制
その他 研
究費 支 その他 研
の 整理 の た め
に設 けた 取 組
例
究 業積 究 面 実 フ資金 実 ラック制 度 員 制度 援 究 支援
給与 ・手
当へ反
研究 費
増額
優 秀教
研究 支
援者 充
スベ スー配
分
教 育 ・管
理業 務 若 手教
介護休
業休暇
招 へい教
員 再 雇用
共 同研
映 員表彰 実 軽減 員支 援 支援 究支 援
大 学 共 同 利 用研 究 機 関 名 卓越 した教 員 等 の 確 保 に関 して 平 成22 年 度 に導 入 した新 たな 取 組 み 有 り 無 し
1人 間 文化 研 究 機 構 特 にな し。 1
2 自然 科学 研 究 機 構
・これ まで教 授 ・准 教 授 の 空 きポス トは 同 じ分 野 で 同じ職 （教授 は教 授 、准 教 授 は 准教 授 ）で
直 ちに 後任 公 募 することを原 則 にして きたが 、今 後 は 、教授 職 ・准 教 授 職 にこだわ らず、卓 越
した人 材 に対 して適 した ポジ ションと研 究 環 境 を与 える観 点 か ら、欧 米 の 研 究 動 向 や欧 米 で
活 躍 している若 手 研 究 者を含 めて 、将 来性 あ る研究 分 野 と優れ た 人 材 につい て調 査 した うえ
で研 究 環 境 整 備 及 び人 事 公 募 をすることにし、所 長 の もとで調 査 を開始 した。（一部 の 研 究
所 ）
1 1 1
3高 エネ ル ギ ー加 速 器 研究 機 構 特 にな し。 1
4情 報 ・シス テム 研 究 機 構
・ゲ ス トハ ウス の運 用 を開 始 し、外 国 人 研究 員等 の 長 期 滞在 の ため の 環 境を整 備 した 。（一
部 の 研 究 所 ）
・平成 22 年度 文 部 科 学 省 科学 技 術 振 興 調 整費 「生命 科 学 の 新 分野 創 造 若 手 育 成プ ログ ラ
ム 」採 択 に よるテ ニュア トラック教 員 の 公 募 及び 採 択 ・新 た に研 究 室 を立 ち上 げる教 員 に 対
して 、ス ター トア ップ経 費 を計 上 。（一 部 の 研 究 所 ）
1 1 1 1 1
13．内部使用研究費 【大学共同利用機関】
2 0 0 9 年 度　　　　 （万 円 ）
国 立 大 学 名 総 額
人 件 費 原 材 料 費 リー ス 料 そ の 他 の 経 費有 形 固 定 資 産
の 購 入 費
土 地 ・建 物
な ど
機 械 ・器 具 ・
装 置 な ど
そ の 他 の 有 形
固 定 資 産
1 人 間 文 化 研 究 機 構 1．1 7 5 ．6 9 5 6 0 1 ．5 8 5 5 ．6 3 5 1 9 2 ．0 5 1 6 4 ．1 0 6 1 2 6 ，6 5 2 1 ．2 9 3 1 乙0 6 2 3 6 4 ．3 6 2
2 自 然 科 学 研 究 機 構 3 ．9 4 2 ．3 5 7 1 ．0 8 0 ．0 8 0 2 9 6 ．3 2 6 1 ．1 7 7，1 6 9 1 3 7 ．6 3 7 7 4 2 ．7 5 7 2 9 6 7 7 5 2 6 4 ．7 6 0 1 ，12 4 ，0 2 2
3 高 エ ネ ル ギ ー 加 速 器 研 究 機 構 3 ．5 0 3 ．5 9 3 5 7 8 ，9 3 0 8 0 9 ，6 3 7 1 ．3 9 5 ．5 9 5 3 1 3 7 4 5 9 8 8 ．16 8 9 3 ，6 8 2 1 2 3 ，0 9 6 5 9 6 ，3 3 5
4 情 報 ・シ ス テ ム 研 究 機 構 2 ．1 9 6 7 2 5 4 6 9 ，9 10 1 1 5 ，3 6 3 2 4 2 ，2 9 0 4 ，0 3 4 2 3 5 ．2 6 3 2 ，9 9 3 2 5 7 ，3 0 7 1 ．1 1 1 ．8 5 5
4 機 構 合 計 10 ，8 1 8 ，3 7 0 2 ，7 3 0 ，5 0 5 1 ．2 2 6 ，9 6 1 3 ，0 0 7 ，1 0 5 5 1 9 ．5 2 2 2 ．0 9 2 ，8 4 0 3 9 4 ．7 4 3 6 5 7 ．2 2 5 3 ．19 6 ．5 74
14．外部受入研究費 【大学共同利用機関】
2 0 0 9 年 度　 （万 円 ）
大 学 共 同 利 用 機 関 名 総 額
公 的 機 関
会 社 私 立 大 学
非 営 利
団 体
外 国
匡卜 地 方 公 共 団 体 特 殊 法 人 ・独 立 行 政 法 人
国
地 方 公 共
団 体
国 ・公 立
大 学
国 公営 の
研 究 機 関
そ の 他 研 究 所 等
公 庫 ・
公 団 等
そ の 他
1 人 間 文 化 研 究 機 構 8 2 ，1 0 1 1 6 ．3 0 7 6 4 0 3 6 2 3 3 0 0 0 5 3 ，4 1 9 0 1 ，17 5 7 8 2 1．13 9 4 ．3 2 6 3 90
2 自 然 糾 学 研 究 機 構 5 5 7 ′3 8 8 2 7 8 ．8 7 2 2 1 3 ，4 1 5 0 0 2 1 8 ，2 7 1 0 0 9 ．6 95 0 10 ，5 8 9 3 6 ．5 2 5
3 高 エ ネ ル ギ ー 加 速 器 研 究 機 構 3 7 4 ，9 4 3 1 5 0 ，3 9 2 3 ．0 0 0 1 1 ．1 6 10 0 15 7 ．3 1 4 0 0 7 ．7 9 7 0 1 ．8 7 2 4 3 ．4 0 7
4 情 報 ・シ ス テ ム 研 究 機 績 6 4 0 ．7 8 0 4 0 8 ，2 8 0 0 4 3 ．5 3 2 30 0 0 16 8 ，6 4 8 0 2 7 5 8 ．2 1 1 0 9 7 7 0 1 ．7 64
4 機 構 合 計 1 ．6 5 5 ．2 1 2 8 5 3 ，8 5 1 3 ，6 6 1 6 1 ．7 3 16 00 0 5 9 7 ，6 5 2 0 1 ．4 5 0 2 6 ，4 8 5 1 ，13 9 2 6 ．5 5 7 8 2 ，0 86
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質問票
質問票A（国公私立大学杢塾用）……………………………………・59
質問票B（国公私立大学塾星用）……………………………………・61
質問票C（大学共同利用機関用）……………………………………・63
参考資料：
この資料は、Å力項目の　豊です。実鍔の入力は、インタ　ネソト入力画面からお鬼しヽします。
インターネソト入力画面は、「大学言筋査トノブへーシ」にアクセスしてiBとハスリ「を入力することにより表示されますニ
平成22年度
大学等における科学技術・学術活動実態調査　質問票　A
大学生
丁
所在地
記入者部課名
氏名
電話
メールアト／ス
囚
く大学の本部用〉
自動表示 （修正可）
自動表示 （修正可）
自動表示 （修正可）
自動表示 （修正可）
☆　以下の質問について、大学全体の状況をお答えください。
☆（例）として提示しているものは、あくまでも参考であり、それらについて全て記載しなければならないというものではありません。
1教員数
学校基本調
査番号 項目 人数
様式第7号
B力一ド　4教員数（本務者）の計 人
様式第7号
1カー ド 上記本務教員のうち外国人（再掲） 人
注）　平成封年5月＝ヨ現在。
注は　講査項目は、平成2生度文部担学省r学校基本調査」調査票様式第7号と同様の項目ですっ
r注）3　外耳人教員の人数は合計碍のみご記入ください。
2　若手教員（37歳以下）
項 目 人数
若手教 員数（37歳以下 ） 人
うち女性数 人
（注）1平成21年5月1日現在。
く注）2　学校基本調査に無い項目ですので、新たに調査をお願いします。
H主j3　若手教員とは、37歳以下の教授、准教授、講師、助教及び助手をいいます。
（注）4　人数は、上記げ教員数の内数です、，
3　卓越した教員等の確保のための取組
卓越 した教員等の確保に関してH22年度に導入した新たな取組みがあれ ばその内容。
（給与に関する優遇措置、優れた研究開発等に対する積極的評価、事務スタッフ機能の充実、スタートアップ資金の提供、施設設備環境
の整備等を含む。）（自由記述）
く 自由記述欄 ＞
4　大学院在学者数（大学院を設置していない大学は回答不要です。）
（単位．人）
学 校 基 本 調 査
様 式 第 7 号 3　 学 生 数
大　　　 学　　　 院
博 士 課 程 修 士 課 程 専 門 職 学 位 課 程
A カ ー ド （博士後期ト博士 一千 （修 士ヰ博 士前 期 ）
男 女 男 女 男 女
昼 間
夜 間
〔注）1平成21年5月＝］現在。
（注）2　調査項目は、平成21年度文部科学省「学校基本調査」調査票様式第7号と同様の項目です。ノ
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（次頁へ続く）
5　　　外国人留学生数 平成21年5月1E］現在
①大学（学部）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位人）
人 文 科 ’、社会 科 ノ、 理 学 工 学 農 学 保健 （医・歯学）
保健（医・
歯学除く） 商 船 家 政 教 育 芸 術 その 他 計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
国
費
計 （別 掲 を除 く合 計）
別
掲
専 攻 科 ・別 科
聴 講 生 ・選 科 生 ・研 究生 等
私
費
計 （別 掲 を除 く合 計）
別
掲
専 攻 科 ・別 科
聴 講 生 ・選 科 生 ・研 究生 等
②修士課程（修士＋博士前期）
人 文 科 ノ、′社 会 科 ′J 理 学 工 学 農 学 保健 （医・歯学）
保健（医 ・
歯学除く） 商 船 家 政 教 育 芸 術 その 他 計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
国
費
計 （別 掲 を除 く合 計）
別
掲
専 攻 科 ・別 科
聴 講 生 ・選 科 生 ・研 究生 等
私
費
計 （別 掲 を除 く合 計）
別
掲
専 攻 科 ・別 科
聴 講 牛 ・選 科 牛 ・研 究年 等
③博士課程（博士後期＋博士一貫）
人 文科 号 社 会 科 、デ 理 学 L学 農 学 保健 （医 ・歯 学）
保健 （医・
歯亨除く） 商船 家 政 教育 芸術 そ の他 計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
国
費
計 （別 掲 を除 く合 計 ）
別
掲
専 攻 科 ・別 科
聴 講 生 ・選 科 生 ・研 究 生 等
私
費
言十（別 掲 を除 く合 計 ）
別
掲
専 攻科 ・別 科
聴 講 生 ・選 科 生 ・研 究 生 等
④専門職学位課程
人文科 、、社会科 、 理学 工学 農学 保健（医・歯学）
保健（医・
歯′≠除く） 商船 家政 教育 芸術 その他 計
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
国
費
計（別 掲を除く合計）
別
掲
専攻科・別科
聴 講生 ・選科生・研究生等
私
費
計 （別 掲を除く合計）
別
掲
専攻科 ・別科
聴講生 ・選科 生・研究生等
注バ　平成21年5月1日現在コ
（注：2　調査項目は、平成21年度文部科学省「学校基本調査」調査票様式第11号と同様の項目です．それぞれの「計J欄のみの記載です、
各大学において課程ごとに別葉で作成されていますので、それらをすべて合計した人数をご記入願います（大学全体の人数）ハ
質問は以上です。
ご協力ありがとうございましたニ
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（参考資料）
この資料は、入力項目の一覧です。実際の入力は十指軒ヰ鉦入力画面からお願いします。
インター如ト入力画面は、「大学調査トップベ∴らにアクセスして王Dとバス㌢下を入力することにより表示されます。
［亘］
く大学の部局用〉
大学等における科学技術・学術活動実態調査　質問票　B
大学名
部局名
丁
所在地
記入者 部課名
氏名
電話
メール　アドレス
自動表示（修正可）
自動表示（修正可）
自動表示（修正可）
自動表示（修正可）
r－－一一一．1－．－－－－－．－．‾‖‾’‾’－－．．‾．．．‾．‾．‾．‾．‾．‾．‾．‾．．．‾’‾．．’‾．‾．r－．11－－．1－”一一‾－－’－’，．「
i☆総務省統計局「科学技術研究調査」にご回答いただいている部局ごとに、回答をお願いします。　I
L．＿．＿＿＿＿胃＿－＿胃．＿＿－．＿．＿，胃＿・＿．．＿．＿．”．．．．．日，．・．＿．＿．＿．胃．＿．．．．．，．＿．．＿＿．＿．＿日，・．＿，＿．＿．－－－．－－－．－．－．lllllJ
I大学等の種類を選んで数字を記入してください。　□
（総務省統計局「科学技術研究調査」【1】と同様の種類）
1大学の学部　（研究科を含む）
2大学附置研究所
3その他
Ⅱ　研究内容の学問別区分について該当するすべてを選んで、チェックしてください。
（学問別区分が2つ以上の項目にわたる場合は、そのうち主なものを1つ選んでください。）
該 当区分 うち主なもの
1 文学
2 法学
3 経済 学
4 その他 の人 文 ・社 会 科 学
5 理学
6 工学
7 農学
8 保健　 医 ・歯 ・薬 学
9 保健　 その他
10 家 政学
11 教 育学
12 その他
（注）総務省統計局「科学技術研究調査」調査票【3】と同様の項目です。
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Ⅲ　次の人数、金額について、お答えください。
1．研究補助者の数
平成22年3月31日現在
実数
研究補助者 人
技能者 人
研究事務その他の関係者 人
（注）調査項目は、平成22年総務省統計局「科学技術統計調査」調査票【4】と同様の項目です。
2．研究費の状況
（1）内部使用研究費 平 成 2 1年 度
平成 22年 3月 31 日又 はこの直 近の
決算 日か らさか の ぼる1年 間 分
総　　 額 万 円
人　　　　 件　　　　 費 万 円
原　　 材　　 料　　 費 万 円
有 形 固 定 資 産 の 購 入 費 万 円
土　 地 ・建　 物　 な　ど 万 円
機 械 ・器 具 ・装 置 など 万 円
その他 の有形 固定 資産 万 円
リー ス料 万 円
そ の他 の経 費 万 円
計升ヂニック
計のチェック
（注）調査項目は、平成22年総務省統計局「科学技術統計調査」調査票【9】と同様の項目です。
（2）外部から受け入れた研究費 平成 2 1年度
平成22年3月31 日又 はこの直近の
決算 日からさかのぼる1年間分
総　　 額 万円
公
的
機
関
国
地
方
公
共
団
体
国 万円
地 方 公 共 団 体 万 円
国 ・公 立 大 学 万円
国・公営の研究機関 万円
そ　　 の　　 他 万円
特　殊
法人・
独　立
行　政
法　人
研　 究　 所　 等 万円
公 庫 ・公 団 等 万 円
そ　　　 の　　 他 万 円
会　　　　　　　　　　　 社 万円
私　　　 立　　　 大　　　 学 万円
非　　 営　　 利　　 団　　 体 万円
外　　　　　　　　　　　 国 万 円
計のチェック
（注）調査項目は、平成22年総務省統計局「科学技術統計調査」調査票【12】と同様の項目です。
質問は以上です。
ご協力ありがとうございました。
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豊、泉郷潮実際の入力は潮見力掛らお願いします重］〈大学共同利用機関用〉
、　　　一
平成22年度
大学等における科学技術・学術活動実態調査　質問票　C
大学共同利用機関法人名
研究所名
記入者　部課名
氏名
電話
メール　アドレス
自動表示（修正可）
自動表示 （修正可）
☆以下の質問について、お答えください。
☆＜例＞として提示しているものは、あくまでも参考であり、それらについて全て記載
しなければならないというものではありません。
I　研究内容の学問別区分について該当するすべてを選んで、チェックしてください。
（学問別区分が2つ以上の項目にわたる場合は、そのうち主なものを1つ選んでください。）
該 当区分 うち主な
もの
1 文学
2 法学
3 経 済学
4 その他 の人 文 ・社会科学
5 理 学
6 工学
7 農 学
8 保健　 医・歯 ・薬学
9 保健　 その他
10 家政 学
11 教育 学
12 その他
総務省統計局「科学技術研究調査」調査票【3】と同様の項目です。
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Ⅱ　以下の人数、状況についてお答えください。
1．教員について
（1）教員数・研究補助者数等 平成22年3月31日時点
実数
教　 員 人
研究補助者 人
技能者 人
研究事務その他の関係者 人
※研究本務者の計で無いことに注意
注し調査項目は、平成22年総務省統計局「科学技術統計調査」調査票r4】と同様の項目です。
（2）若手教員（37歳以下）
若 手教員数 人
うち、女性数 人
注1．上記（1）教員の函数
注2．着手教員とは、37歳以トの教授、准教授、講師、助教及び助手をいいます。。
注3．他の調査には無い項目ですので、新たに調査をお願いします′．
（3）外国人教員
外国人教員数 人
注1つ二記（1）教員の内数
注2言出の調査には無い項目ですので、新たに調査をお願いします。
2．卓越した教員等の確保のための取組
卓越した教員等の確保に関してH 22年度に導入した新たな取組みがあればその内容。
（給与に関する優遇措置、優れた研究開発等に対する積極的評価、事務スタッフ機能の充実、ス
タートアップ資金の提供、施設設備環境の整備等を含む。）（自由記述）
＜自由記述欄＞
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3．研究費の状況
（1）内部使用研究費 平成 2 1年 度
平成 22 年 3月 3 1 日又は
この直近の決 算 日からさ
かのぼる1年 間分
総　　 額 万 円
人　　　　　　　　　 件　　　　　　　　　 費 万 円
原　　　　　 材　　　　　 料　　　　　 費 万 円
有　 形　 固　 定　 資　 産　 の　 購　 入　 費 万 円
土　　 地　　　　 建　　 物　　 な　　 ど 万 円
機　 械 ・ 器　 具 ・ 装　 置　 な　 ど 万 円
そ　 の　他　 の　 有　 形　 固　 定　 資　 産 万 円
リー ス料 万 円
その他の経 費 万 円
計のチこニック
計のチエソク
注1，調査項目は、平成22年総務省統計局「科学技術統計調査」調査票【9】と同様の項目です。
（2）外部から受け入れた研究費 平成21年度
平成22年3月31 日又は
この直近の決算 日からさ
かのぼる1年間分
総　　 額 方南
公
的
機
関
国
地
方
公
共
団
体
国 万円
地　 方　 公　 共　 団　 体 万円
国　 ・　 公　 立　 大　 学 万円
国・公営の研究機関 万円
そ　　　　　　 の　　　　　　 他 万円
特殊法人
・　独　立行政法人
研　　　 究　　　 所　　　 等 万円
公　 庫　 ・　 公　 団　 等 万円
そ　　　　　　 の　　　　　　 他 万円
会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社 万円
私　　　　　　 立　　　　　　 大　　　　　　 学 万円
非　　　　 営　　　　 利　　　　 団　　　　 体 万円
外　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 国 万円
計のチ丁ツタ
注I．調査項目は、平成22年総務省統計局「科学技術統計調査」調査票【12】と同様の項目です。
質問は以上です。
ご協力ありがとうございました。
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